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    　　序章


    



    「諒りよう太た、あのね、大事な話があるんだけど」


    「なんだよ、大事な話って」


    　私の改まった態度のせいか、諒太は少し動揺してるみたいだ。


    　いざ言おうとすると、緊張してくる。胸がドキドキして、そのことに焦あせってさらにドキドキする。諒太にじっと見つめられると、なんだか恥ずかしい。身体からだも熱くなってきた。


    　落ち着け、私。


    　どうして恥ずかしいのかといえば、ここのところ不自然なほどに諒太のことを無視していたからであり、にもかかわらずこうして面と向かって話せばちょっと緊張することぐらいは当然だ。また、身体が火ほ照てっているのは別に諒太と話していることに起因するわけではなく、先ほどまで小説を書いていたときの興奮の残ざん滓しなのであり、つまり、私の反応は極めて正常。心身の変調に対して特に意識すべき点はなく、私は言うべきことをただ言えばいいのである。


    「私と諒太って、ちっちゃいときからずっと一緒だったじゃない？　いわゆる、幼なじみ」


    「そうだけど……どうしたんだ、急に」


    「もうさ、今までのそういう関係、終わりにしない？」


    　気持ちに整理をつけて冷静になったつもりだったけど、声が震ふるえて裏返った。


    「えっ、終わりって……」


    　さあ、言ってやるんだ。諒太はびっくりするだろうか。


    　私はじっと諒太の目を見つめてから、微笑を浮かべ、ゆっくりと口を開く。


    「ねえ諒太、結婚しよ？」


    「…………は？　結婚？」


    「そう結……え？　私、今………………え？」


    　カッと身体が一層熱くなる。なんで諒太にプロポーズしてるの！


    　どうかしてる。「絶交」と「結婚」を言い間違えるなんて。


    　というかよりにもよって結婚！　大事な話とか、幼なじみの関係終わらせるとか、流れ的にも告白っぽいし！　うわ恥ずかしすぎる！


    　あたふたする私につられるように、諒太も動揺している。


    「きゅ、急に変な冗談言うなよ！　もしかして莉り子こ、俺のことバカにしてる？」


    「ち、ちが、バカになんてしてないよ！」


    　私は叫んだ。めっちゃシャクレ顔で。


    「なんだよその顔！　やっぱバカにしてんじゃねえか！」


    　なんで私、変顔してるの！　意味分かんない！


    　私は慌てて諒りよう太たの前から逃げようとして、つんのめって転んだ。


    「莉り子こ！　だ、だいじょう……ぶぶっっ!!」


    　駆け寄ろうとした諒太は驚いた様子で固まる。


    　起き上がろうとして気づいた。スカートが思いっきりまくれあがっている。


    　私はパンツを隠そうと慌ててスカートをたくし上げた。


    　って、……は？


    　恐る恐る自分の下半身を見ると、確かにスカートをたくし上げていて、諒太に堂々とパンツを見せつけていた。白だった。


    　なんでパンツ隠そうとして逆に見せつけてんの！


    「ふぁ、あ、見ないで！」


    　自分でたくし上げていたスカートを引っ張って元に戻す。諒太と目が合う。


    　すごく、身体からだが熱くて、変になりそうだった。


    　変になりそう、というか、私、変になってる！　なんなのこれ！


    「莉子、お前、どういうつもりなんだよ、それ……」


    　諒太は私のパンツから目を逸そらして言った。


    「こ、これは変な意味じゃなくて、あの、そう！　いい意味！　いい意味で！」


    　ってアホか！　いい意味でパンツ見せつけとか意味分かんないよ！


    　──高校に入ってから一週間も経たってないのに、いろいろなことがあった。これといった取り柄もない諒太がなぜか美少女たちとイチャイチャし始めた。そんなの変だと思った。


    　でも、一番変なの、今の私じゃん！

  



  
    



    


    　　第一章　現実はラブコメより奇なり


    



    　もーにんぐ占い！　今日の最下位はうお座のアナタ。最悪の一日。気になる異性にドン引きされちゃうかも～。自分をしっかり持って、流されたりつられたりしないように気をつけて！　魚だけにねっ。


    　起きぬけにつけたテレビは確かにそう言っていた。


    　まったく最悪な一日の始まりだ。


    　うお座の山やま伏ぶし諒りよう太たは朝から全力で走っていた。


    　高校入学初日、まさかの二度寝で遅刻の危機。


    「莉り子このやつ……見捨てやがって……」


    　隣の家に住む浅あさ間ま莉子と一緒に登校するはずだったが、あっさり置いていかれた。部屋まで起こしに来いとは言わないが、待っていてくれてもいいじゃないかと諒太は思う。


    　最悪の一日の始まり──そう思うと、占いを信じるほうではないがどうしても意識してしまう。でも気になる異性にドン引きされちゃうかもって──。


    　そんなことに気を取られながら小さな十字路を右に曲がると、


    「うああああああああどけえええええええええええ」


    　自転車に乗った少女が絶叫しながら猛スピードでつっこんでくる。


    　避よける間もなく衝突、諒太は吹っ飛ばされ地面に倒れた。


    「こらぁっ、危ないよっ！」


    　少女の怒声を浴びながら、諒太は身を起こす。


    「わ、悪い、急いでて」


    「ってちょっと！　血まみれなのだああああああ！」


    　少女は諒太の顔を指さし悲鳴を上げた。諒太はそこで初めて視界が真っ赤に染まっていることに気づく。恐る恐る額に手を触れてみる。


    　ぬるりと指先に絡みついたのは……ジャム？　おそらくいちごジャム。


    「おい、落ち着け。これ血じゃないぞ」


    「……え？」


    　少女はぽかんと口を開けたまま固まっている。


    「ジャムだよジャム」


    　すると少女は手を伸ばし、諒太の頰ほおについたジャムを指ですくって舐なめた。


    「ほんとだ、甘い！」


    　なぜジャムが？　諒太は不思議に思い周囲を見回す。


    　指を舐めている少女の傍かたわらに食べかけのトーストが落ちていた。


    　どうやら自転車に轢ひかれただけでなく、顔面にジャムトーストを食らってしまったようだ。


    「急に飛び出してきただけじゃなくて、顔をジャムまみれにして、まぎらわしいやつめ！」


    「ジャムまみれは俺のせいじゃないだろ。そもそも、ぶつかったのだってお互いさまじゃないか？　そっちも急いでたみたいだし」


    「わたしは遅刻しそうで急いでたのだ！　しかもパンをくわえてたんだぞ？　安全運転なんてできるわけないのだ！」


    　どうだまいったかと言わんばかりに、少女はずびしと諒りよう太たを指さした。


    　諒太は何も言えずに立ち尽くす。


    　あまりに自分勝手なもの言いに呆あきれたというのもあるし、ぴょこんと揺れるサイドテールが大おお袈げ裟さな動きや幼い顔立ちと相まって可愛かわいらしかったというのもある。


    　しかし意識の大半を持っていかれたのは、ずびしでぴょこんな瞬間、たゆんと揺れた大きな胸だった。


    　小柄で童顔な少女にこんな立派な胸が──諒太が生命の神秘を感じていると、


    「ん？　なんだおまえ、さっきからじろじろと！」


    　少女に敵意むき出しの顔で睨にらまれた。


    「あ、いや、その……」


    　言い訳を探しながら目を泳がせる。そこで初めて、少女が同じ祥しよう愛あい学園の制服を着ていることに気づく。


    「あれ、君も祥愛なんだ。もしかして新入生？」


    「そうだぞ、今日から高校生だっ」少女は誇らしげに言った。「おまえも新入生か？」


    「ああ。だけど入学早々遅刻しそうで……って遅刻！　喋しやべってる場合じゃねえ！」


    　諒太が言うと、少女も弾かれたように倒れていた自転車を慌てて起こす。


    　そして、綺き麗れいな歯を覗のぞかせていししと笑った。


    「今からだと自転車でどうにか間に合う時間だなっ、おまえは間に合わないぞ！」


    「く……」


    「まー、顔を汚してしまったのは悪かったのだ。これでジャムを拭ふいていいぞ！」


    　少女が放ってよこしたのは、食べかけのトーストだった。


    　諒太の物言いたげな視線を尻しり目めに、少女は豪快な立ち漕こぎで走り去る。


    　真新しいスカートが翻ひるがえり、思いっきりパンツが見えた。ピンクと白のしましまだった。


    　諒太はパンツからパンに視線を移す。トーストにはいかにも「元気！」という歯形がくっきりとついている。歯形をまじまじと見ていると、少女の無邪気な笑顔が思い浮かぶ。小さな唇くちびるは柔らかそうだった。


    　ほんのりと甘い想いに浸りながら無意識のうちにトーストをかじろうとして、気づく。


    　このトーストは地面に落ちていた。よく見ると砂がついてる。


    　欲望と自尊心の間で揺れていると、カラスにトーストをかっさらわれた。カラスは少し離れた路上で勝ち誇ったようにこちらを見ている。


    　奪われたトーストをぼんやり眺めていた諒りよう太ただったが、


    「……俺も急ぐか」


    　わずかな遅刻回避の可能性を信じて走り出した。


    　うろ覚えの通学路を間違えず、信号にも引っかからない。体力も残っている。


    　もしかしたら間に合うかもしれない、そんな望みを胸にラストスパートをかける。


    　すると、十メートルほど先に人が倒れていた。


    　駆け寄ってみると、先ほどの少女だった。地面に伏せってぴくぴくしている。


    「おい！　大丈夫か！」


    　まさか車にはねられたのだろうか。


    　少女は汗まみれの青ざめた顔で、


    「……りょ、両足つった」


    　息も絶え絶えに呟つぶやいたかと思うと、今度は「ひぃいい痛いぃいいいい」と金切り声をあげる。


    「両足つるとか無茶しすぎだろ……」


    「くそう……きっと、ばちがあたったんだ。人のこと轢ひいて、人のせいにして、見捨てたから。神様、ごめんなさい許してください助けてくださいぃいい痛いぃいぃいい」少女はくりっとした瞳に涙を溜ためながら、諒太を見上げる。「おまえ、なに見てるのだ、さっさと学校行け、バカ！」


    　諒太は少女を無視して立ち去ることができなかった。それは正義感などという大層なものではなく、


    「その、なんだ、お前さえイヤじゃなければ……学校までおんぶしてやってもいいけど」


    　その場の雰囲気に流されただけだった。


    「……え、いいのか？　だってわたしはさっき、お前のこと見捨てたんだぞ？」


    　さきほどまでの傲ごう慢まんさが噓うそのように、少女は遠慮がちに言った。涙で潤んだ瞳に見つめられ、思わずドキリとする。諒太は冗談めかして、


    「それでばちがあたって両足つったんだろ？　俺は両足つるの、勘弁だからな」


    　と言って笑い、少女に背中を向けてかがんだ。


    　少女はよたよたと諒太に近づき、


    「おまえ、優しいな！　わたしは赤あか城ぎ瑠る流る！　よろしくな！」


    　名乗ってぺこりと頭を下げると、諒太の背中に飛びついた。


    　諒太は背中にあたる弾力を変に意識しないよう、毅き然ぜんと構えていた。


    　──心しん頭とう滅めつ却きやくすれば巨乳もただの脂肪ッ。


    　しかし盲点だったのは、抱かかえ込んだ太ももの感触だった。


    　や、柔らかい……女の子の太ももはこんなにもすべすべふよふよなものなのかッ！


    　っていかん。諒りよう太たは邪念を振り払う。そして気合いを入れ直すように、


    「俺は山やま伏ぶし諒太。ここまで来たんだ、すべりこみセーフ狙ねらうぞ！」


    　力強く言って、立ち上がった。


    　慎重に歩きだしてから、早足、駆け足と徐々にスピードを上げていく。


    　思った以上に瑠る流るは軽かった。が、瑠流がしっかりと腕を回しているせいか、


    「く、苦しい……」


    　地を踏みしめるたびに首が絞まる。それでも諒太は走った。


    　このペースで行けば学校に間に合うのではないかと希望が湧き始めた頃、


    「りょーたは、わたしの理想だな」


    　瑠流が耳元でささやいた。


    「……え？」


    「優しくて、力持ちで、背中の上も落ち着くのだ」


    　[image: ]あめでも舐なめているのだろうか、瑠流の吐息は甘い桃のような匂いがする。


    「諒太はわたしの理想の…………舎弟だ！」


    　は？


    　諒太はずっこけそうになるが、どうにか踏ん張って走り続ける。


    「なんだよ舎弟って！」
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    「高校生といったら、おねーさんなのだ！　だから、舎弟をとる！」


    「『だから』で一気に話飛んだぞおい」


    「舎弟、子分、弟子、手下、奴ど隷れい……まーなんでもいーけど、とにかく、わたしは高校生、おねーさんになったのだ！　だからそういう感じのやからが必要なのだ！　そしてもう決めたぞっ、りょーたはわたしの舎弟なのだ！」


    　瑠る流るの弾む声を聞きながら、諒りよう太たは後悔していた。轢ひき逃げされたと思ったら今度は舎弟呼ばわりかよ……やはりこの少女を見捨てておけばよかった。


    　八時五十七分、始業三分前、祥しよう愛あい学園正門を通過する。


    　諒太は昇降口でスニーカーを脱いで、上靴を履くことなくそのまま廊下を駆ける。


    　階段のすぐ脇、掲示されたクラス分けを確認。


    「わたしは六組だぞ！」


    「俺も六組だ」


    「なにっ、同じクラス？　りょーた、さすがわたしの舎弟だ！」


    　興奮した瑠流が背中で暴れる。諒太の首がさらに絞まる。


    「このまま階段昇ったら首ちぎれるわ！」ついに諒太は瑠流を背中から降ろしてしまう。「こうなったら……」


    　諒太は瑠流の膝ひざの裏と背中に手をかけると、そのまま抱き上げる。


    　いわゆる、お姫様抱っこの格好だ。


    「あと二分……四階まで……間に合うか……？」


    　すると、瑠流がニコリと笑う。


    「こういうときこそ、笑顔なのだ！　うれしくなくても楽しくなくても、とりあえず笑うのだ。そうすればうれしさ楽しさのほうが、こっちにやってくるのだ！」


    「なんだよそれ」


    「これはわたしが編み出した奥おう義ぎだぞ！　舎弟だから、特別に教えてあげたのだ！」


    　諒太はフッと笑った。


    　奥義を継承したわけではない。瑠流のあまりの幼稚さに思わず苦笑してしまったのだ。


    　それでも、胸に抱いた瑠流の笑顔を見たら、なんだかやれそうな気がした。


    「いくぞおおおおおおおおおおおおおおお」


    　諒太は笑みを顔に残したまま、階段を駆け上がった。


    　始業の時間が迫る。


    　一分一秒を争うこの状況が楽しくなってくる。


    　笑顔の奥義は案外、バカにできないかもしれない。


    　どうにか四階まで[image: ]たどりつく。一番奥にある六組目指して、廊下を一気に駆け抜ける。


    　そして、一年六組の引き戸を足先で開け放つ。


    　一歩踏み込んだ瞬間チャイムが鳴って、さらに──


    「両足つったあああああっ！」


    　諒りよう太たはそのままつんのめって、瑠る流ると重なり合う形で倒れた。


    　高校生活初日。山やま伏ぶし諒太は「女の子をお姫様抱っこで教室に連れ込みいきなり押し倒す男」としてクラスメイトたちに認識された。


    



    　翌日。


    　瑠流をおぶって抱いての全力疾走によって、諒太は全身筋肉痛になった。しかしそれ以上に、自転車に吹っ飛ばされたときに打った腰の痛みがひどかった。


    　湿布をもらうべく、諒太は休み時間に保健室に向かった。


    　が、保健室の教諭は不在のようだ。


    　勝手に湿布をもらっていいものか迷っていると、人の気配を感じる。


    　窓際のベッドがカーテンで囲われており、中から衣きぬ擦ずれの音が微かすかに聞こえてくる。


    「あの、保健の先生って……」


    　諒太が言った瞬間、開け放たれていた窓から暖かな春風が舞い込んできて、カーテンをふわりと揺らした。


    　ベッドの上で身体からだを起こしていたのは少女だった。腰まで届く艶つややかな黒髪がさらりとなびいている。


    　少女がゆったりとした動作で振り向く。眠たげでありながら心の奥底まで見通しているかのような、どこか神秘的な目をしていた。


    　諒太は惚ほうけたように突っ立ったまま喋しやべれずにいた。やがて吹いていた風が止やみ、ベッドは再びカーテンで覆おおわれる。


    　諒太が少女の瞳を頭の中で反はん芻すうしていると、


    「……ああ、君は同じクラスの人間だな。例の、お姫様押し倒し男君じゃないか」


    　抑揚のない声がカーテン越しに聞こえてきた。


    「み、妙な呼び名はやめてくれ。俺は山伏諒太だ」


    「山伏、諒太か。あたしは榛はる名な響きよう華かという」


    　名前を聞いても顔が思い浮かばなかった。もっとも、同じクラスで顔と名前が一致している女子など、「お姫様」の赤あか城ぎ瑠流と、幼なじみの浅あさ間ま莉り子こくらいだ。


    　やや間があってから、スッとカーテンが開いた。


    　響華はベッドの上にぺたんと座り、手て[image: ]ぐしで髪を整えている。


    　目を引いたのはブラウスの第三ボタンまで開けた胸元で、そこから黒いブラジャーがちらちらと覗のぞいていた。


    「昼寝日和だったから」響華は言った。調子が悪いから寝ていたわけではないらしい。「こんな日に誰も保健室で寝ないとは、不思議でしょうがない」


    「いや、別に不思議でもなんでもないだろ……」


    「それにしても、こんなところで押し倒し男の山やま伏ぶし諒りよう太たと二人きりになるとは」


    　響きよう華かはベッドから降りると、諒太の元に歩み寄ってくる。


    　甘い匂いが諒太の鼻をくすぐる。シャンプーの香りだろうか。


    　目線の位置はさほど変わらない。女子にしては高身長だ。


    　響華は諒太の目の前に立つと、無遠慮に顔を覗のぞきこんだ。


    　諒太は思わず目を逸そらす。が、逸らした先が響華の胸元だったので、慌ててまた逸らす。


    「えっと……なに？　つうか、近くね？」


    　諒太が目を泳がせながらうろたえていると、


    「山伏諒太、こっちを向け」響華は諒太の頰ほおをそっと撫なでる。「いい顔だ」


    　諒太はへっぴり腰になりながら後ずさる。


    「な、なんだよ急に！　びっくりするだろ！」


    「あたしは山伏諒太に、興味がある」


    　響華はまったく無表情だ。値踏みするかのような目で諒太を見つめている。


    　諒太は俯うつむくしかなかった。じっと見つめられると落ち着かなくて目を逸らしてしまうし、目を逸らしたらどうしてもざっくりと開いた胸元に視線が行ってしまう。
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    「あー、あのさ、開あいてるぞ、ブラウスのボタン」


    　諒りよう太たが歯切れ悪く指摘すると、


    「ああ、これか。これはさっきわざと開けたんだ」


    　響きよう華かはこともなげに言った。


    「……は？」


    「言っただろう。あたしは山やま伏ぶし諒太に興味があると」響華はブラウスをつまんで胸元をはだける。「ふふふ、山伏諒太の反応は、なかなか面白かった」


    　響華の手の内で弄もてあそばれていたと分かると、羞しゆう恥ちがこみ上げてくる。


    　諒太のもじもじとした反応を見た響華は、合が点てんがいったようにぽんと手を叩たたく。


    「どうやら、女子に慣れていないようだな。もしかして中学、男子校だったのか？」


    「いや、大抵はこういう反応になるだろ」


    　そうは言ったものの、女子に慣れていないと言われたのが悔しくて、諒太は腹をくくり響華と対面する。動揺を隠し、睨にらみつけるように響華の瞳を見つめる。


    「あたしは中学が女子校で、そのままエスカレーターで女子高等部に上がるのが嫌いやだから祥しよう愛あい学園に来たんだ。正直、生身の男子というものに慣れていなくてな。マンガやアニメ、インターネットでは、かなり勉強したのだが」


    「慣れてないわりには……近いじゃねえか」


    「興味はあるからな。生身の男子と同じ学校、これからが楽しみだ」


    　響華は微み塵じんも楽しくなさそうに言った。こういう話し方なのか、感情の読みにくい表情をする。


    「で、山伏諒太は何しに保健室に来たんだ？」


    「お、俺は、湿しつ布ぷをもらいにきただけだ。昨日腰打って、痣あざになってるんだ」


    「よし、あたしが貼はってやろう」


    　響華は保健室が自分の部屋であるかのように、遠慮なく薬品棚をひっかき回す。


    「湿布、湿布……ないな。胃薬でいいか？」


    「いいわけないだろ。腰が痛いんだよ」


    「これ、腸にまで効くやつだぞ」


    「腸と腰を一緒にすんな」


    　響華は救急箱を面倒くさそうに漁あさる。


    「湿布、必要なのか？　痣くらい、舐なめておけば治るだろう」


    「すり傷と一緒にすんなよ。つーかどうやって腰を舐めるんだよ」


    「……あたしに舐めろというのか、この変態め。どうせ明日は全身痣だらけで登校する気だろう。……おっ」響華は薄っぺらい銀色の袋を手に取る。「あったぞ、冷湿布。さっさと服を脱いでベッドに横になれ」


    「いいって、自分で貼はるから」


    「なんだ、裸を見られるのが恥ずかしいのか、女々しい奴め」


    　響きよう華かは小バカにしたように言った。


    「分かったよ、横になるからさっさと貼ってくれ」


    　ヤケクソ気味の諒りよう太たはブレザーを脱ぎ、シャツをまくりあげた状態でベッドの上にうつぶせになった。


    　響華が乗ったのか、ぎしっとベッドがきしむ。


    「ここか……青くなってる。よし、ズボンも脱げ」


    「は？」


    「ベルトで痣あざが半分隠れている。もっと下のほうまで痣になっているかもしれない」


    　さすがに、ズボンを脱ぐ気にはなれなかった。


    「じゃあ、いいよ、痣が見えてるところに貼ってくれれば」


    「何を恥ずかしがっている。あたしは治療のためにズボンを脱げと言っているのに、山やま伏ぶし諒太がそんな態度だと、あたしが卑ひ猥わいなことを要求しているみたいではないか」


    　諒太は仕方なくベルトをゆるめ、ズボンとパンツを若干下げた。


    「では、貼るぞ」


    　ひやっとして、背中がぶるっと震ふるえる。湿しつ布ぷの上から、そっと手で腰を撫なでられるのがくすぐったくて声が出そうになる。


    「よし、これで大丈夫だ。腰は大事にしないとな」


    　響華は湿布の上から痣を押した。


    「いてえっ」


    　諒太は顔をゆがめながら起き上がる。すると入れ替わるように響華がうつ伏せになった。


    「今度はあたしの番だ。湿布を貼ってくれ」


    「……お前も痣があるのかよ。俺じゃなくて、他の女子か保健の先生に貼ってもらえ」


    　しかし響華はブラウスをスカートから引っ張りだし、まくりあげる。


    　諒太は思わず息をのむ。


    　響華の背中が露あらわになった。まっさらな背中で、痣は見あたらない。


    「あ、痣なんてないぞ」


    「もっと上のほうだ」


    「いや、もっと上とか、ちょ、ちょっと無理じゃないですか」


    　動揺のあまり思わず敬語になる。


    「誰にでも頼むわけじゃない。今、こうして二人でいるのは偶然だが、実のところ、あたしは昨日のうちから山伏諒太に目をつけていたのだ。お前はすごく魅力的だ」


    「……な……」


    「あとちょっとだ、まくってみてくれ」


    　これはあくまで治療、やましさなどない。浮き足立つ自分に言い聞かせる諒りよう太ただが、気づく。


    　うつ伏せになった響きよう華かが、手鏡を使ってこちらの様子をうかがっていた。


    「いや、いい顔をするな、山やま伏ぶし諒太。緊張と興奮がないまぜになったところに、間抜けをまぶしたような、とにかく面白い顔だ」


    「なっ、お前、[image: ]だましたな！」


    「確かに、あたしの背中に痣あざはない。だったら、山伏諒太が痣を作ればいい。そういう、アブノーマルなやつにも興味があってな」


    　諒太の頭の中で爆発的に妄想が広がりかけたところで、視線に気づく。


    　響華がじろじろとこちらを見ている。


    「本当に面白いやつだな。やはりあたしの目にくるいはなかった。昨日、お姫様抱っこで連れ込んだ女子をいきなり押し倒して、クラスの好奇の視線にさらされたときの困った顔……すごく魅力的だった」


    「魅力的ってそういうことかよ……」


    「しかもヘタレで安全そう。観察するにはもってこいだ」


    「おまえ、俺のこと舐なめてるだろ」


    「また青痣舐め舐めの話か。どんだけ舐めてほしいんだ」


    　響華があおむけに寝そべると、長い髪が枕元にふわりと広がった。


    「あのなぁ、こいつはヘタレだから手ぇ出してこないだろうとか、タカくくってるのかもしれねーけど、俺だって、や、やるときは……やるんだからな！」


    「ふふふ、それは怖いな」響華はわざとらしく身体からだを庇かばう仕草をする。「山伏諒太に乱暴されてしまう」


    「じょ、上等だよ！　今更泣いて謝ってもやめないからな！」


    　と、そのとき、保健室のドアが開いた。


    　入ってきたのは同じクラスの男子、鈴すず木き原はらだった。


    　鈴木原は諒太と響華を見て、硬直する。


    　諒太もベッドの上で膝ひざ立ちになったまま硬直していた。


    　ベッドの上、服をはだけた少女に対し、過激な科白せりふを吐く少年。


    　手ごろな言い訳などあるはずなかった。


    「あ、いや、これは違うんだ」


    　諒太の声は裏返っていた。


    「だ、だよなぁ、分かる分かる、違う違う、やっぱ全然違うわ……じゃあまたな！」


    　鈴木原は逃げるように去っていった。


    「……俺、絶対ヤバい奴だと思われてるよ」


    　諒りよう太たの声は虚むなしく響き、響きよう華かは「ははは」と無表情のまま笑った。


    



    　翌日は体調もよく、平和に過ごせそうだった。しかし皆がよそよそしい。おそらく、鈴すず木き原はらが昨日の目撃談を言って回っているのだろう。


    　そんな居心地の悪い一日の終わり、帰りのショートホームルームの直後に声をかけられる。


    　前髪を飾り気のないピンで留め、眼鏡めがねをかけた真ま面じ目めそうな少女だった。


    「ちょっといいですか。放課後、話したいことがあるのですが」


    　事務的なもの言いに、諒太はただ頷うなずくだけだった。


    　放課後。皆がいなくなり静まり返った教室はがらんと広く感じる。


    　前髪を留めているピンを何度も指でなぞり、ずり落ちているわけでもないのに眼鏡を落ち着きなくあげる少女は、ゆうに机四つ分は距離を取って、


    「こ、困ります。クラスの輪を乱さないでください。あなたのような人、け、軽けい[image: ]べつします」


    　裏返りそうな声をどうにか平坦にしているような感じで言った。いきなり軽[image: ]されてしまった諒太は戸惑う。そして不思議に思う。この距離はなんだ。わざわざ呼びつけておきながら、近づきたくないとでもいうような距離だ。


    「……軽[image: ]はしますけど、あなたを見限るわけじゃありません。同じクラスの仲間です、一緒に正しい道を進みたいと思ってます。だから、変な問題は起こさないでください」


    「あの、何言ってるのかぜんぜん……というか、君は誰なの？」


    　諒太が一歩近づくと、少女はひきつった甲かん高だかい悲鳴を漏もらし、身をすくめる。


    「ひ、人を呼びますよ！」


    　諒太のほうが人を呼びたくなった。肩を震ふるわせていた少女は、癖くせなのだろうか、ヘアピンと眼鏡のブリッジをせわしなく触っている。


    「す、すいません。ちょっと取り乱しました。私は妙みよう義ぎ水みず菜なといいます」


    「妙義水菜さんね。俺は山やま伏ぶし諒太。よろしく。で、妙義さんは俺になんの用なの？」


    「白々しいですね。赤あか城ぎ瑠る流るさんや榛はる名な響華さんにちょっかいを出しておいて」


    「俺はちょっかいなんか出してないって。どっちかといえば被害者なのに……」


    「べ、別に男女交際がよくないってわけじゃないです。でも、あなたの場合、あまりにもふしだらです！　そんな人と一年間同じクラスなんて耐えられません！」


    　めまいがしたので、諒太は適当な椅い子すに腰を下ろした。誤解だ、と歯の隙すき間まから息を漏らすように言った。


    　水菜は右の拳をぐっと握りしめる。


    「私は責任逃れなんてしません。クラスの代表としてあなたを正しい方向へ導きます！」


    　勇ましく宣言した水菜の誇らしげな表情を見て、諒太は思い至る。


    「あ、妙義さんってもしかしてクラス委員長だっけ？」


    「そうです、私は委員長です。だから山やま伏ぶし君を、正しい方向に導く義務があるのです」


    「責任感強いんだな、さすが委員長」


    　諒りよう太たは軽くおだててみる。このいちゃもんから早く解放されたかった。


    　委員長という単語に反応した水みず菜なは、顔に眼鏡めがねがめりこむほどブリッジをぐいぐいと押しつけながら、


    「まあ、私、中学のときも委員長やってましたし、そうですね、責任感は強いほうですよ」


    　笑みを嚙かみ殺しているようだ。口はぴったりと閉じているが頰ほおが緩ゆるんでいる。


    「じゃあ、俺、女子にちょっかい出さないようにするから。つーか元々出してないけど」


    　そう言って諒太が教室を出ようとすると、


    「待ってください」


    　水菜に呼び止められる。


    「……まだ何かあんの？」


    「山伏君みたいなふしだらな人は、どうせろくに勉強もしないでしょう。明日の実力テスト、いい点とりたくないですか？　私が特別にテスト対策を──」


    「いや、別に最初だし、実力通りの点でいいよ」


    「え、そんな……」


    　威勢のよかった水菜は急にしゅんとする。なんとなく気の毒に思えたので、


    「あ、でも知りたいかな。せっかくだし」


    　諒太は水菜に教えを請こうことにした。


    　すると水菜は再び頰を緩ませる。ずれていない眼鏡を押さえ、こほんと澄まして咳せき払ばらいし、背筋をぴんと伸ばして、


    「２、ですよ」


    　とだけ言った。それ以上の説明はなかった。


    「……は？」


    「私、過去十年分の祥しよう愛あい学園の入試問題を分析したんです。そしたら、マークシートの解答、２が若干多いんですよ。２が一番多かったのが、なんと十年のうちで六回。この学校、２が好きなんです」


    「……」


    「その目は、疑ってますね。ふふん、このデータは実績アリですよ。私、中学の先生に『お前の成績じゃ祥愛ムリ』って言われたんです。でも、こうして祥愛生になれました！」


    「……そう」


    「いいですか、迷ったら、２、ですよ」


    「明日の実力テスト、どっかの予備校の作ったテストらしいぞ。祥愛が２好きとか関係ないんじゃ……」


    「え」


    「しかもマーク式じゃなくて筆記らしいし」


    「ひええっ？」


    　諒りよう太たは悟った。


    　委員長風を吹かせて絡んでくる妙みよう義ぎ水みず菜なは、見かけとは裏腹にかなりダメな子らしい。


    「あ、いや、でも、普通に勉強を教えることはできますよ？」


    「……怪しいな。試しに、問題出してみていい？」


    「望むところです！」


    　水菜は自分の座席について、好戦的な目で諒太を見る。


    　しかし諒太が教科書を持って隣の席に座ろうとすると、水菜は飛び退のいた。


    「なななななんですかいきなり！　なんで勉強するのにくっつく必要があるんですか！」


    「いや、離れてるほうが不自然だろ……」


    「まさか、私が居眠りした隙すきをついて何かしようと企たくらんでいるんじゃ……」


    「企んでねーよ。つーか居眠りすんなよ」


    「危ないところでした。やっぱり山やま伏ぶし君は危険人物です」


    　隣の席に座ることを拒否された諒太は仕方なく教壇に上がる。


    「教科は何がいい？」


    「私は理数系の科目が得意なんです。私レベルになると、脳の作りがコンピューターと一緒なんです。世界が０と１と２で見えますよ」


    「二進法は０と１だけだろ。まあ、得意だっていうなら、数学の問題な。この方程式を解といてくれ」


    　諒太は黒板に数式を書く。お情けで、答えが２になるものを選んでやった。


    　水菜はノートと黒板を交互に見ながらペンを走らせ、


    「４です！」


    　胸を張って間違えた。


    「……正解は２だ」


    「なっ」水菜は黒板とノートを何度も見比べてから、諒太を睨にらむ。「こ、これは引っかけ問題ですよ！　山伏君みたいな卑劣漢が答えを２にするはずないと思って」


    「俺は委員長を思って、わざわざ２にしたのに……」


    「わ、私を想ってなんて……」水菜は頰ほおを赤くする。「そんな甘い言葉で落ちると思ったら大間違いですよ！　見境なさすぎます！　最低です！」


    　水菜はノートを[image: ]かばんに放り込み、慌てて教室を出ようとする。が、


    「ひぁっ」


    　机に足を引っかけて、盛大にすっ転んだ。


    　諒りよう太たの足下に、水みず菜なの眼鏡めがねが飛んできた。


    「……委員長、大丈夫か？」


    　眼鏡を持って近づくと、ホラー映画でゾンビに追いつめられた人のように水菜はこけつまろびつ逃げる。


    「こ、こないでください！　……あれ、眼鏡がない……眼鏡がないです！」


    　水菜は四つん[image: ]ばいになって眼鏡を探している。ばたばたと手を動かしながら床の上を[image: ]はい回るたびに、スカートから水色のパンツが覗のぞく。


    「おい、眼鏡ならここにあるぞ」


    「か、返してください！」


    　しかし諒太が近づこうとすると、


    「来ないで！」


    　水菜は怯おびえ身体からだをすくめる。


    「どうすりゃいいんだよ……」


    「そこの、前から二番目の机に眼鏡を置いてください、置いたらそのまま下がって、後ろを向いて、両手を黒板につけてください。私が眼鏡をかけるまで、動かないでください」


    「なんの取引だよ……落ちた眼鏡渡すだけだぞ」


    　諒太は言われた通り、廊下側の前から二番目の机の上に眼鏡を置いて後ろに下がり、黒板に手をつけた。
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    　怯おびえる水みず菜なは一歩ずつ眼鏡めがねに近づく。目の焦点はどこにも合っていない。夕日に照らされるその表情は、無駄に神秘的だった。


    　たっぷり一分かけて、ようやく水菜は眼鏡に[image: ]たどりついた。


    「……今日のことは、絶対忘れませんからね」


    「え？」


    「山やま伏ぶし君に、放課後の教室で、辱はずかしめられて、大切なものを奪われた今日という日を忘れません」


    　水菜は歯を食いしばり、わなないている。


    「おいちょっと待て、いろいろ表現おかしいだろ！　辱めって、それは委員長が勉強できなかっただけだろ。委員長、自分で言ってて恥ずかしくないの？　辱めの意味分かってる？」


    「恥ずかしい思いをさせられるってことじゃないんですか？」


    「それもあるけど……」


    「他にどういう意味が？」


    「いや、それ言った瞬間、『また辱められた！』って言われそうだからな」


    「何やら屁へ理り屈くつで私を言いくるめようとしてますね」


    「それから、大切なものって……眼鏡だろ。回りくどい言い方すんなよ。そもそも俺は拾ってあげたのに」


    「山伏君……私は山伏君を、絶対に正しいほうへ導きますから！」


    　水菜はそう啖たん呵かをきると、教室を出ていった。


    



    　入学して四日目の放課後、諒りよう太たは鈴すず木き原はらと図書室にきていた。


    　鈴木原は保健室での一件を目撃してからというもの「真っ昼間から保健室で美少女とイイコトするの術を教えてください師匠！」とやたら絡んできた。それが誤解だと説明できたと思ったら、今度は水菜との一件が妙な[image: ]うわさとしてクラスに広まり、鈴木原も「放課後の教室でカタブツ委員長にイケナイことするの術を教えてください師匠！」とせがんできた。


    「……つうわけで、委員長の話も誤解なんだよ。辱めってのは委員長が数学の問題間違えただけだし、大切なものってのは眼鏡だ。赤あか城ぎ瑠る流るも榛はる名な響きよう華かも妙みよう義ぎ水菜も全部誤解。人をハーレム野郎呼ばわりすんな」


    　諒太はクラス内で立っている[image: ]が間違っている旨を説いた。


    「そっか、そうだよな。冷静に考えてみれば、山伏みたいな見るからに平凡な奴がモテるわけないよな」へらへらと笑っていた鈴木原は顔を引き締める。「でもな、お前がハーレム野郎であることには変わりない。美少女に囲まれてたら、それだけで罪だ！　羨うらやましいぞ！　お前は絶対ろくな死に方しない。というか今死ね！」


    　鈴木原は「このハーレム野郎ォオオオ」と叫びながら諒太に蹴けりを入れた。


    「で、鈴すず木き原はらは図書室になんの用だ？　お前が読書するような人間には見えないけど」


    「俺、美術部に入ろうと思ってるんだ。ほんとは漫研がよかったんだけど、昨日行ってみたら、どうやら腐女子だらけみたいなんだよ。だから美術部。それにほら、ヌードのデッサンとかあるかもしれないし。見るのも見られるのも大歓迎だ！　夢がひろがるぜ！」


    「キャンバスに描ききれないレベルの夢みやがって」


    「つうわけで、美術かじってますっぽい本を借りようと思って。どんなんがいいかな、うーん、やっぱゴッホっぽい本だな、よし、オレはゴッホ系でいこう」


    「ゴッホ系ってなんだよ、印象派とか写実派とかそういうくくりじゃないのかよ」


    　つき合いきれない、と特に読みたい本もない諒りよう太たは所在なく図書室内をうろついていた。すると、日本文学コーナーに見知った顔を見つける。


    「おう、莉り子こ」


    　諒太は幼なじみの浅あさ間ま莉子に声をかけた。


    　しかし、莉子は諒太を鋭く一いち[image: ]べつすると、図書室から出ていってしまった。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　冴さえない平凡な少年の周りに美少女が三人。


    　お姫様抱っこで登校したり、保健室のベッドの上で戯たわむれたり、放課後の教室で怪しい関係になったり。


    　そんなことが起きたら、毎日が楽しくて仕方ないだろう。楽しみ過ぎて毎朝四時に起きちゃうだろう。気持ちはわかるが少年よ、目を覚ませ。それは夢だ。現実的には絶対あり得ないのである。


    　が、そんなあり得ないことが起きてしまった。


    　これは本当に現実なのだろうか？


    　冴えない平凡な少年の名前は山やま伏ぶし諒太。──私の幼なじみだ。


    「莉子、どうしたの。あんたさっきから一秒間に四回くらいのペースでシャーペンノックしてるけど」前の席に座る宮みや下した千ち鶴づるが声をかけてくる。「山やま伏ぶし諒太のこと、気になるの？」


    　私は諒太を見つめながら無意識のうちにシャーペンをノックしまくっていたようだ。机の上にシャーペンの芯が大量に落ちている。


    　私は諒太のことを避けていた。家が隣同士で、同じ高校なのに、一度も一緒に登校していない。それどころか、同じクラスなのに喋しやべらないし、この前なんて、図書室で話しかけられたけど露骨に無視した。


    「べ、別に。……たいしてかっこよくもないじゃん」


    「そう！　なのに、うちのクラスの美少女三本柱に囲まれてるから不思議だよねぇ」


    　千ち鶴づるのほうを向いたまま、脇目で奇跡の中心、諒りよう太たのことを盗み見る。


    　諒太の周りには三人の女の子がいて、何やらお喋しやべりしている。


    　赤あか城ぎ瑠る流る、榛はる名な響きよう華か、妙みよう義ぎ水みず菜な。


    　諒太はちょっと困ったように眉まゆをひそめながらも、まんざらでもないって感じ。


    　瑠流、響華、水菜は、このクラスどころか校内でも指折りの美少女だ。


    　なのにどうして、たいしてかっこよくもない諒太なんかにかまうんだろう。見た目はパッとしないし、性格だって気が利くわけでも男らしさにあふれるわけでもなく、どうでもいい男という感じだ。わざわざ諒太を選ぶ理由なんてないはずなのに。と、首を傾かしげていると、


    「何気に、莉り子こも山やま伏ぶし諒太に狙ねらわれてるよね」


    　千鶴にそう言われた。


    「……は？」


    「何回か、山伏諒太に話しかけられてたじゃん」


    　幼なじみだから、という言葉が出てこなかった。別に隠すことでもないけど、諒太と接点があると知られるのは、なんとなく嫌いやだった。


    「……中学が同じなだけ。よく知らないけど」


    「山伏……」千鶴は値踏みするように諒太を見ている。「……諒太、ねぇ」


    「……千鶴も、山伏狙ってるの？」


    「んー、あたしは莉子で我慢する。なんちて」


    　千鶴はにゅふふと邪よこしまな笑みを浮かべながら私の手を握った。


    「きもい。変な冗談やめてよ」


    「ごめんごめん。『莉子で我慢する』ってのは噓うそ。ぜひぜひ莉子ちゃんでお願いします。あたし的には、美少女三本柱じゃなくて、莉子を入れて美少女四天王だと思うんだよね！」


    「え、そんな、私は全然……」


    　私は地味だし、胸ないし、髪もショートだし、女としての魅力なんてないのに……。美少女たちと自分を比べたら、なんとなく気が滅入ってきた。そんな私を尻しり目めに、


    「あ、そうそう、今日あたり文芸部見学に行こうよ！」


    　千鶴は弾む声で言った。


    　そもそもどうして千鶴と話すようになったのかといえば、席が前後だということもあるけど、二人とも中学時代文芸部だったからだ。


    　千鶴は[image: ]かばんの中に手を突っ込んで、百枚くらいはありそうなＡ４の紙束を取り出す。にゅふふと笑う千鶴は興奮を抑えるように言葉と言葉の間で息を深く吐きながら言う。


    「あたし気合い入れて新作書いたんだよねー未完だけど。一週間で百二ページ。すごくない？」


    　本当にすごいと思ったけど、私の意識のほとんどは視界の隅、諒太周辺にある。


    　瑠流が何やら諒太に力説しているようだ。


    「月・水はバドミントンをやりつつ、プリンを食べる。火・木はおしゃべりをしつつ、プリンを食べる。そして金はお寿司を食べる、そんなまったく新しい部活なのだあ！」


    「練習サボってプリンと寿司食ってるバド部じゃねーか」


    「わたしとりょーた以外に部員を確保しなくちゃな！」


    「俺入ってんのかよ」


    「舎弟なんだから当たり前だぞっ」


    「あたしも入部しよう」響きよう華かが言った。「部活はつまらなそうだが、山やま伏ぶし諒りよう太たを観察したいからな。それに、寿司をおごられるのは悪い気分ではない」


    「おごりじゃねーよ」


    　諒太が言うと、響華はわざとらしく首を傾かしげてみせた。


    「山伏君！　また女の子をたぶらかして風紀を乱すつもりですね！　こうなったら私もお目付役としてその部に入る必要がありますね」


    　水みず菜なは諒太を睨にらみつけながら言った。


    　それぞれが勝手なことを言っているが、話の内容を要約すれば、仲良しクラブを作って遊ぼうということになる。自分たちがわいわい、ひいてはイチャイチャするために部活を作るとは何事だ。学生の本分を何だと思っているのだ。


    　と、散々にこきおろしながらも、試しにそのクラブに私が所属してみたところを想像してみる。そういえば小学生の頃、近所の公園でよく諒太とバドミントンして遊んだなあ、あの頃みたいに……ってわあっ！　何妄想してんだ！　この年になって諒太とバドミントンして何が楽しいんだ。バカみたいだ。そんなの全然望んでない。


    　私には寿司プリンバドミントン部より、文芸部が合っているのだ。


    



    　放課後、私は千ち鶴づると一緒に文芸部の部室に行った。千鶴は原稿の束を抱かかえているけど、私は手ぶらで、ちょっと心こころ許もとない。


    　文芸部には三人の先輩がいた。三年生は谷たに原はら部長、二年生は、後ご藤とう先輩と中なか林ばやし先輩で、全員女子だ。簡単な自己紹介が終わったところで、


    「そうだな、文芸部らしく、各人がどんな作品を書くかなど、話してみるか」


    　谷原部長が言った。


    　難しい純文学の話とかされてついていけなかったらどうしよう──そんな心配は不要だった。


    　──まさか私以外の全員が[image: ]そろいも[image: ]ってＢＬ好きだったなんて。


    　硬直する私をよそに、千鶴は満面の笑みで先輩方に自分の作風を語る。


    「ちなみにあたしは、自然と主人公が総受けになっちゃうんですよ。今も新作書いてるんですけど、やっぱり総受けで。百二ページまでいって、あと二十ページくらいで完成です！　ズバリ、自信作ですよ！」


    「おうおう、今年の一年は威勢がいいなあ、楽しみだぜ」中なか林ばやし先輩が言った。「もう一人のほう、ええと、浅あさ間ま莉り子こ。莉子クンはどんなの書くんだ？　今何か書いてんのか？」


    　千ち鶴づるがやたらと張り切ってる手前、特に何も書いてないしネタもないです、とは言いづらい。


    「私はあの、すいません、ＢＬじゃなくて、普通の青春ぽいので、今も、まあ、なんていうか、そういう感じのを……」


    　歯切れの悪い返事になってしまった。


    「構想段階、といったところですか？」


    　後ご藤とう先輩がふんわりと笑いながら言った。ちょうどいい、それに乗っかろう。


    「構想段階……あ、そうです、はい」


    「ほう、せっかく来てもらったんだし、何もなしでは寂しい。今日は莉子クンの新作の構想を聞かせてもらおう」腕組みをしている谷たに原はら部長の視線は、威圧感がある。「安心してくれ。私はショタ専だが、ショタが出てこなくても別に怒りはしないから」


    「え、そんな、言うほどのアレは、まだ、」


    　出まかせすら思いつかない。私は現実の人や出来事からインスパイアを受けて話を作っていくタイプだから、何か劇的なことでもないと──


    　あった。


    　にわかには信じられない、現実離れした劇的な出来事。怪奇、超常現象と言ってもいい、ありえない状況が、私の身近にある。


    「──主人公の少年がある日突然モテはじめるという、とても奇妙でミステリアスな話なんです。高校入学早々、女の子Ａをお姫様抱っこして登校したり、女の子Ｂと保健室のベッドの上で戯たわむれたり、女の子Ｃと放課後の教室で怪しい関係になったりするんです。いろんな女の子に囲まれたかと思えば、次の週には仲良しクラブみたいな部活を作ろうとするんです。ここで、思う存分イチャイチャすることでしょう……」


    　皆、難しい顔をして黙りこんでしまった。話のインパクトが伝わってないのだろうか。


    「しかもその女の子たちというのが、驚くべきことに、クラスでも指折りの美少女なんです！」


    　一番最初に口を開いたのは中林先輩だった。


    「……いや、なんつーか、またベタな話だなおい」


    「ただの美少女じゃないんですよ。それぞれ個性豊かで。童顔なのに胸が大きかったり、髪の長いクールな子だったりして、嫉しつ妬とするのもバカらしいくらいの美少女なんです……」


    　後藤先輩は笑みを浮かべながらもどこかうんざりしたような視線を私に向ける。


    「あと一人はバランス的に、そうですね……世話焼き眼鏡めがね委員長あたりでしょうか？」


    「ど、どうして分かるんですか！　……いや、ちょっと待ってください。この話が奇妙である一番の肝はですね、なんと！　主人公がごく普通の冴さえない少年なんですよ！」


    　皆が、こいつ何言ってんだ、という目で私を見ている。


    　中なか林ばやし先輩が歩み寄ってきて、私の肩をぽんと叩たたく。


    「……いや、ハーレムラブコメの主人公なんてだいたいみんなそうだから。無個性でツッコミ体質の冴さえないボク」


    「……ハーレム……ラブコメ？」なんとなく聞き覚えがあるような言葉だ。「え、これ、よくある話なんですか？」


    「よくあるどころの話じゃねえよ。そんなベッタベタなハーレムラブコメ」


    「この話、ハーレムラブコメなんですか？」


    「冴えない男に美少女が群がる、みんなで集まってわいわいやる。ハーレムラブコメじゃないところが見つからねえよ」


    　ふと冷静になって考えてみると、確かに、そういうマンガやアニメはある気がする。現実に起きたからびっくりしたけど、フィクションとして考えればありがちな話なのかもしれない。


    　そうか。諒りよう太たと美少女たちがやってるのは、ハーレムラブコメなのか。


    「ここまで来たらもっとベタにしたらどうだ？」中林先輩は呆あきれたように笑う。「ヒロインをもう一枚……そうだな、主人公の家の隣に住んでて、密かに主人公に想いを寄せてるとかいう幼なじみでどうだ？　ベタなヒロインといったら、コレだろ」


    「ふぇっ？」声が裏返った。「な、何言ってるんですか！　よ、寄せてないですよ、気持ち悪いこと言わないでくださ……って、あ、いや、なんでもないです……」


    　思わずむきになってしまった。今話しているのは、小説の構想の話だ。幼なじみキャラを出すといっても、それは私じゃない。


    「ベタ云うん々ぬん以前に、莉り子こさんはそういう話が好きなんですか？　男子が好みそうな内容ですが」


    　そう漏もらした後ご藤とう先輩は顔をひきつらせている。


    「いえ、別に好きじゃないっていうか、どっちかといえば、嫌い……かも」


    「だったら、なんでそんな作品の構想を練ってるんですか……」


    「今年の一年は本当に感心だな」今まで黙っていた谷たに原はら部長が嚙かみしめるように言う。「自分の不得手とする人気ジャンルに挑んで、書き手として進化を遂げようとする──まったく見上げた根性だ。我々は、ついつい自分の好きなものばかり書いてしまう。確かに、それだけでは上達しない」


    「え、いや別にそういうつもりじゃ……」


    「まあ、確かにそれはあるかもな」中林先輩が言う。「オレら、結局自分の好きなもんばっか書いて、読んでるだけだ。どうしてもジャンルが偏る。ベタだろうがなんだろうが苦手に挑む、か。莉子みたいな奴が入ってくれると、面白くなりそうだぜ！」


    「そういうことだったんですか。うふふ、わたしも新しいジャンルに挑戦してみようかしら」


    　後藤先輩はニコリと私に笑いかけた。


    　まずい。


    　なんだか、私を持ち上げる方向に進んでしまっている。


    　私はただ、身近な人間模様を言っただけなのに。


    　今言った「構想」が諒りよう太たたちのことだと気づいたらしい千ち鶴づるは、気まずげに俯うつむいている。


    「莉り子こ、完成の目め途どは立ってるのか？　ノーマルでベタなハーレムラブコメか、逆に楽しみだぜ！」


    　中なか林ばやし先輩は私の肩をばしばし叩たたく。


    「いやあの、私、ハーレムラブコメの構想っていっても、全然どう書いていいか分からなくて……」諒太周辺の出来事をハーレムラブコメとしてとらえ直し、小説として綴つづることを思うと、苛いら立だちを覚えた。


    「……というか、よくわからないことだらけで！　なんで諒……じゃなくて、普通の男の子がいきなり美少女に囲まれるんですか！　おかしいじゃないですか！」


    　突然怒り出した私を訝いぶかるような目で、後ご藤とう先輩は言う。


    「とりあえず、主人公と美少女たちが一緒にいる理由を考えるべきではないでしょうか？　あとは、日常系にしても何か目的や方向性を持たせたほうが書きやすいかと」


    　理由や目的なんてあるのだろうか。諒太たちには全然ないように見える。


    「まあ、自由にやってみればいいだろう。莉子クン、お前のハーレムラブコメだ。お前がやりたいようにやれ」谷たに原はら部長はぎょろりと睨にらみをきかせる。「ただ、いつまでもああだこうだと口だけで筆が進まない、というのはいかん」


    　私のハーレムラブコメ……じゃないのに。ほんとは。


    　それから千鶴と先輩たちは、自分たちが挑戦すべき苦手ジャンルについて語りだした。といっても、あくまでＢＬから出ない範囲での挑戦みたいだけど。


    　一人蚊か帳やの外な私は現実から目を逸そらすようにぼんやりと部室に視線を漂わせた。


    　スチール製の本棚にはおびただしい量のピンクや赤紫の本がつまっている。たぶん、全部ＢＬなのだろう。本棚をちらちら見ていると、中林先輩はスポーツ少女のそれにも見える、健康的で快活な笑みを浮かべた。


    「莉子、ＢＬのほうも勉強するのか？　参考書は自由に見ていいぜ！　オレのおススメは『ボクとアイツのちょうちょ結び』だ！」


    　私は笑顔をひきつらせながら、本棚に向かった。


    　中林先輩おススメの『ボクとアイツのちょうちょ結び』を見つける。恐る恐る棚から引き出してみる。少年と少年が小指を絡めていて、その上にちょうちょ結びのリボンがかけてある可愛かわいらしい表紙だった。思ってたよりどぎつい印象ではないので、表紙をめくってみると、いきなりカラーイラストで二人の少年が全裸で絡みあっていた。


    　文庫をそっと棚に戻す。


    　それから棚全体に視線を走らせる。『野球部男子マネの事情』『今スグココでっ』『俺様主人と何様執事』『若草学園男子寮長の事件簿』……。手にとって開いてみる勇気はなかった。


    　恐る恐る先輩方を振り返ってみると、今週のジャンプの話題で盛り上がっていた。


    　……この部に、私の居場所はあるのだろうか。


    　毒々しい背表紙が並ぶ本棚にもたれるようにしていると、最上段の右端に一冊だけ薄い本があるのに気づく。なんだろう、部誌かなと思って手にとってみると、


    「……ん？」


    　手作り感のある代物で、表紙には『ラブコメの魔』とあるだけだ。あれだけ毒々しい字面や装丁を見た後だから、その飾り気のない明朝体はむしろ好印象だった。


    　表紙をめくって序章を読んでみると、驚くべきことに、


    「こ、これは……」


    　なんと、男女のラブコメだった。登場人物は、少年が一人と少女が四人。どうやらこれが、いわゆるハーレムラブコメのようだ。主人公の少年は中なか林ばやし先輩が言ってた通り無個性でツッコミ体質。出てくる女の子は全員美少女。私はどこか安あん[image: ]どして頁ページをめくる。


    　が、よくよく考えてみれば別にハーレムラブコメが好きなわけではなかった。むしろ嫌いだ。ＢＬの反動でちょっとはしゃいでしまった。


    『ラブコメの魔』は、普通を名乗る少年が巨乳のクラスメイト、巨乳の生徒会長、巨乳の幼なじみ、巨乳の妹、巨乳の小学生らに突然モテまくるという導入だった。それ以降、ぱらぱらと読み流した限りだと、みんなでプールに行ったり、ダブルブッキングデートをしたり、海に行ったり、手作りお弁当対決で火花を散らしたり、混浴温泉に行ったりしていて、最終的に誰かとくっつくとかじゃなくて美少女たちに囲まれたまま終わった。とにかく巨乳と水辺ばかりが目立つ、というかそれしかない作品だった。


    　最後の頁にはあとがきがあった。


    



    　あとがき


    　いやーラブコメってほんといいよねっ。


    　愛があって笑いがある。これぞ人生の醍だい醐ご味みって感じ？　一番おいしいところだよ。


    　ラブコメの中でも特にハーレムラブコメって最高。


    　だって女の子がいっぱい出てくるってことは、それだけいっぱいの愛と笑いがあるってことじゃん。どうせなら、もうお腹なかいっぱいってくらいに味わいたいよね。


    　この作品を読み終わったそこのキミも、ラブコメ書きたくなってきたんじゃない？


    　キミの周りにはラブコメの種があるよね。そしてキミはラブコメを書きたくてしょうがない。


    　書いてみようよ。自分がやりたいラブコメ、好きに綴つづっちゃおう。


    　自分を主人公にして、気になる相手を思い浮かべて、やりたいように思うがままに。


    　そうすれば絶対うまくいく。最高のラブコメの完成ってわけ。


    　おいしいラブコメ、待ってるよ！


    



    　……なんだこれ。


    　ノリが鬱うつ陶とうしい。なんで読者にもラブコメを書かせようとしてるんだろう。「おいしいラブコメ、待ってるよ！」ってどこで誰が待ってるんだ。ってつっこんでる場合じゃない。


    　どうしてか、身体からだがじんじんと熱かった。


    　耳のあたりがちりちりして、頭がぽーっとする。


    「おい、莉り子こクン。どうしたさっきから随分熱心に読んでるようだが」


    　谷たに原はら部長に呼ばれて振り返った瞬間、皆に笑われた。


    　千ち鶴づるが私に近づき、顔を扇あおぐように手のひらをぱたぱたと振る。


    「莉子、どんだけ熱中してたの！　顔真っ赤だし！」


    　顔に手をあてると、身体同様に熱い。


    「にゅふふ、どれが莉子のお気に入りだったの？」


    「えと、この、『ラブコメの魔』っていう……って、あれ？」


    　さっきまで手にしていた『ラブコメの魔』の冊子がなくなっている。


    「あれ、今、文庫じゃない、薄い本を読んでたんだけど……」


    　するとまたしても皆に爆笑される。


    「ちょ、薄い本読んでたって莉子、堂々としすぎ！」


    　やんやと盛り上がる雰囲気の中、谷原部長が咳せき払ばらいし、


    「一応文芸部の部室だからな、マンガの持ち込みは禁止。薄い本なんてもってのほかだぞ」


    　苦笑しながら私をたしなめた。


    　マンガじゃなくて普通の小説だったのに。しかし、現物はどこかにいってしまった。


    　身体が熱くなったり、本をなくしたり、とにかく変だ。


    　もしかして、ＢＬアレルギーでも発症しておかしくなってしまったのだろうか。


    「あの、すいません、ちょっと体調悪いんで、今日は失礼します」


    　私は一足先に部室を後にした。


    



    　一人の帰り道、無意識のうちにハーレムラブコメのネタを練っていた。


    　意外なことに、どんどん想像が膨ふくらんでいく。俄が然ぜん書きたくなってきた。


    　家に帰るなり、着替えもせずにノートパソコンに向かう。


    　まるで何かに憑つかれたみたいに、私は原稿を書き始める。


    



    『ハーレムラブコメ（仮）』　一年六組　浅あさ間ま莉子


    



    「りょーた、ちょっと来いっ」


    　昼休み、山やま伏ぶし諒りよう太たは赤あか城ぎ瑠る流るに手を引かれ教室を出た。


    　やってきたのは、人ひと気けのない、社会科準備室とは名ばかりの空き教室だった。


    「りょーたにお願いがあるっ」


    「なんだよ、改まって。どうせ問答無用でわがまま通すんだろ？」


    「りょーた、わたしと」瑠流は諒太の手をとった。「……ラブコメをやろう！」


    「……ラブコメ？」


    「うん！　全国を狙ねらうのだ！」


    　諒太は一瞬理解できず「なんの全国大会だよ」と聞きそうになってしまった。


    　しかし、ラブコメで全国。


    　何をやるかなど分かりきったことだった。


    　ただ、自分にこんなチャンスが巡ってくるなんて想像すらしていなかったから、全国を狙おうと言われてもすぐにはピンとこなかったのだ。


    　──全国高等学校ラブコメディ選手権大会。


    　甲子園での高校野球に並ぶ、夏の風物詩だ。昼は高校野球の中継を観て、深夜はラブコメ選手権を観るというのが夏休みにおけるＴＶ視聴の王道だろう。


    「なるほど。入学早々、瑠流が俺に絡んできたのはラブコメ選手権を見据えてのことだったのか」


    「うん！　わざとりょーたのことを振り回して、テストしていたのだ！」


    「で、俺は合格したってわけか。ラブコメの主人公にふさわしい無個性で、かつ、ツッコミ体質だと」


    「わたしが認めた男なのだから、自信を持ってラブコメに臨むのだ！」


    　二人は見つめ合う。と、


    「ちょっと待て」


    　教室の隅、ロッカーの中からくぐもった声が聞こえた。


    　中から出てきたのは、榛はる名な響きよう華かだった。


    「あたしも全国に連れてけ」


    「響華、まさかお前もラブコメ選手権を見据えて、俺に絡んできてたのか」


    「他にどんな理由がある。山伏諒太みたいな、なんの取り柄もないごく普通の少年に絡む理由なんて、ラブコメ選手権以外に考えられんだろう」


    「……確かに、そうだな」


    「あたしが考えているのは、ハーレムの部の出場だ。赤城瑠流がメインヒロイン、あたしがサブヒロイン」響華は周囲を見回す。「そして、ネタヒロインは……」


    　すると、数拍置いてから、


    「こんな人気のない教室で何やってるんですかー！」


    　どーんとドアを突き破って妙みよう義ぎ水みず菜なが教室に飛び込んできた。


    「委員長。俺ら、今、ラブコメ選手権を目指そうって話を……」


    　水菜は息を荒らげながらびしっと諒りよう太たを指さす。


    「か、勘違いしないでくださいよ。私は別にラブコメとか興味ないです。ただ、あなたたちが我が校を代表して全国を目指す以上、恥を晒さらされては困りますから、私は、お目付役というかなんというか、その……とにかく、私も全国に行きますから！」


    　口では興味ないと言っているが、どうやら水菜もラブコメ選手権を意識していたようだ。


    　ラブコメ選手権、それもハーレムの部。諒太は自分がハーレムラブコメの主人公になったところを思い描こうとして、


    「あ……」


    　いつしか忘れてしまった、幼い頃の夢を思い出した。


    　小学校に上がる前、五歳くらいのときのことだ。諒太はトラックに轢ひかれかけたところを男子高校生に助けられた。その高校生は名前も名乗らず颯さつ爽そうと去っていった。


    　四人の美少女と戯たわむれながら。


    　そう、諒太の命を救ったのはハーレムラブコメの主人公だったのだ。


    　幼い頃の諒太は思った。ぼく、ハーレムラブコメの主人公になる！　高校生になったら絶対ラブコメ部に入るんだ！


    「小さい頃に憧れてた、ハーレムラブコメの主人公……」忘れかけていた夢への道が、今、目の前にある。「俺は全国を舞台にして、お前らとイチャイチャするのか」


    「気が早いぞりょーたっ、まずは県予選なのだ！　強豪校を倒さなければいけないぞ！」


    　瑠る流るの言う通りだった。この辺りは全国区の知名度を誇る学校が[image: ]そろっている。


    　世界各地の美少女を留学生として迎えている、ユニバース学園。


    　徹底した妹教育に定評がある、お兄ちゃん大好き大学附属高校。


    　女子生徒は全員十二歳未満の、ロリ高校。


    　戦うところを想像しただけで怖おじ気けづきそうになる。


    「だけど、俺は……お前らと一緒なら、やれるんじゃないかと思う」


    　諒太が嚙かみしめるように言った瞬間だった。


    「クセ者ッ」


    　瑠流が天井に向かって上靴を投げつけた。すると天井板と共に女子生徒が落ちてくる。


    「お兄ちゃん……」女子生徒は諒太に抱きつく。「ごめんなさい、ボク、お兄ちゃんのこと気になっちゃって、お兄ちゃんの学校に忍び込んじゃった。ごめんね」


    　女子生徒に上目づかいで見つめられ、諒太はドキリとする。


    「こいつ……」響きよう華かは女子生徒を睨にらみつける。「お兄ちゃん大好き大附属から来たスパイだな」


    　すると女子生徒は諒太から飛び退のき、不敵に笑う。


    「バレちゃ仕方ない。そう、ボクはお兄大附属のスパイさ。祥しよう愛あいでラブコメ部が発足する気配がしてね。でも、大したことなさそう。心配して損したよ。じゃあね、お兄ちゃんっ」


    　女子生徒は諒りよう太たにウインクしてみせると、窓を突き破って去っていった。


    「……俺たちが、大したことないだと？」


    　諒太は改めて三人のヒロインを見る。


    　瑠る流るのキャラとスタイルは破壊力抜群だし、響きよう華かのトリッキーなところで話が転がり、水みず菜なはどの角度からでもいじれる。


    　あとは、主人公の腕次第だ。


    「……忘れかけてた夢を叶かなえるんだ！」諒太は力強く言った。「全国高等学校ラブコメディ選手権大会優勝目指して、頑張ろうぜ！」


    　──かくして、ラブコメ部は結成されたのだった。


    



    　小説を書いてる間中、頭のてっぺんから指の先まで全身が熱を帯びていた。中学の頃から小説を書いてきたけど、こんなに集中できたのは初めてだ。導入部を書き終え上書き保存すると、熱がすぅっと引いていき、不思議な達成感に浸ることができた。すごく気持ちいい。


    　特別うまく書けたってわけでもない、というかむしろ悪ノリで書いたのに。


    　私なりに、諒太がいわゆるハーレムな理由を精一杯考えて、小説内で表現してみた。


    　なぜたいしてかっこよくもない普通の男の子の周りに美少女が群がるのか。


    　その答えが、全国高等学校ラブコメディ選手権大会。我ながら強引すぎる設定だ。


    　現実の「ありえない」ハーレムラブコメを傍観するのはもやもやするけど、虚構の「ありえない」ハーレムラブコメを面白半分で綴つづるのは、なかなか楽しい。今後の展開は……と構想を練ろうとしたけど、私はハーレムラブコメについてよく知らなかった。


    　何か参考にするものがあれば、と思ったら、通学[image: ]かばんの口から『ラブコメの魔』の冊子が覗のぞいていた。……あれ？


    　突然なくなった『ラブコメの魔』の冊子、どうやら私が勝手に[image: ]にしまっただけのようだ。


    　せっかくだから、これを参考にしてもうちょっと続きを書いてみよう。目指すは、純愛とはかけ離れたとにかくバカっぽい話。諒太にはそれがお似合いだ。


    　だいたい、ハーレムラブコメで愛なんて笑わせる。


    　愛というのは……と息巻いたけど、私には語るべき愛なんてなかった。


    　ふと気づいたしまった自分の愛なき人生に打ちひしがれていると、玄関のチャイムが鳴った。


    　出てみると、諒太だった。手に回覧板を持っている。


    　私はしれっと回覧板を受け取って部屋に戻ろうとしたけど、諒太が話しかけてくる。


    「そういやさ、俺ら高校入ってからあんま喋しやべってないよな。なんつうかさ、その、突然、どうしたのかなって、いう」


    　私は俯うつむいたまま何も言わなかった。というか、何も言えなかった。


    　──どうして私は諒りよう太たとの間に壁を作ってるんだろう。クラスでも他人のふりをして目も合わせないようにしてるし、図書室で話しかけられたときは露骨に無視した。


    　たぶん、いろんな女の子と[image: ]うわさになってる諒太と仲良くするのが恥ずかしかったのだと思う。私までそういう中の一人だと思われたら、たまったものじゃない。


    　だけど、今まではそういうの気にしたことなかった。小学校のときなんかは、一緒にいると夫婦とかからかわれたけど、バカじゃん、って流せてたし。なんで今更、気にしてるんだろう。


    　てことは、恥ずかしいとかじゃなくて、諒太にむかついているのかもしれない。分不相応なモテモテ状態でへらへらしている諒太を見ると、確かにむかつく。


    「なんていうか、莉り子こ、高校入ってから俺のこと避けてない？」


    　諒太は歯切れ悪く言って、すがるような視線を私に向けた。


    　美少女三人とイチャイチャしてるんだから、私のことなんて放っておけばいいのに、どうして諒太は私に関わろうとするんだろう。


    　ちょっと突き放してみようかな。


    　例えば、絶交しようって言ったら、諒太はどう反応するかな。もし必死で謝ってきたら、うん、まあ、許してあげよう。


    「諒太、あのね、大事な話があるんだけど」


    「なんだよ、大事な話って」


    　私の改まった態度のせいか、諒太は少し動揺してるみたいだ。


    「私と諒太って、ちっちゃいときからずっと一緒だったじゃない？　いわゆる、幼なじみ」


    「そうだけど……どうしたんだ、急に」


    「もうさ、今までのそういう関係、終わりにしない？」


    　気持ちに整理をつけて冷静になったつもりだったけど、声が震ふるえて裏返った。


    「えっ、終わりって……」


    　さあ、言ってやるんだ。諒太はびっくりするだろうか。


    　私はじっと諒太の目を見つめてから、微笑を浮かべ、ゆっくりと口を開く。


    「ねえ諒太、結婚しよ？」


    「…………は？　結婚？」


    「そう、結……え？　私、今………………え？」


    　あたふたする私につられるように、諒太も動揺している。


    「きゅ、急に変な冗談言うなよ！　もしかして莉子、俺のことバカにしてる？」


    「ち、ちが、バカになんてしてないよ！」


    　私は叫んだ。めっちゃシャクレ顔で。


    「なんだよその顔！　やっぱバカにしてんじゃねえか！」


    　私は慌てて諒りよう太たの前から逃げようとして、つんのめって転んだ。


    「莉り子こ！　だ、だいじょう……ぶぶっっ!!」


    　起き上がろうとして気づく。スカートが思いっきりまくれあがっている。


    　私はパンツを隠そうと慌ててスカートをたくし上げた。


    「ふぁ、あ、見ないで！」


    「莉子、お前、どういうつもりなんだよ、それ……」


    　諒太は私のパンツから目を逸そらして言った。


    「こ、これは変な意味じゃなくて、あの、そう！　いい意味！　いい意味で！」


    「なあ莉子、マジで変だよ。ふざけてるんだとしたら、さすがにひどいぞ」


    　諒太はちょっと怒ってるみたいだ。


    「ごめん、よく分からないんだけど、私、恋なの！」


    「……こい……っていうのは『恋する』とかの恋……なのか？　それってつまり、その、」


    　諒太は目を泳がせながら、歯切れ悪く呟つぶやいた。


    　なにこの流れ！　私が諒太に恋してるみたいじゃん！　変って言おうとしたのに！


    「ち、違うよ、『恋してる』じゃなくて、『故意にしてる』んだよ、変なことを」


    「……故意？　ってのはわざとってことか？」


    　故意に変なことをしている、ってことでなんとか誤ご魔ま化かせそうだ。


    「そう、私は恋に恋する乙女なの☆」


    　意味不明の発言だけじゃない。無意識のうちに私は小首を傾かしげてウインク、片足をあげてピースサインを突きだすという珍妙なポーズをとっている。


    　ピースサインの震ふるえる指先が痛々しい、そう、痛々しいその指先を諒太の鼻の穴に突き刺す！


    「……おい、どういうつもりだよ」


    　諒太は鼻声で言った。


    　私は諒太の鼻の穴から指を抜いて今度は自分の鼻の穴にずどーん！


    　ぽたり、と鼻血が垂れた。


    　諒太は啞あ然ぜんとしていた。幽霊を見てしまったかのように顔が青ざめている。


    　この重苦しい空気を振り払おうと、私は無理して笑い、呟く。


    「……血けつ痕こん」


    「え？」


    「あ、いや、結婚と血痕をかけて、鼻血を垂らしてみたんだ」


    「……は？」


    　ダメだこれ！　余計変な空気になってる！


    「なんでもない。諒太、ほんとにごめん！　今日のこと全部忘れないで！　絶対！」


    「……忘れたくても忘れられねえよ」


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　放課後の社会科準備室。


    　諒りよう太たは莉り子このパンツを思い返していた。


    　莉子のパンツを見たのなんていつ以来だろう。確か小学五年のとき、部屋で一緒に遊んでいて、パンツが見えてることを指摘したら蹴けられた。そのとき以来かもしれない。


    　などとパンツに思いを馳せている場合ではない。


    　莉子の様子が変だ。高校に入って急に冷たくなった。


    　そして昨日、突然の求婚、からの変顔、挙句パンツを見せつけてきた。恋がどうこうと言い出し、諒太の鼻の穴に指をつっこみ、自分の鼻の穴にも指をつっこんで鼻血を出した。


    　おかしくなったというより、どこかこちらをバカにしている感じだ。パンツを見せつけてバカにする、というのも解げせないが……。


    「はぁ……」


    「どうした、山やま伏ぶし諒太。ハーレムラブコメの主人公らしからぬため息をついて」


    　響きよう華かが顔を覗のぞきこむようにして言った。


    「私たちがヒロインじゃ不満なんですか？」水みず菜なが非難がましく言う。「もっと大人っぽい女性がいいとか？　それとも可愛かわいい妹ですか？」


    「そういうわけじゃ。はぁ……」


    「りょーたっ！　そこになおれ！」瑠る流るがいきり立って叫んだ。「部の活動指針を述べるのだ！」


    　諒太は立ち上がり、先日決めたばかりの活動方針を思い出す。


    「えー、我々ラブコメ部は、うれしはずかし面白おかしを是ぜとし、笑いと共に愛を育はぐくみ、その幸福を周囲に伝えるべく、ラブコメディを演じます」


    　意外と覚えてるものだ、と関心する一方、違和感も覚えた。


    　なぜ自分はラブコメ部に所属しているのだろう。


    　ラブコメ部の目標は明確で、全国高等学校ラブコメディ選手権大会優勝。


    　諒太はこめかみを指で押さえながら、頭の中を整理する。


    「今更なんだけどさあ、ラブコメ選手権って、実在するんだよな」


    「……りょーた、何言ってるのだ？　バカになっちゃったのか？」


    　瑠流がべちべちと頰ほおを叩たたいてくる。


    　頭では分かっている。ラブコメ選手権は存在している。


    　しかし妙な感覚だ──諒太は腑ふに落ちない。


    　ラブコメラブコメラブコメと考えるうちに、


    「……あ」


    　思い至る。莉り子この態度がおかしいのは、もしやラブコメのせいではないだろうか。


    　ラブコメ選手権が国民的なイベントであるとはいえ、それを快こころよく思わない層も存在する。


    　莉子もそちら側の頭が固い人間だったのか。


    　だから冷たくなったり、人を食ったような態度をとったりしていたのか。パンツ見せつけもそうだ。このラブコメ野郎め、ハーレム野郎はこういうのが好きなんだろう？　という揶や揄ゆだったのだ。


    　諒りよう太たの胸の内で、怒りが湧き立つ。ラブコメを否定されるのは、自分の夢を否定されるも同然なのだ。


    　ハーレムラブコメの主人公になる──それが諒太の幼い頃の夢だ。


    　……あれ？


    　諒太は怪け訝げんに思う。果たして、自分はそんな夢を持っていただろうか？


    　どうしてそんな夢をみているのかといえば、トラックに轢ひかれかけたところをハーレムラブコメの主人公に助けられたことがきっかけだったはずだが、イマイチ覚えていない。


    　疲れているのだろうか。今日はおかしなことが多すぎる。


    「それにしてもラブコメはいいなっ。ラブでコメ！　ラブとは恋愛、大人っぽい感じなのだっ。そして、コメとは笑い！　演じるほうも観るほうも笑顔になれるのだっ。つまり、笑顔の奥おう義ぎを使う大人なわたしにぴったりなのだ！」


    　鬱うつ陶とうしいほどの笑顔でラブコメを語る瑠る流るを見ていると、ラブコメが一層愉快なものに思えてくる。妙な感覚に陥ってくさくさしている場合ではない。


    「……だよな、ラブコメはいいもんだ。選手権優勝目指して頑張ろうぜ、瑠流、響きよう華か、委員長！」


    「そういえば、部を結成したときからか、山やま伏ぶし諒太は急にあたしたちのことを下の名前で呼び始めたな、なれなれしい」


    　響華に指摘され、初めて気づく。まったく自覚がなかった。またもや妙な感覚だ。


    「あの」俯うつむいていた水みず菜なが顔をあげてくわっと目を見開く。「なんで私だけ名前で呼んでくれないんですか！」


    「え、と、じゃあ、……水菜」


    「……は、恥ずかしいじゃないですか！　いきなり呼び捨てなんて!!　もっと……、水菜ちゃんとか……ってちゃん付けのほうが恥ずかしいじゃないですか!!」


    　水菜は教室を飛び出そうとしてドアに激突した。よろけながら引き戸を開け、諒太をひと睨にらみしてから駆けていった。


    「なんて呼べばよかったんだよ……」


    　先が思いやられるラブコメ部の活動。しかし諒太の心には、やる気が湧き始めていた。

  



  
    



    


    　　第二章　ラブコメとは似て非なるモノ


    



    　山やま伏ぶし諒りよう太たの目の前には日本海が広がっていた。


    　気が滅入りそうな曇くもり空だが、諒太の胸は高鳴っていた。


    　無理もないと思う。健全な男子高校生であるならば空の色より水着の色で、水着の色より水着の中身なのだ。


    　これは決して下心などではなく、気象と服飾と人間のうちで人間に対してもっとも興味が高かったまでのことだ──と砂浜の貝殻相手に言い訳をしていると、


    「おーいりょーたーっ」


    　瑠る流るの弾む声が背後から聞こえる。


    　振り返った諒太は息をのんだ。白いビキニ姿の瑠流が胸を揺らしながら砂浜を駆けてくる。


    　いししと歯を見せて笑う瑠流は諒太の目の前でくるりと回った。


    「どーだ、似合うか？」


    「え、ああ……似合ってるぞ」


    　諒太の目は泳ぎまくっていた。まず真っ先に否応なく目についてしまうのは胸で、胸をガン見するのはいかんだろと自分を戒いましめ、瑠流のくりっとした目を見れば自分の邪よこしまな気持ちの薄汚さを自覚し、恥ずかしくなってくる。


    「ん、どーした？　りょーた変だぞ」


    「い、いや別に変じゃないだろ、俺いつもこんな感じだし」


    　ひとまず諒太は深呼吸し、気持ちを落ち着ける。


    　すると今度は響きよう華かがやってくる。


    　ハイビスカス柄のビキニで、腰には短いパレオを巻いている。


    　すらりと手足の長いモデル体型の響華は、けだるそうに歩いているだけでも十分絵になった。


    　響華は諒太の傍かたわらにレジャーシートを敷く。


    「ときに山伏諒太よ、オイルを塗るのと塗られるの、どっちがいい？」


    　諒太は想像してみる。響華の白い肌にオイルを塗るのはさすがに刺激が強すぎる。


    「じ、じゃあ、塗られるほうで」


    　諒太は響華と入れ替わってレジャーシートの上に寝そべった。


    「……あたしから提案しておいてこう言うのもアレだが、やけに素直に従うんだな。女子に慣れていないヘタレの山伏諒太なら、塗るのも塗られるのも全力で拒否すると思ったのに」


    「……あれ？　確かに。何やってんだ俺……」


    　奇妙な感覚だ。あらゆるしがらみを捨てて欲望に従うのであれば、塗りたいし塗られたい。


    　しかしそう素直に欲望に従えないのが思春期男子の繊細な心情なのであって、それをすっ飛ばしてオイルを塗られようとしている今の自分が信じられなかった。


    「俺、どうかしてたな」


    　諒りよう太たは身体からだを起こそうとしたが、それを阻はばむように響きよう華かが背中にまたがった。


    「せっかく素直になったのだから、このまま塗られておけ」


    　たらりと背中にオイルが垂れて、声が出そうになる。


    　響華の指先が背中をぬるぬると[image: ]はい回る。


    　妙な気分になりかけたとき、それを阻む妙な匂いが鼻をつく。


    「……おい響華、お前何塗ってんだ？」


    「何って……サラダオイルだ。コレステロールカットの身体にいいやつだぞ」


    「んなもん塗るな！　身体にいいとか関係ねぇよ！」


    　諒太は飛び起きる。背中がべとべとして気持ち悪い。


    　それからしばらしくして、


    「あ、あの……」


    　着替えに時間がかかったのか、水みず菜ながようやくやってきた。なぜか縮めた身体をタオルで隠している。


    「ん、どうした委員長」


    「ちょっと恥ずかしいというかなんというか……その、持ってきた水着が」

  


  [image: ]



  
    　堅物の委員長、まさかスクール水着じゃないよなと思っていたら、予想の斜め上だった。


    　おっかなびっくりタオルを取り払った水みず菜なが着ていたのは、確かにスクール水着だった。


    　しかし、胸元のゼッケンには「６[image: ]３　みずな」とある。


    「よりによって小学生のときのやつか……委員長、普通の水着持ってないのかよ」


    　よくよく見れば、胸元や腰回りが窮屈そうだ。ある意味、一番際どい水着といえる。ビーチバレーでもしようものなら、スパイクどころかトスでもはみ出すだろう。


    「私だって普通の水着くらい持ってますよ！　でも、なぜかこれを持ってきてしまって」水菜はスクール水着の裾すそを引っ張り下げながら言う。「だいたい私、六年生のとき一組だったんですけど！　ゼッケンにも『妙みよう義ぎ』って書いてあったはずなのに。この水着おかしいです！」


    「……おかしいといえば、どうして海なんだって話だよな」


    　三人の水着姿にドキドキしていたことを棚に上げて、諒りよう太たは疑問を口にする。響きよう華かも水菜も「確かに」という表情で瑠る流るを見やる。


    　視線を一身に浴びながら瑠流は開き直って言う。


    「なんだ、おまえらは海が嫌いなのか？　わたしは海、大好きだぞ！」


    「いや、海が好きとか嫌いとかじゃなくて、なんで突然海なんだよ」


    「なんだ、りょーた、文句があるなら来なければよかっただろ！　バカ！」瑠流は砂を摑つかんで諒太に投げつけた。「だいたいが、誰も反対しなかったじゃん！」


    　そうなのだ。


    　ラブコメ部の親睦を深めるため、休日にどこかへ出かけようという話になった。


    　瑠流が海に行こうと言い出して、誰も反対することなく、今日という日を迎えた。


    　今にして思えば、不思議でしょうがない。近場に海があるのなら話は別だ。しかし諒太たちは今日、電車を乗り継ぎ三時間かけて海にやってきたのだ。太平洋からも日本海からも離れた、海なし地方都市に住む高校生が、なぜ唐突に海までやってこなければならなかったのか。


    「いや、この際、海が遠いとかそんな話はどうでもいい……」諒太はむき出しの腕をさすりながら言った。「……寒いんだよ」


    　四月十六日土曜日　天気曇くもり　最高気温十二度　最低気温六度。


    「……なんで俺らこんな寒い中でわざわざ水着になってんだよ。バカなのかよ」


    　四月の海に来るのは別におかしくはない。めちゃくちゃ遠いにしても、まあ、許そう。


    　ただ、そこでなんの抵抗もなく水着になるのは、明らかにおかしい。


    「そうですよ、おかしいです。だいたい私に言わせれば、遠い寒い以前に、男子の前で水着姿になるなんて、そんな破は廉れん恥ちなこと、耐えられないです！」


    「そんなこと、一番変態じみた水着を着ている奴に言われてもなあ」


    　響華が冷静に指摘すると、水菜は身体からだを庇かばうようにしゃがんだ。


    　なぜこのクソ寒い中水着になったのか──その疑問に答えられる人間はいなかった。


    「とりあえず、服着るか」


    　諒りよう太たが言うと、みんないそいそと着替えに戻った。諒太はサラダオイルを海で洗い流すかどうか迷ったが、寒さに負けてそのまま服を着た。べたべたして気持ち悪かった。


    



    「気を取り直して、カレーを作るのだ！　海だから、シーフードカレーだぞっ」


    　瑠る流るはそう言って、おたまで鍋を叩たたいた。


    　海辺でカレーを作ってみんなで食べる──それが瑠流曰いわく最も親睦が深まる行為らしい。


    　調理器具や材料はそれぞれ分担して持ってきた。


    　響きよう華かが材料の下ごしらえをして、瑠流が炒めて煮込んだ。諒太は火の番をして、水みず菜なはというと「私は料理できません！」と胸を張って言ったため、ひたすら水汲くみの役だ。


    　シーフードカレーが完成間近というところで、　


    「りょーた、これを入れよう！」


    　瑠流は調味料らしき瓶を手にしていた。


    　ラベルには「ウマさ爆発エクスプロージョンＸ」とある。


    「さっきそこで拾ったのだ！　きっと、海の向こうの国から流れてきたやつだぞっ。ろまん！」


    　諒太が止める間もなく、瑠流は鍋に向かって瓶を振る。


    　[image: ]なぞの調味料が加わったカレーは、勢いよくごぽごぽと煮え立ち始める。


    　それどころか、みるみるうちに紫色に変わっていく。


    　何が起きているのか、諒太には理解できなかった。しかし、


    「危ない！　海に飛び込め！」


    　鍋から離れた場所で紙皿や紙コップを並べている響華と水菜に向かって叫んだ。


    　そして自然と身体からだが動いた。諒太は瑠流の手を取り、海に向かって駆けだす。


    「りょーた、急にどうしたのだ？」


    「わかんねえ！　とにかく走れ！」


    　もつれ合うように二人で海に飛び込んだ瞬間、閃せん光こうと轟ごう音おんを放って鍋が爆発した。


    「だ、大丈夫か、瑠流！」


    　諒太は水中から瑠流を抱かかえ起こす。


    「な、なにが起きたのだ！　鍋が爆発したのか？　あれ……響華といんちょは？」瑠流はきょろきょろとあたりを見回す。「いないのだ……もしかして……爆発に巻き込まれたのかも……わたしが変な調味料をカレーに入れたせいで死んじゃったの……うわあああああああああぁん」


    　瑠流は諒太に抱きついて、わんわん泣き出した。


    　位置的に、響華と水菜は鍋から離れていたが、姿が見えない。まさか本当に爆発に巻き込まれたのだろうか……。


    　瑠流の泣き声も相まって諒太が不安に駆られ出したそのとき、随分離れた場所からばちゃばちゃと水を叩たたく音が聞こえた。


    　響きよう華かと水みず菜なが、海藻まみれになりながら水面から顔を出していた。


    「おい瑠る流る！　見ろ！　響華も委員長も生きてるぞ！」


    　瑠流は「うあああああよかったあああああ」となおも泣いていた。


    



    　にわかには受け入れがたい、不思議な一日だった。


    　カレー鍋爆発後、改めて何かをする気にもなれず、諒りよう太たたちは電車に乗って海を後にした。


    　すっかりおとなしくなってしまった瑠流が心配なので、諒太は家まで送ることにした。


    　夕暮れの中、二人でとぼとぼ歩いていると、突然瑠流が立ち止まり、


    「りょーたっ、二つ、言っておくことがある！」


    　ずびしと諒太を指さした。


    「なんだよ」


    　なんでも遠慮なしに言う瑠流だが、珍しくもじもじしている。


    「えっと、鍋が爆発したとき、助けてくれて、ありがとな」


    「お、おう」


    「それと、もう一つは、鍋が爆発して、びっくりしてわたしが泣いたことだけど……それは絶対誰にも言うなっ」


    「ああ、分かったよ」


    「ほんとのほんとに、誰にも言うなよ、二人だけの秘密だぞ！」


    　よっぽど恥ずかしかったのか、秘密にするようせがむ瑠流はいつも以上に幼く見えた。


    　起こった出来事が珍妙でも、「二人だけの秘密」という言葉はほんのりと甘く響いた。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　放課後、文芸部室で先輩たちが来るまで千ち鶴づるとジュースを飲んでいる間、私は社会科準備室に想いを馳はせていた。


    　諒太と美少女三人が本当に部活を作ったようだ。


    　傍はた目めにはわいわい騒いでるだけの仲良しグループにしか見えなくて、何をする部活なのか分からないけど、とにかく楽しそうにしている。


    　どうしてあの三人は諒太に群がっているのか。諒太になんの取り柄があるというのだ。


    　いや、諒太にも取り柄はある。ああみえてまめだし（幼稚園の年長のときから、毎年欠かさず誕生日プレゼントをくれる）、いざというときには女の子を守ってくれるし（小三のとき私を庇かばって野良犬に嚙かまれ病院に行った）、好物のりんごを食べてるときの笑顔が無邪気で可愛かわいらしいし（私のぶんまでを食べたときは叩いたけど）、とにかく、いろいろいいところはある。


    　だけどこういういいところは、私が長い時間を共に過ごした結果知った部分であって、入学早々イチャイチャしてるあの子たちが知ってるはずない。


    　やっぱりおかしい。絶対おかしい。


    　……なんて、のんきに他人のおかしさを気にしてる場合なのか。


    　一番おかしいのは私だ。


    　あの、夕暮れ時の奇行。魔がさしたと言うべきかなんと言うべきか、どうしてあんなことをしたのか、自分でも理解できなかった。思い出しただけで、身体からだがカッと熱くなる。


    　あれ以来、私はますます諒りよう太たのことを無視している。


    　諒太は諒太で、特に何も言ってこない。私のことなんて、どうでもいいのかな。


    　まあ、どうでもいいんだろう。


    　だって諒太は今、ハーレムラブコメの真っただ中にいるのだから。


    「……ハーレムラブコメかぁ」


    　私がそう呟つぶやいたところで、先輩方がやってくる。


    「おっ、莉り子こ、ハーレムラブコメは順調か？」


    　中なか林ばやし先輩の言葉に一瞬ドキリとしたが、ハーレムラブコメというのは小説のほうだ。


    『ハーレムラブコメ（仮）』は今、二十ページくらい書き進めた。[image: ]うわさを元にして書いた出会いのエピソード。ラブコメ部結成のエピソード。そして、海に行くエピソード。


    　海のくだりは『ラブコメの魔』の冊子を参考にして書いた。『ラブコメの魔』のほうは、主人公とヒロインがいい感じになっていたけど、諒太を主人公にしてそんな話を書くのもなんだか癪しやくなので、みんなで海に行くエピソードと、料理下手なヒロインがお鍋を爆発させるエピソードを混ぜてアレンジしてみた。


    　せっかくみんなで海に行ったのにカレーの鍋が爆発するなんて、すごくバカっぽい。諒太のラブコメなんてそれで十分だ。甘い要素なんていらないのだ。


    　それにしても不思議なのは、意外と筆が走ることだった。ハーレムラブコメなんてくだらないと思いつつも、ノリノリで執筆してたし、書き終えると、身体に溜たまっていた熱がすぅっとひく、達成感に満ちた感覚があって、悪くなかった。これはハマりそうだ。


    　ってちょっとだけ浮かれたけど、今更ながらに思う。


    　こんなバカみたいなハーレムラブコメを誰かに読まれるのって、かなり恥ずかしい。


    　そもそもおかしいのは、自分と無関係なハーレムラブコメを気にかけていることだ。それを小説にして楽しんでることだ。やっぱ書くのやめたほうがいいのかな。


    「ええと、二十ページくらい書いたんですけど、あの、実はですね──」


    　ハーレムラブコメ小説は頓とん挫ざしたので書くのやめます、と言おうとしたところで、


    「莉子さんのハーレムラブコメ、早く読みたいですね。ノーマルのラブコメがこんなに楽しみだなんて、噓うそみたい、うふふ」


    　後ご藤とう先輩が目をキラキラさせながら言った。さらに谷たに原はら部長も期待に満ちた顔で、


    「私も莉り子こクンに触発されて、自分の不得手としているジャンルに挑戦しているんだ。今まで否定してきた女装ショタものは書いていてキツいが、諦あきらめずに書き通すさ。お互い、頑張ろう」


    　握手を求めてきた。私はつい手を出して応じてしまう。


    　もう書くのやめます、と言える雰囲気じゃなかった。


    



    　学校の帰り、私と千ち鶴づるはファミレスに寄った。


    　ベリーのタルトをつつきながら、千鶴はニヤニヤしている。


    「莉子が書いてるのって、山やま伏ぶし諒りよう太たのハーレムラブコメでしょ？　もうさ、いっそ、山伏諒太に頼んじゃえば？　山伏原作で莉子執筆。そうやってやりとりするうちに、二人は惹ひかれ合って、いつの間にか莉子もハーレムの仲間入りってね！」


    　諒太にハーレムラブコメ小説を読まれるところを想像する。


    　……あんなの書いてるなんて、絶対バレたくない！


    「やめてよ、ほんと。きっ、気持ち悪いこと言わないで！」


    「うわ、莉子、赤くなってるー」千鶴が私の頰ほおをつつく。「もー冗談だよ。ってか山伏諒太なんかに莉子渡さないし。……浅あさ間ま莉子は、あたしの女さ」


    「あの、気持ち悪いこと言わないでください」


    「なんであたしのときは青ざめてんの！　赤くなってよ！」


    　まさか千鶴本気じゃないよね私のことからかってるだけだよねと、冷や汗を垂らしながらチョコレートパフェを食べていると、


    「おーっ、莉子と千鶴だー！」


    　覚えのある舌足らずな声が聞こえた。振り返ると瑠る流るがいた。


    　そして、諒太も一緒だ。諒太は気まずげに小さく手をあげた。瑠流と一緒のところを見られてばつが悪いのか、それとも奇行をとった私と関わることに抵抗があるのか。


    「瑠流と山伏はデート？」


    　千鶴が囃はやすように言うと、瑠流は眉まゆをひそめる。


    「デートぉ？　りょーたはわたしの舎弟だぞっ、デートっていうのは、愛し合ってる二人でするものだ！　今日は、この前の土曜日のお礼なのだ！」


    「お礼？　この前の土曜日何かあったの？」


    　千鶴が尋ねると、瑠流はふんと鼻を鳴らし、


    「それは、わたしとりょーた、二人だけの秘密なのだ！」


    　なっ、と諒太を振り仰いだ。


    　私が書いた小説内ではアホだけど、現実のほうは二人の秘密とか、いい雰囲気みたいだ。


    　千鶴と瑠流が勝手に話を進めて、四人で座る形になってしまう。千鶴が私の隣に席を移して、向かいの席に諒りよう太たと瑠る流るが座る。


    「実は今ね、莉り子こが書いてる小説の話をしてたの。ハーレムラブコメ！」


    　千ち鶴づるが声を弾ませて言った。


    　なんでそれ言っちゃうの！　私がテーブルの下で千鶴の脚を蹴けると、


    「せっかくだし、ハーレムラブコメの取材しなよ」


    　千鶴が耳打ちしてきた。千鶴を睨にらみつけながらヒヤヒヤしていると、


    「なんか、昔と書いてるの違うんだな」


    　諒太がぼそりと言った。


    「……え、なんで山やま伏ぶしが莉子の昔の作品知ってんの？」


    　千鶴は諒太を見た後、私を見た。私も諒太も黙っていた。沈黙を破ったのは、


    「だってりょーたと莉子は幼なじみだもんな！」


    　瑠流だった。


    　千鶴は小さく口を開けたまま固まっていたけど、すぐにニヤリと笑って私を見つめる。


    「ふぅん、山伏と莉子って幼なじみだったんだ。へぇ。あたし、知らなかったー」


    　頭の中がぐちゃぐちゃになる。諒太と幼なじみだって千鶴にバレた、というか瑠流にはもうバレてた、ってのはつまり諒太が話したってことで、なんで私の話なんか瑠流にしてんの、もしかして、私の奇行のこと？　幼なじみにいきなり結婚してくれって言われてパンツ見せられてマジ引いたわーとか瑠流に言ったの？　うわああああああああああああああっ！


    「莉子！」瑠流は立ち上がり、私を指さす。「最近仲が悪い、ってりょーたが寂しがってるぞ！　優しくしてやれ！」


    「ちょっとアンタ、私よりおっぱいが大きいからって諒太のことなれなれしく名前で呼ばないでよ！　諒太は私の幼なじみなんだからね！」


    　私も立ち上がり、瑠流を指さして、そんな科白せりふを口走った。


    　……え？


    　まただ。また変になってる！　パニックを起こしそうになる一方で、私の頭の中には冷静な部分もあって、あることに気づく。


    　今の科白、諒太という名前以外は『ラブコメの魔』に出てくる主人公の幼なじみの科白、そのままだ。そして、この科白の続きは、もっと恥ずかしい。おそらく私はこう叫ぶはずだ。


    　──聞いて驚きなさい！　私と諒太は、将来結婚するって約束したんだから！


    　ついこの前結婚しようと言ってしまったことを思い出して、身体からだが熱くなる。


    「聞いて驚きなさい！」私は咄とつ嗟さにパフェグラスで口を塞ふさいだ。「ふぁふぁひふぉふぉーははふぉーふぁいふぇっふぉんふふっふぇふぁふほふひはんふぁふぁふぇ！」


    　口の周りを生クリームとチョコレートソースでベタベタにした私は、ただ立ち尽くすしかなかった。


    「えっと……莉り子こ、パフェの食べ方、斬新すぎ」


    　苦し紛まぎれの笑顔と共に千ち鶴づるが言った。


    　まずい。これで終わりじゃない。『ラブコメの魔』ではこの後、幼なじみの女の子は主人公の胸に抱きつくのだ。


    　そうなる前にこの場を去ろうとするとみせかけ華麗なバックステップで諒りよう太たの胸にダイブ！


    　私は諒太の胸に顔を突っ込んでいた。


    「……莉子、何やってんだよ、マジで」


    　諒太の胸元は私の口についていたクリームとチョコレートソースでベタベタになっている。


    　諒太、瑠る流る、千鶴だけじゃなくて、店中の視線がテーブルの上の私に集まる。


    　私は走ってファミレスを出た。


    　どうしよう、私、完全に頭おかしい人だ。


    　明日、学校行きたくない。諒太に会いたくない。


    　……もう家にこもって小説でも書いてようかな。


    　私は目の前の現実から逃れるように、ハーレムラブコメのネタを練り始めた。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　四月末の土曜日、諒太は響きよう華かの口車に乗せられる形で、デートをすることになった。


    　これがなかなか、面倒な話だった。なにせデートを提案したのは響華だが、実際にデートをするのは諒太、瑠流、水みず菜なの三人である。


    　昨日の昼休み、諒太と二人きりの保健室で、響華が言ったのだ──。


    「ハーレムラブコメの定番イベントといったらダブルブッキングデートだろう。赤あか城ぎ瑠流と妙みよう義ぎ水菜を同時刻にデートに誘う。そして、交互に顔を出し、相手にそれと悟られないようにする、そういうドタバタイベントをやるんだ」


    　ふん、と得意げにしている響華が脳裏によみがえる。


    　ラブコメ部を結成したはいいものの、ろくにラブコメの練習もせず、放課後部室でダベるだけの部になってしまった。そんな体ていたらくでラブコメ選手権を勝ち抜けるのか、ろくに話術もない自分たちが会話主導のラブコメで評価されるのか、否、と主張した響華がドタバタ系を目指すべく、今日のダブルブッキングデートを提案したのだ。


    　ドタバタ系ラブコメで大事なのは、ヒロインに振り回されつつ、大崩れしないようバランスを取る、主人公の対応力。


    　つまり、今日のダブルブッキングデートは諒太を鍛えるためのものだった。


    　待ち合わせ場所である駅前のロータリーに着くと、デートの相手ではない響華がいた。


    　休日だというのに、祥しよう愛あい学園の制服姿だ。


    「なんで響きよう華かがいるんだよ」


    「逆に聞こう、なんであたしはデートの相手から外れているんだ？」


    「は？　響華が言い出したんだろ、瑠る流ると委員長とダブルブッキングデートやれって」


    「それにしても、昨日の今日なのに二つ返事でデートに応じるとは、赤あか城ぎ瑠流も妙みよう義ぎ水みず菜なも暇ひまな奴だな」


    　確かに、都合よく話が進みすぎだとは諒りよう太たも思う。まるで筋書きでもあるかのようだ。


    「で、響華は何しに来たんだよ」


    「山やま伏ぶし諒太のことを、陰かげから見守らせてもらおうと思ってな。二人の相手にバレぬようデートをしなければならないドタバタを観察させてもらう」


    　ふふふ、と笑い声を漏もらす響華だが顔はまったく笑っていない。ある意味器用だ。


    　響華は折り畳んだ紙を放ってよこす。どうやら今日のデートの予定表のようだ。


    　最初の行動には「オイスターバックス」とある。オイスターバックスコーヒーとは、アメリカ発の牡か蠣きとコーヒーを扱うチェーン店で、オイッスの名で日本でも広く親しまれている。


    「いいか、デートの初めにオイッスで生牡蠣を食べるんだ。そうすれば、ちょくちょくいなくなっても『あ、牡蠣にあたって下痢してるんだ』って女の子は思うから、自然な感じだろう？」


    「自然じゃねーよ。なんで食あたりしてんのにデート続けてるんだよ」


    「……愛の力、だろうな」


    「なに名言出ましたみたいな顔してんの？　不自然すぎるだろ、いきなりオイッスで牡蠣食うのは」


    「否いな。山伏諒太、知っているか？　牡蠣には亜鉛が豊富に含まれてるんだ」


    「だからなんだよ」


    「亜鉛には、精子を作る働きがある」


    　響華の口をついて出た精子、という単語に反応した諒太の頰ほおが紅潮する。響華は変わらず淡々とした調子で続ける。


    「つまりデートの最初に牡蠣を食うというのは、そういう決意表明みたいなものだ。さすが、海のミルクだな」


    「せ、セクハラ！　このセクハラ女！」


    「その表情、いいな。今日のダブルブッキングデートで、どれだけ情けない表情が見れることやら」


    　なぜ響華がダブルブッキングデートを提案したのか。それは、ラブコメ部のことを考えたわけではなく、自分の欲望を満たしたいだけなのかもしれない。


    



    　待ち合わせ時間の五分前、瑠流がスキップと小走りを混ぜ合わせた足取りでやってくる。


    　瑠流の私服はボーイッシュ、というより小五男子みたいだった。膝ひざ丈たけのパンツにパーカー、カラフルなスニーカー、スポーティなショルダーバッグにメッシュキャップ。


    　まるで弟だ、と諒りよう太たは思うが、場違いともいうべき胸の膨ふくらみが諒太の心を惑まどわす。


    「待たせたな、りょーた！　早く水族館に行くぞっ」


    　瑠る流るは諒太の手を摑つかむと、ぐいぐい引っ張って小走りになる。


    「その前に、瑠流、ちょっとオイッス寄っていいか？　小腹空すいちゃってさ」


    「まーいいだろう！　オイッスで死んだ牡か蠣き見た後に水族館で生きてる牡蠣見たほうが違いを楽しめるのだ！　びふぉーあふたー。ん、逆か？　あふたーびふぉー」


    　水族館に牡蠣はいるのか、死んでる牡蠣と生きてる牡蠣はパッと見、違いが分からないのではないのか、気になりつつも諒太はオイッスに行き生牡蠣を食べた。


    　ここで腹を押さえてトイレに駆け込み、水みず菜なのほうへ向かう予定だった。


    　が、瑠流は牡蠣を食べ終わるなり諒太の手を引き、水族館に向かって駆けだした。


    　ダブルブッキングデートの舞台は、ショッピングモールと映画館と水族館が一体となった複合商業施設、つつじモール。ペンギンショーが観たいという瑠流とは水族館に、口下手な水菜とは沈黙が苦にならない映画館に行くことになっている。水族館と映画館、走れば五分で行き来できる。


    　水族館の入場チケットを買うやいなや、瑠流は諒太を引きずるようにして順路を走る。


    　瑠流のはしゃぎようが子供じみているとはいえ、休日に二人で水族館、なかなかデートっぽい雰囲気なのではないだろうか。と思った矢先、


    「わ、すごい！　マンボウだー」


    　瑠流は水槽の中をのっそり泳ぐマンボウに興味を示す。諒太の手を離すと、マンボウを追いかけてふらふらと一人で歩きだしてしまう。諒太はぽつんと取り残される。


    　瑠流はとにかく水族館を楽しみたいだけで、誰と一緒かということはあまり考えてないのかもしれない。


    　瑠流が腕に抱きついて離れず、水菜の元に向かえなかったらどうしよう──そんな心配などまったく不要だった。


    



    　待ち合わせ時間は既に十分すぎていた。


    　水菜はせわしなく腕時計を見ている。服装に関しては水菜が一番まともだった。ネイビーのボーダーチュニックに黒のレギンス、クリーム色の薄手のカーディガンを羽織っている。


    　諒太は水菜のもとに駆け寄り、思わずぽろりと、


    「ごめん遅れた。今日の委員長可愛かわいいな」


    「なななななななななななんですかいきなり！」


    　水菜は五メートルほど後ずさった。


    「あ、いや、ははは、委員長の私服絶対ダサいと思ってたから意外でさー」


    「だって、山やま伏ぶし君と、ででででデーかけるんですから、変な格好では来れませんよ」


    　諒りよう太たと水みず菜なは微妙な距離を保ったまま歩きだす。


    　映画館に向かう途中、水菜はかくかくした動作で通行人にぶつかりまくる。


    　あまりにも不ふ憫びんだと思った諒太は柔らかな笑みを意識しながら、


    「委員長、緊張しないで今日は気楽にいこうよ、せっかくの休みなんだしさ」


    　水菜の緊張を解とこうとした。が、水菜は逆上、その場で地じ団だん駄だを踏むようにして立ち止まる。


    「ば、バカにしないでください！　なんですかその余裕は！　私のこと見下してますよね？　どうせこいつはデートしたこともないモテない女だってバカにしてるでしょう。そ、そんなことないですから！　全然余裕です！　緊張なんてするはずないじゃないですか！」


    　いたたまれない気持ちになった諒太は助け船を出す。


    「あ、そうか、委員長はわざわざラブコメっぽさを意識して、初めてのデートで緊張しちゃう女の子を演じてるんだね？」


    「……そ、そうですよ。本気にしないでください、演技に決まってるじゃないですか」


    　気持ちに余裕が出たのか、水菜は諒太との距離をやや縮めた。といってもまだ一メートル以上離れている。


    「そうだ委員長、映画行く前にちょっとオイッス寄ってもいい？　小腹空すいちゃって」


    「いいですよ。私も喉のどが渇いてしまったので」


    　オイッスで生牡が蠣きを食べるなり、諒太は「ちょっとトイレ」と中座、瑠る流るのもとに走る。


    



    　魚に気を取られて諒太がいなくなったことに気づかないということはなく、瑠流はベンチに座って不機嫌そうにしていた。


    「瑠流、ごめん、イワシの群れを夢中で追いかけてたらはぐれちゃったみたいで」


    「まったく、子供じゃないんだからちゃんとしろ！」自分のことは棚に上げて怒る瑠流は諒太の腕を取る。「迷子になったら困るから、一緒にいなきゃダメだぞっ」


    　腕に瑠流の胸があたり諒太はドキリとしたが、同時に瑠流から生臭さを感じる。よく見ると、手に何か持っていた。


    「ん、どうした、りょーた。あ、これか？　そこの売店で買った鮭とばだ！　これを食べながら魚を見ると、生臭くて臨場感が出るぞ！　りょーたも食べるのだ！」


    「鮭とばって鮭の干物みたいなやつかよ……」


    　瑠流はビニール袋から鮭とばを一本取り出す。


    「はい、あーん」


    　あーんとはいかにもデートらしいが、鮭とばというのがいただけない。そもそも生臭いデート自体、雰囲気も何もない。


    　内心ぼやきながらも、あーんは悪くない、と諒太が口を開けて鮭とばをくわえたところで、


    「うわあっ、サメだ！　あっちにサメがいるのだ！」


    　サメに目を奪われた瑠る流るはふらふらと諒りよう太たの前から去っていった。


    　自分はサメ以下なのか。


    　諒太は未練がましく鮭とばをしゃぶりながら、映画館へ向かった。


    



    　駆け足でオイッスに戻る。トイレで二十分の中座は、さすがに怪しまれるだろうと思ったが、水みず菜なは何も言ってこない。まだ緊張でがちがちのようで、諒太にとっては好都合だ。


    　オイッスを後にしてつつじモールに向かい、シネコンの総合受付カウンターでチケットを購入する。観る作品は、遠距離恋愛の切なさを描いた話題作、マグロ漁船と北海道の漁村が舞台の『インド洋沖で愛を釣りあげる』だ。


    　席に座ると、水菜は落ち着きなく諒太のほうをちらちらと見て、


    「あの、山やま伏ぶし君、その、なんていうか……生臭いんですけど」


    　歯切れ悪く言った。瑠流からもらった鮭とばの臭においが残っていたようだ。


    「あ、ええと、そこの売店で鮭とばを買ったんだ。『インド洋沖で愛を釣りあげる』って漁船とか漁村のシーンが多いみたいだし、臨場感出そうじゃん？」


    「なんだか慣れない臭いです。でも、確かに臨場感は出そうですね。ヒロインの彼氏は漁師ですから、きっとこんな臭いなんでしょう」水菜は諒太を見つめながら苦笑する。「……って別に山伏君が彼氏とかそういうことじゃないですよ！　変な勘違いしないでください！」


    　薄暗い中で見え隠れする水菜の真っ赤な耳を見ていると、なんだかこっちまで恥ずかしくなってくる。このこそばゆさ、なかなかデートらしいのではないかという諒太の考えはそう長くは続かなかった。


    　映画が始まって五分。


    　水菜は寝た。さすが、授業中よく居眠りしているダメ委員長だ。デートもクソもない。昨日の晩は緊張で眠れなかった、という居眠りの可愛かわいらしい理由を想像してみるが、スクリーンの明かりを反射しててらてら光るよだれを見ているうちにどうでもよくなった。


    　しかし、ダブルブッキングデートという事情を考慮すれば、都合がいい。都合がよすぎるくらいだ。諒太はそっと席を立った。


    　ロビーに出ると、響きよう華かがいた。


    「どうだ、デートの調子は」


    「いや、ダブルブッキングデートなんて、絶対バレるだろうなって思ってたら案外バレなくて張り合いがないっつうか、あいつら、俺のことなんとも思ってないんだろうなーって」


    「だったら、あたしとデートしよう」


    　響華はそっけなく言った。


    「…………は？」


    「ダブルブッキングのくだりはもうどうでもいい。ここからは予定変更アドリブだ」


    「でもさすがに瑠る流ると委員長をほったらかしにできないし」


    　響きよう華かは二度、ゆっくりとまばたきをした後、視線を諒りよう太たに突き刺し、


    「あたしのことはほったらかしでもいいのか。……バカ」


    　突然、走り出す。


    　状況が飲みこめないまま諒太はその後を追い、響華の腕を摑つかんで、


    「待てよ！　ちょっと落ち着けって」


    　一拍置いてから響華は「ふふふ」と真顔のまま笑う。


    「これ、かなりラブコメっぽいな。『喧けん嘩か別れしそうになった彼女を走っておいかけて引き留める』のくだりだ」


    「……なんか一瞬でも真剣になった俺がバカだったよ」


    　響華は俯うつむく。下唇くちびるをそっと嚙かむ。


    「あたしだって真剣かもしれないぞ？　山やま伏ぶし諒太に振り向いてもらえなくて本当に悲しくて走ったけど、後から恥ずかしくなって冗談めかしてラブコメっぽい云うん々ぬん、と言って煙けむに巻いただけかもしれない。今も手を握られていてドキドキしてるのかもしれない」


    「なっ」諒太は握っていた響華の手を慌てて離した。「……って、普通そういうことはわざわざ説明しないだろ」


    「やはり、山伏諒太はうろたえた顔がいいな。さあ、ダブルブッキングデートに戻って、てんやわんやで情けない表情を見せてくれよ。あたしは引き続き、陰かげから見守らせてもらう」


    　響華の無表情からは何も読みとれない。どこまでが演技でどこまでが素なのだろう。


    



    　その後諒太は水族館で瑠流とペンギンショーを観て、瑠流がショーに夢中になっている隙すきに映画館に向かい、水みず菜なが未いまだに爆睡していることを確認するなり再び水族館に戻り、おみやげコーナーで瑠流の購買欲を[image: ]あおって気をそらして、念のため映画館に向かうと、水菜は途中寝ていたくせにクライマックスシーンで号泣していた。


    　ロビーに出ても水菜は泣きやまない。主人公の恋人の死が悲しかったらしい。


    　周りの視線が水菜と諒太に集中する。ここまで本格的に泣いているのは水菜一人だったため、どうしても目立つ。


    　しかし五分も経たたないうちに水菜は恥ち辱じよくと憤ふん怒ぬを堪こらえるように俯いていた。


    「山伏君、私のことバカだと思ってるでしょう、あんなお涙頂ちよう戴だいの作品で泣くなんて、って」


    「そんなこと思ってないって」そもそも観てないからどんな作品か分からない。「それに、誰にどう思われたとか、気にしすぎだって。委員長、もっと素直になりなよ」


    　眼鏡めがねを外して涙を拭ぬぐう水菜は目元を腫はらしながら、


    「……素直になっていいですか？」


    　上目づかいで諒りよう太たを見つめる。


    　不覚にもドキリとしてしまう。しかし素直になった水みず菜なが出した答えは、


    「泣いたらお腹なか空すきました。何か食べましょう、ガッツリ系。中華とかどうでしょう？」


    　なんとも色気のないものだった。


    「素直っていうか立ち直り早いな……まあいいや飯行くか。ってその前にごめん、ちょっと待ってて」


    　諒太は瑠る流るの元へ走る。魚を見てたら魚が食べたくなったという瑠流が回転寿司屋で待っているのだ。


    



    「はい、りょーた、イカ」


    　瑠流はイカを一貫食べて、諒太に皿を渡した。


    　瑠流はなるべく多くのネタを食べたいとのことで、二人で一貫ずつ食べることにした。が、


    「お前イカ食いすぎだろ。イカ四皿くらい取ってるじゃん」


    　イカを何枚も取りその都度二人で分ける。まったく意味がない。


    「だってイカ好きなんだからしょうがないのだ！　りょーたもイカを好きになれ！」


    　瑠流は胸を張って言った。そして流れてきたイカの皿を取った。


    　イカに飽きた諒太はえんがわを取って、一人で二貫食べる。


    「そーいえばりょーた、今日はちょくちょくいなくなってたけど、何してたのだ？」


    　いくら瑠流が深く考えないほうとはいえ、まったく怪しまれないわけにはいかないようだ。


    「いや、その、レアな魚を見つけて瑠流をびっくりさせようとしたんだけど、いなくてさあ」


    「うーん、ある意味、レアな魚だらけの不思議な水族館だったのだ」瑠流は小首を傾かしげる。「りょーたと一緒に来たんだから、一緒に見て回るのが当たり前なのに、どーしてか魚に引き寄せられてりょーたのことなんてどうでもよくなってしまったのだ……なんだかもやっとするなぁ」


    　瑠流はどこか腑ふに落ちない様子だ。どうでもよくなったという言われようは地味にショックだが、瑠流がふらふらと魚に吸い寄せられてくれたからこそダブルブッキングデートが成立したのだ。なんとも言えないところである。


    「まあ、今こうして一緒に飯くってるわけだし、いいんじゃないか？」


    「それもそーだな！　はい、イカ食え！」


    　瑠流はいししと笑ってイカの皿を差しだした。


    　その後、瑠流は寿司の上のネタだけを食べるようになり、諒太は一貫プラス一シャリを食べるはめになった。


    　とはいえ、瑠流が笑うのであれば炭水化物の過剰摂取程度は許せるというのが正直なところだ。


    



    　満腹でももう一食食べなくてはならない。それもガッツリ系。


    　諒りよう太たは瑠る流ると別れて水みず菜なと合流するなり、中華料理店に連れていかれる。


    　水菜はメニューを鋭く睨にらみつけ、大きく息を吸う。


    「天てん津しん飯はんとネギチャーシューメンと焼やき餃ぎよう子ざと水すい餃ぎよう子ざと杏あん仁にん豆どう腐ふください！」


    「俺は……中華丼と焼餃子」


    「山やま伏ぶし君、私だって女の子なんです」


    「ん？　というと？」


    「ひどいじゃないですか！　私のほうが三品も多いじゃないですか、恥かかせる気ですか！　あと三品頼んでください。それに大ライスつけるくらいの男気を見せてください！」


    　どういう乙女心なのか。


    　普段の諒太なら、水菜よりも多く食べることもできたはずだ。しかし既に瑠流と寿司を食べているのだ。それもシャリ多めで。


    　仕方がないので二人でつまめそうなもの、酢豚とエビチリとチンジャオロースーを頼んで誤ご魔ま化かす。結局大ライスを頼むはめにはなったが。


    「そういえば山伏君、途中長いこといなくなってましたよね？」


    「そ、そんなに長かったか？　ちょっとトイレ行ってただけだよ」


    「そうですか……まあ私も寝ぼけてたんで」水菜はそう呟つぶやいてから、口をとがらせる。「それにしても、おかしいですよ。なんで私寝てたんですか！」


    「そんなこと俺に言われても……」


    「確かに私は映画館で寝たことが何度かあります」


    「あるのかよ」


    「でも、今日は緊張してたんです。それなのに、突然眠くなって……どうして……って、緊張なんてしてないですよ！　噓うそです噓！　完全にリラックスしてましたから！　あ、そうですね、リラックスしてたから寝てしまったんですね！　完全に納得しました！」


    　水菜は話を打ち切るようにぱちんと手を叩たたくと、天津販を食べ始めた。


    　水菜の爆睡も瑠流のふらふらと同様に、ダブルブッキングデート成立にひと役買っている。


    　諒太はふと冷静になる。もしもデートの相手が自分のことをすごく想っていてくれたら、ダブルブッキングデートなんてまず成立しないだろう。ふらふらといなくなる瑠流、爆睡する水菜。二人とも諒太のことをろくに考えていないからこそ、ダブルブッキングデートがうまくいったのだ。


    　──まあ、あくまでラブコメ選手権対策のダブルブッキングデートだし別に本気じゃねーし。


    　諒太は自分にそう言い聞かせた。そう思わないと瑠流と水菜にも申し訳ない気がした。


    　苦笑いを浮かべながら水菜の見事な食べっぷりを見ていると、キッと睨まれる。


    「落ち着いて考えてみたら……ガッツリとかかなり恥ずかしいじゃないですか！　私、女の子らしさ皆無じゃないですか！　責任取って山やま伏ぶし君が残り全部食べてください！」


    　諒りよう太たは結局、水みず菜なが注文した分も食べる羽目になった。


    　腹がはち切れそうになりながら、どうにか諒太はダブルブッキングデートを乗り切った。


    



    　しかし最後に待ち構えていたのは響きよう華かだった。


    「今日一日、ご苦労だった」


    「マジで死ぬかと思ったよ。主に飯で」


    　表情の乏しい響華だが、今はどことなく不機嫌そうに見える。


    「それにしても、どうしてあたしはデートにまざれなかったのだ。トリプルブッキングでもよかったではないか」


    「まだそれ言ってんのかよ。瑠る流ると委員長とデート、ってのは響華が言い出したんだろ」


    「なぜあたしはそんなことを……。とにかく、山伏諒太はうめあわせをするべきだ」響華は諒太の腕を取る。「来い。ちょっとつき合え」


    「どこ行くんだよ」　


    「心配するな、悪いようにはしない。むしろ、頑張った山伏諒太へのごほうびだ。少々、刺激が強いかもしれないが」


    「ちょ、だからどこ行くんだって」


    　繁華街から一本入り裏路地、さらに歩き、ぽつぽつとネオンが輝くホテル街になる。そこはまるで別世界で、空気を吸うにも緊張する雰囲気だった。


    　うろたえる諒太をよそに、響華は表情一つ変えずにすたすたと進む。


    「え、と、その……響華？　こういうとこ、あんま歩かないほうがいいって」


    　諒太がたじろぎＵターンしようとすると、響華はぐっと腕に力を入れて、抱きつくように身体からだを密着させる。


    「瑠流と水菜とは楽しんでおいて、あたしとは何もなしか？　二人で汗を流そうではないか」


    　瞬間的に、ベッドの上で髪を振り乱す激しい響華を想像してしまった。表情はどんな……っていかん。


    「そもそも、俺ら、どう見ても高校生だぞ。だいたい、お前は制服着てるだろ、ダメだって」


    「あたしの制服が汚れる心配をしているのか？」


    「え、制服が汚れるって……」着たままなのか。「いや、そういう問題じゃなくて──」


    　すれ違った若いカップルにじろじろと視線を向けられる。冷や汗で背中がじっとり濡ぬれる。


    「あ、そうだ、今日観ないといけないテレビがあったんだ、もう、半年も前から楽しみにしてるやつ。やべぇ早く家に帰らないと」


    「……なるほど、お持ち帰りというわけか」


    　響華を家に連れ込むつもりなどないのに、両親が在宅かどうか、反射的に頭を働かせている。


    「いやダメだダメだ！　これはもう、ラブコメと関係ないだろ！　俺は帰るぞ！　もちろんお持ち帰りなんてしない！」


    「なぜそんなに嫌いやがるのだ」


    「……俺たち、そういう仲じゃないだろ」


    「十分そういう仲だと思うが……二人きりはイヤか？　赤あか城ぎ瑠る流ると妙みよう義ぎ水みず菜なと四人なら」


    「四人とか……そ、そんなのダメに決まってるだろ！」


    　諒りよう太たの脳が焼き切れそうになったとき、


    「着いたぞ」


    　響きよう華かが一軒の店を指さす。


    　カレー屋だった。


    　刺激が強い、汗を流す、制服が汚れる、お持ち帰り……


    「カレーかよ！」


    　よくよく辺りを見渡してみれば、ホテル街を抜けて繁華街に戻ってきている。


    「あたしは最初からカレーの話しかしてないが……山やま伏ぶし諒太はなんの話をしていたんだ？」


    　響華に顔を覗のぞきこまれる。


    「お前……やり口が汚いぞ！　ここなら、あんな、ラブホとかある場所通らなくても来られただろ！　卑ひ怯きよう者もの！」


    「それにしても、あの及び腰、ふふふ、本当に情けなかったな。据え膳食わぬは武士の恥だぞ」


    「……うるせえ。俺は今、腹いっぱいなんだよ」


    「ま、カレーは食べてもらうがな」


    　口ごたえする間もなく、カレー屋に連れ込まれる。


    　席につくなり、常連なのだろうか、


    「特盛りタワーカツカレークソ辛で二つ」


    　響華はメニューを見ずに注文した。


    「勝手に特盛り頼むな。ってかクソ辛ってなんだよ。どんだけ辛いか知らねーけどカレーにクソってつけんなクソが！」


    　ほどなくして運ばれてきたカレーはタワーというよりむしろ要塞で、何にせよ暴力的なボリュームだった。


    　げんなりしている諒太に対して響華は言う。


    「ハーレムラブコメをやっているのだから、相応の無理をしろ。してしかるべきだ。夕飯を三回食べる、そのくらいやってのけろ」


    　不条理を全身で受け止めながら、そうかもしれない、と諒太は思った。三人の女の子と仲良くするなら、夕飯三回くらいの無茶はしなければならないのだ。それがハーレムラブコメの主人公に与えられた試練なのだ。


    「……確かに、今日一日でいろいろ勉強になった。ハーレムラブコメの主人公を演じる上でこの苦労は役に立つかもな。まあ、ダブルブッキングデートなんて二度とやんねえけど」


    「だったら次は、あたしと二人きりでデートはどうだ？　あたしと三回夕飯を食べよう」


    「夕飯の回数は固定なのかよ」


    　諒りよう太たは力なくつっこんで、カレーをひと口食べた。


    　クソ辛かった。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　ダブルブッキングデートのくだりも海のときと同様に『ラブコメの魔』の冊子を参考にして書いた。


    　今更ながらに思う。響きよう華かも入れてトリプルブッキングにすればよかった。そうすれば、より一層ドタバタしてバカみたいな話になったはず。ただ、さすがにトリプルは面倒すぎる。ダブルでも、頻繁なシーンの切り替わりが鬱うつ陶とうしくて面倒だった。小説でさえこの大変さなのだから、もし現実にダブル、いやトリプルブッキングが起こったとしたら、主人公はボロ雑ぞう巾きんのようになるだろう。夕飯も三回食べなくちゃいけないし。現実の諒太がそうなっちゃえばいいのに。次はどんな話を書こう、やっぱりバカみたいな話に仕上げたいな……


    　……ってノリノリで構想を練っている場合なのか。やっぱり現実逃避だ。


    　現実の私は、ファミレスで斬新なパフェの食べ方をして以来、諒太と喋しやべってない。


    　自分が言おうと思ってないことを言ってしまう。変になっちゃう。あれは一体何だったんだろう。魔がさしたというか、なんというか……。


    　……って悩んでみても答えは出ない。今は「目の前の現実」と向き合おう。


    　今日は『ハーレムラブコメ（仮）』の合評だ。美少女たちとの出会いの話、ラブコメ部を結成する話、みんなで海に行く話、ダブルブッキングデートの話で計四十ページほどになった。


    　現実逃避で好き勝手書いたハーレムラブコメだが、これからみんなに読まれて、評されるのだ。


    　人に読まれる、ってこと忘れて書いてた。これ、恥ずかしいな。


    　私はすっかり萎い縮しゆくしながらみんなの感想を待つ。いつもより部室の空気が重い気がする。


    「……よくも悪くも、普通のラブコメではないですね。ラブコメ部を題材にするなんて」


    　後ご藤とう先輩はそっけなく言った。


    「入部のときに聞いた構想はベタベタなハーレムラブコメだったのにな。少年誌に一つか二つある、ラッキースケベに期待が集まりそうな感じの」と中なか林ばやし先輩が言った。


    　それからしばらく脱線、また今週のジャンプの話になった。ジャンプの話のときのほうが盛り上がっており、声も弾んでいた。


    「あたし的に、これはこれでありかなーと思いました」千ち鶴づるが言う。「莉り子こ、面白かったよ」


    　随分適当な感想に、ちゃんと読んでるのかと、うさん臭く思う。


    　難しい顔をしてジャンプの話にも混ざらなかった谷たに原はら部長がようやく口を開く。


    「お前は奇きを衒てらいたいだけだろう。この作品はラブコメを演じる部のラブコメ……つまりメタフィクションなわけだ。ラブコメ部というメタ要素を持ち込むことで、何か効果が得られただろうか？　妙な仕掛けなどせず普通のハーレムラブコメでよかったのでは？」


    　部長の言ってることは正論だ。しかし、私にも言い分がある。


    「それは、不自然だからです。どうして、それほど取り柄がない主人公の周りに美少女が集まるのか。ラブコメ選手権大会でもなんでもいいんですけど、とにかく理由がないと筋が通らないと思って」


    　数秒分の沈黙が部室に堆たい積せきする。やがて部長は私を胡う乱ろんげに見る。


    「お前は、物事を難しく考えすぎなんじゃないか？　よくカタブツとか言われないか？」


    「……といいますと？」


    「ハーレムラブコメに理由なんていらないだろう。例えば幼児向けアニメは、教訓と共にハッピーエンドがもたらされるだろう？　なぜかといえば、そのほうがいいからだ。ハーレムラブコメも同じだ。なぜハーレムなのかといえば、そのほうがいいからのひと言で片づけられる」


    　谷原部長の言ってることは理解できる。ハーレムラブコメは、ハーレムありきでことが進む。なので主人公の男の子がモテモテな理由なんていらない。『ラブコメの魔』もそうだし、ちょっと調べた限り他のハーレムラブコメ作品もそうだ。


    　ただ、それは虚構に限っての話だ。


    　現実は違う。


    　私が綴つづるハーレムラブコメは現実をもとにしているのだ。理由がなければ納得できない。


    　なんで諒りよう太たがモテているのか。おかしいじゃないか。


    　だから私は理由を探した。見つからなかったからラブコメ選手権という捏ねつ造ぞうをほどこした。


    　気まずい沈黙を振り払うかのように中なか林ばやし先輩が、


    「莉子、とりあえず一回プロット出せよ。この作品、着地点はどこなんだ？　お前はこのハーレムをどうしたいんだよ」


    　──私は、このハーレムをどうしたいんだろう。


    　これで合評が終わっていれば、可愛かわいいものだった。


    「それともう一つ、また説教臭くなっちゃって悪いんだけどよ」中林先輩が苦笑いしながら呟つぶやく。「このダブルブッキングデートの舞台のモデルってつつじモールだろ？」


    「……え？」


    「水族館と映画館があるっつったらつつじモールだろ」


    　執筆するにあたってのモデルはなかったが、現実にそんな場所があったのか。


    「……すいません、知らないです」


    「知らないってことはねえだろうよ。駅の近くにあるじゃん。あ、知らないって、行ったことないってことか？　さっき細部の描写の話が出たけどよ、書くときの意識も大事だけどやっぱ実際に見て特徴摑つかむ必要があるだろ。取材っつったら大おお袈げ裟さだけど」


    「え、ちょっと待ってください。その、つつじモール、ってこの辺りに？」


    「できてもう五年くらい経たつぞ。おまえ大丈夫か？」


    　私はすがるような思いで千ち鶴づるを見やる。そんな場所ないよね？


    　千鶴はいつも通り、スタバのロゴが入ったタンブラーで……って、え？


    　よく見ると違う！


    　ロゴは、スターバックスコーヒーではなく、オイスターバックスコーヒー。


    「ちょっと待ってください」私は思わず立ち上がる。覚悟も決めないうちから口に出してしまう。「てことは、え、全国高等学校ラブコメディ選手権って……実在してたりします？」


    　またも部室が沈黙に支配された。


    　後ご藤とう先輩が笑顔を崩し眉み間けんにしわを寄せている。


    「莉り子こさん、急にキャラ変えですか？　不思議ちゃんは現実では絡みづらくて嫌われますよっていうか私は嫌いです」


    「それにしてもやっぱりラブコメ選手権を題材にするのはどうかと思うぜ」中なか林ばやし先輩は原稿をぱらぱらめくりながら言う。「虚構の中くらい、普通のラブコメでいいよ。ラブコメ選手権なんて、現実だけで腹いっぱいだ」


    「あの、」それ全部私の妄想の産物です！　とは言えなかった。「……調子悪いんで、帰ります」


    　私はよろめきながら部室を出た。


    　私、現実と妄想の区別がつかなくなってる？


    　それとも、私の書いた小説が現実になってる？


    　廊下が果てしなく長く感じた。


    



    　ちょっと待って。いったん落ち着こう。私は正常？


    　──はい。私は正常です。


    　そらきた！　異常者に限って自分は正常だと言ってきかない客観的に物事を見られない視し野や狭きよう窄さく状態に陥っているのだ！


    　いや、でも、ほんとに正常だし。


    　ここに、二つの仮説がある。


    　一つ目、私は現実と妄想の区別がつかないくらい頭がおかしい。


    　二つ目、私の小説が現実を上書きしている。


    　残念ながら一つ目の線が濃厚だ。だってここのところの私は明らかに変だ。


    　ベッドの上で悶もだえながら壁にガンガン頭をぶつけていても、事態は何も進展しない。


    　私は、どこでおかしくなったのだろう。


    　思えば、最初におかしくなったのは文芸部に体験入部にいったときだ。あのとき『ラブコメの魔』の冊子を読んで、身体からだが熱くなって、冊子が突然消えた。あのときから私はおかしくなったのかもしれない。その後、何かに憑つかれたみたいにラブコメを書きたくなったし。


    　そういう発端を考えると、私の小説が現実を上書きしてる説のほうが有力？


    　私は深呼吸した。冷静に、事態を見極めよう。実際に小説を書いて、試せばいいんだ。


    　何もかしこまる必要はない。今まで通り、バカっぽいハーレムラブコメでいい。


    　私はノートパソコンに向かい、ラブコメを書き始める──


    



    　五月十日、土曜日、諒りよう太たたちラブコメ部は練習試合をすることになった。


    　対戦相手は、生徒会長である三さん条じよう実み由ゆ紀きが率いる演劇部。戦いの舞台は第二講堂。


    　試合開始の午前十一時の三十分前、三条実由紀を先頭に演劇部の面々が講堂にやってきた。


    「これは驚いた！」三条会長は大仰な身振りで言った。「我々との戦いに慄おののいたラブコメ部はてっきり逃げ出すものと思っていたからね、今日は我々の単独公演になると踏んでいたのだよ」


    「おい会長！　祥しよう愛あい学園代表を[image: ]かけて勝負とはどういうことなのだっ」


    　瑠る流るは生徒会長相手にもタメ口だ。


    「我々演劇部は、普段は重厚な演劇に取り組むが、息抜きにラブコメを演じることもあってね。息抜きレベルでも、諸君の演じるラブコメを凌りよう駕がするだろう。即すなわち、我が校を代表してラブコメ選手権に出場するのは、我々演劇部がふさわしいというわけだ」


    　諒太は怪け訝げんに思う。なぜ演劇部と戦わなければならないのか。祥愛学園の演劇部といったら、部員は全員女子生徒だ。目の前にいるのも、全員女子。


    「俺たちが出場するのはハーレムの部です。会長たちが選手権に出場するとしたら、百ゆ合りコメの部ですよね？　だったら代表を[image: ]けて戦う必要なんてないじゃないですか」


    「ふっ、我々が演じるラブコメはハーレム百合コメでね」会長は不敵に笑った。「ハーレムの部でも百合コメの部でも出場可能だ。そして、我々はハーレムの部を選んだというわけさ」


    　考えようによっては、ラブコメ部を潰つぶしにかかっているともとれるが、真意は分からない。


    「いや、失礼、ただのハーレム百合コメじゃない」


    　三条会長は真っ赤なピンヒールを履いて毛皮のコートを羽織ると、青いカラコンをつけ、豊かなブロンドのかつらを被かぶり、


    「わたくしたちが演じるのは、ドＳハーレム百合コメですわ」


    　艶つやのあるたおやかな口調で言った。すると取り巻きから黄色い歓声があがる。


    「キャーッ、三条会長の十八番キャラ、丸まる木き戸どヴィーナスよー！」


    　諒太は息をのむ。丸木戸ヴィーナスに扮ふんした三条は、ただ微ほほ笑えんでいるだけだ。


    　にもかかわらずその口元や視線から嗜し虐ぎやく心が滲にじんでいて、先ほどまでとはまるで別人だ。


    　これが、三さん条じよう実み由ゆ紀きの演技力か……あるいは裏の性せい癖へきか……。


    「本日の対戦、フリースタイルということでお話をいただいていたのですが……」三条会長はブロンドヘアをかき上げながら言う。完全に丸まる木き戸どヴィーナスモードのようだ。「どうでしょう、せっかくですし、地区予選の形式と同じ、シチュエーション指定にしませんこと？」


    　フリースタイルは、ラブコメ選手権の本戦で採用される形式、すなわち、まったく自由に各々がラブコメを演じるというもの。対して、シチュエーション指定は、定められた一つのシチュエーションをそれぞれのチームが演じるというもの。得手不得手が関わる、運も左右する形式。


    　自分たちはまだ持ちネタが少ない、前もって練習してきた体育倉庫に閉じ込められてしまうシチュエーションを演じるべきではないかと諒りよう太たは思ったが、


    「いいだろうっ、受けて立つのだ！」


    　瑠る流るが安請け合いしてしまう。


    「では、公式ルールブックに則のつとり、シチュエーションを決めましょう」


    　三条会長改め丸木戸ヴィーナスは一冊の本を取り出す。日本高等学校ラブコメディ連盟、通称高ラ連が毎年編へん纂さんしている、ラブコメマンガだ。ここには様々なラブコメのシチュエーションが描かれている。


    　ぱらぱらとページをめくる丸木戸ヴィーナス、「ストップ！」と瑠流が声をかける。


    　選ばれたページは、校舎の屋上、ヒロインたちが手作り弁当を持ち寄って主人公に食べさせようと火花を散らしているシーンだった。


    「決まりましたわね。今日のシチュエーションは『恋の手作り弁当対決』ですわ」


    　丸木戸ヴィーナスがぱちんと手を叩たたき、演劇部の面々がうなずいた。


    「……ん？」


    　諒太は気づく。演劇部の面々は、既に弁当らしきものを手にしている。


    　訝いぶかりの視線に気づいた丸木戸ヴィーナスは唇くちびるを歪ゆがめて笑う。


    「どうかなさいました？　わたくしたちは小腹が空すいていたので、早めのお昼にしようと思っていたのですわ。ですが、お弁当シチュということで、この食べようと思っていたお弁当をそのまま使う、ただそれだけのこと。何もインチキなどしてませんわ」


    　丸木戸ヴィーナスは笑いながら本に火をつけて燃やした。


    　おそらく、彼女の本は全ページがお弁当のシーンだったのだろう。はめられたのだ。


    「りょーた、安心しろ！」瑠流にばしんと肩を叩かれた。「わたしたちだって、お弁当くらい持っているのだ！　アドリブで戦うぞっ」


    　瑠流の勝ち気な笑顔を見ていると、闘志が湧いてきて、何でもやれそうな気持ちになる。


    「そうだよな！　よっしゃ、俺たちのラブコメ、見せつけてやろうぜ！」


    　ラブコメ部は円陣を組んで、吼ほえた。


    



    　我ながら、書き進めるのを戸惑うほどにバカっぽい。なんだ丸まる木き戸どヴィーナスって。


    　とはいえ、もしも私の小説に現実を上書きする力があるのなら、明日、第二講堂で三さん条じよう会長は本当に丸木戸ヴィーナスを演じるはずだ。


    　私は小説の続きを書いた。


    　三条会長率いる演劇部のドＳハーレム百ゆ合りコメに圧倒されるも、ラブコメ部は自分たちらしいラブコメで応戦する。瑠る流る、響きよう華かとの掛け合いはうまくいくが、緊張した水みず菜なとの掛け合いはうまくいかない。そんな絶体絶命のピンチの中で、水菜は起死回生の手を思いつく。しかし、既に勝負を諦あきらめてしまっている諒りよう太たは演技をやめてしまい、水菜の閃ひらめきも虚むなしく舞台は台なしになる──そんな展開だ。


    　明日の午前十一時、祥しよう愛あいの第二講堂に行き、客席からすべてを見守るつもりだ。


    　本当に、諒太たちは演劇部とラブコメ対決なんてするのかな……


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　恐るべし、丸木戸ヴィーナスであった。


    　演目は『丸木戸ヴィーナスと三匹のメス豚』。


    　手作りお弁当対決といえば各ヒロインが様々なお弁当を持ち寄って主人公に食べさせ競い合うというのが普通だが、ドＳハーレム百合コメは違った。三人のヒロインに対して丸木戸ヴィーナスが三種類のドＳな弁当を振る舞うというワンマンショーだった。


    　ヒロインＡには素材の味だと言って土のついたゴボウを食べさせ、ヒロインＢにはクーラーボックスに入った凍ったままの冷食弁当を食べさせた。しかし一番の衝撃はなんと言ってもヒロインＣに猿ぐつわをかませ、鼻の穴から弁当を食べさせるというドＳぶりだった。


    　そんなドＳ行為以上に恐ろしいのは彼女たちの表情で、いじめられて恍こう惚こつとするドＭヒロインたちもさることながら、やはり圧巻だったのは丸木戸ヴィーナスの嗜し虐ぎやく的てきな目、愉ゆ悦えつの笑みだ。さすがの演技力、あるいは裏の性せい癖へき。迫真性という点においては、かなりのハイレベルだ。


    　が、そんな『丸木戸ヴィーナスと三匹のメス豚』に満足しているのは当人たちだけで、観客は錯さく綜そうする性倒とう錯さくにドン引きしていた。


    　圧倒的な演技力とＳＭ力を前にして、ラブコメ部の面々はすっかり恐れをなしていた。瑠流と水菜は抱き合うようにして震ふるえあがっている。その中にあっても冷静さを保っている響華は、


    「予想以上に過激だったな。こっちも対抗して山やま伏ぶし諒太にひどいことを──」


    　どこから持ってきたのか、荒縄を握りしめている。


    「落ち着けよ。ラブコメの心を忘れたか？　お客さんに楽しんでもらうことが大切だ」諒太は観客席を見やる。「よく見ろ。客席が引いてるぞ。楽しんでるのは当人たちだけだ」


    「そっか……そうだな！　ラブコメはお客さんを笑顔にしなくちゃいけないのだ！」


    　瑠る流るの顔に笑みが戻る。


    「魅力的なラブコメを見せるには、お客さんに楽しんでもらうという奉仕の心だけでなく、自分たちが楽しむことも大切だ」諒りよう太たは言った。「上うわ辺べの演技じゃ、見透かされるぞ」


    「私たちも……楽しむ……」


    　水みず菜なはぎゅっと手を握りしめ、一つ、うなずいた。


    「お前ら、ドンと来い！　アドリブ上等！　どれだけドタバタしても俺は平気だ！」


    　ラブコメ部は円陣を組んで、舞台に上がった。


    　客席は冷え切っている。逆境に見えるが、かえってチャンスかもしれない。


    　過激すぎるドＳハーレム百ゆ合りコメを観た後である、ほのぼのした笑いがハマるかもしれない。


    　準備できるのは、普通に食べるはずだった持参の昼食。


    　台本はなく、すべて即興で演じなければならない。それでも、やるしかないのだ。


    　祥しよう愛あい学園ラブコメ部の舞台が幕をあける。


    　四人は客席に向かうような半円形の位置取りで腰を下ろす。


    　諒太は客席を一いち[image: ]べつして、ハッとした。向かって右側三列目の最前列。


    　莉り子こがいた。


    　最近険悪だったが、舞台を見にきてくれたのだ。


    　しかし莉子は啞あ然ぜんとしていて、心ここにあらずといったふうだった。ドＳハーレム百合コメの恐怖を引きずっているのかもしれない。確かに、顔色の悪い客もぽつぽつといる。


    　恐怖心を払う、いいラブコメを見せられればいいけど……諒太はさらに気合いを入れた。


    「飯を食わせてくれるのはありがたいけど……お前らの手作り弁当、すげえ不安だ」


    　諒太は顔を強こわ張ばらせながら言った。アドリブの不安から表情が硬くなったが、ヒロインの料理の腕に対する不安のようになる。


    　三人のヒロインは視線を交わし合っている。誰から行こうかという逡しゆん巡じゆんが、ライバルを牽けん制せいしている演技にも見える。


    　瑠流は弁当箱を掲げて笑い、諒太に寄り添う。


    「りょーたはわたしのお弁当を気に入るのだ！　だってわたしの好きなものを詰めたんだから、りょーたも好きに決まってるのだ！」


    「好みから考え方まで瑠流らしい弁当ってわけか」


    　すると水菜が瑠流と諒太の間に割り込む。


    「山やま伏ぶし君は私のお弁当を気に入ります！　頑張って朝の四時に起きてお弁当を作ったんです。作り終わったあと二度寝しましたけど」


    「四時起きの意味ねーな。弁当作るのにかかる時間計算するところでもっと頑張れよ」


    　今度は響きよう華かが水菜を押しのけて諒太の傍かたわらに座る。


    「ふ、当日慌てて作るとは愛が足りないな。あたしは一週間前から用意しておいた」


    「それ腐ってるだろ……」


    　弁当を食べる前の小競ぜり合い、なかなかテンポのいい滑り出しだ。


    「じゃあ、まずはわたしのお弁当食べるのだ！」


    　先陣を切ったのは瑠る流るだ。


    「おお、すごいな、三段の弁当だ」


    　諒りよう太たは展開を組み立てる。理想としては、三段弁当、三段オチに持っていければいいが、瑠流の弁当は普通の昼食として用意されたものだ。そううまくはいかないかもしれない。


    「一段目は、じゃーん！」


    　瑠流は弁当の蓋ふたを開けて、中身を手に取って見せた。


    「一段全部イカ焼きかよ！」


    　一段目の中身は、串に刺さった大きなイカの丸焼きだった。


    「さてさて二段目はー？　──じゃじゃーん、イカ飯なのだー」


    「三段弁当で二段被かぶるってどういうことだよ！」


    「そして三段目はー？　はい！　白いご飯っ」


    「三段もあんのにイカと米だけじゃねーか！」


    　瑠流はいししと笑いながらイカ焼きをかじった。笑顔でイカを頰ほお張ばる光景は、なかなか愛あい嬌きようがある。が、


    「イカ嚙かんでる時間なげーよ！　これ、全然会話盛り上がらねーだろうが！　って言ってるそばから二口目食うな！」


    　瑠流がイカを嚙んでいる間、諒太がツッコミを長引かせなければならなかった。


    「さて、次はあたしの手作り弁当だな」


    　響きよう華かがコンビニの袋を掲げて見せる。


    「お前……見た限りだと、手作りでもないし弁当でもなさそうだけど」


    　響華が袋から取り出したのは、カロリーメイトのチーズ味だった。


    「どこが手作りなんだよ」


    「いや、確かに手作りではないが、ちゃんと手間暇かけたぞ。レジに四人も並んでたんだ。それに、買うとき一万円くずした」


    「それレジの人の手間だろ。やっぱり弁当は手作りじゃないとな。人のぬくもりって大事だ」


    「人のぬくもり……女体盛りか。ちょっとスーパーで刺身買ってくる」


    「ぬくもりってそういう意味じゃねーよ！　しかも結局手作りじゃないし！」


    　客席の笑いは失笑も混ざっているが、和やかといえば和やかで、雰囲気は悪くない。


    　ここまで、なかなかテンポよくきている。アドリブにしては上出来だ。


    　まるで脚本通りにネタ合わせをしたかのように言葉がするすると出てきてかみ合う。


    　──勝ちたい。


    　ただの勝利ではない。不意打ちで挑まれたフリースタイルで勝利を収めれば、大きな自信に繫つながるはずだ。


    「次は、委員長の弁当だな」


    　水みず菜なの顔は青ざめ、血の気が引いていた。


    「あ、あの、私のお弁当、すごく普通なんですけど……」


    　水菜は泣きそうな顔で弁当の蓋ふたを開ける。中身は唐揚げ、ウインナー、玉子焼き、ほうれんそうのソテー、ミニトマト、ふりかけご飯……確かにド定番すぎてネタにしづらい。


    　もしも水菜がトップバッターだったら、普通の手作り弁当を普通に楽しむ、うれし恥ずかしテイストでまとめることもできただろう。が、瑠る流る、響きよう華かと奇抜な弁当だったので、ここから普通のラブコメ路線で攻めるというのは得策ではない。


    「……えーと、じゃあ玉子焼きをもらおうかな」諒りよう太たは玉子焼きをひと切れ食べる。「しょっぱ！　塩の味しかしねえ！　むしろ塩よりしょっぱい！」


    「え、そんなはずありませんよ、ちゃんと味見しましたもん」


    「……うん、まあ、そうだね、普通の味だった」


    　見た目は普通の弁当だが味はめちゃくちゃの線で攻めようと諒太は踏んだが、水菜にあっさりと否定されてしまった。


    「ええと、じゃあ、この唐揚げをもらおう」諒太は唐揚げを口に放り込む。「あれ？　なんか変わった食感だな……これ、ほんとに鶏肉か？」


    「はい。スーパーで買った鶏モモ肉です」


    　まったくどうにも広がらない。


    　会話が弾まないぐだぐだの状況になり、客席もざわつき始める。


    　すると、俯うつむいたいた水菜はそわそわしだした。ヘアピンをなぞり、ずれてない眼鏡めがねを押さえる。そして、顔を上げると、キッと鋭い目で諒太を見つめ、


    「私のお弁当、もっと口汚く罵ののしってください、わたし、山やま伏ぶし君にいじめられたいです」


    　声を震ふるわせながら言った。


    　なぜそこで対戦相手のドＳネタに被かぶせる……。


    　諒太の緊張感が急に途切れた。


    　客席は完全に冷えてしまっている。今更何をやろうと遅い。もう演技なんてやめよう。


    「ど、どうしたんですか山伏君、私を罵ってください！」


    「じゃあ、今日の演技のことで言っていい？　委員長、ひどかったよ。普通の弁当なのは仕方ないよ？　つーか変な弁当持ってきてる瑠流と響華がおかしいんであって、普通な弁当持ってきてるのは全然悪いことじゃないんだよ。でも実際問題、ライバルヒロインが変な弁当持ってきてて、普通の弁当持ってきてる委員長が三番手、いわばオチのポジションに回ったわけじゃん？　だったら何か工夫が必要だって分かるじゃん、なんで俺のフリに乗らなかったの？　あとさ、委員長、自分が喋しやべってないとき、完全に舞台にいること忘れて俯うつむいてるよね、科白せりふ言ってるときだけが演技じゃないからね、お客さんはそういうとこまで見てるから」


    　客席がしんと静まり返った。


    　諒りよう太たは自分の言ったことが信じられなかった。確かに本音ではあるものの、今、ここで言うべきことじゃない。それなのに、どうしてか口をついて出てしまった。


    　水みず菜なは啞あ然ぜんとして諒太を見つめていたが、


    「……そんなリアルなダメ出ししなくたっていいじゃないですかぁ！　バカぁあああっ」


    　舞台の端から飛び降り、講堂から出ていってしまった。


    　異様な雰囲気に包まれた第二講堂だったが、突然何者かが拍手をした。


    　丸まる木き戸どヴィーナスだった。


    「舞台の本番中、観客の目の前で説教……なんという見上げたドＳなのでしょう、山やま伏ぶし諒太という殿方は！　わたくしのドＳぶりなど霞かすんでしまいます。　貴方こそ、ドＳオブドＳです！」


    　丸木戸ヴィーナスは舞台に上がり、諒太に握手を求めてきた。なんとなく諒太が手を握り返すと、客席からぽつぽつと戸惑い気味の拍手が聞こえ、ラブコメ対決は幕を閉じた。


    



    　観客による審査の結果、結局は演劇部の勝利となった。


    　しかしそんなことはどうでもよかった。いなくなった水菜の行方が最優先だ。


    　最寄り駅のホームにもいないし、電話にも出ない。


    　諒太は心当たりのある場所を手当たり次第に回った。眼鏡めがね店、映画館、眼鏡店……。


    　そして、ダブルブッキングデートで夕飯を食べた中華料理店に入る。


    　果たして、そこには水菜がいた。


    　泣きながら餃ぎよう子ざを食べている。手にはウーロン茶らしきものが入ったジョッキ。


    「委員長、ここにいたのか」


    「山伏君……」水菜は泣き腫はらした目で諒太を見る。「私のことは放っておいてください」


    「ごめん、俺、どうかしてた。魔がさしたっていうかなんていうか、とにかく俺、あんなこと言うつもりなくて、ほんとごめん！　委員長のこと傷つけちゃったよな……」


    「そんな噓うそいらないですよ。山伏君はダメな私に愛想を尽かして、みんなの前でダメ出ししたんでしょう？　ぐうの音も出ない正論でした」


    「いや、確かに本音も混じってたけど、あんなところで言うつもりなかったんだ」


    「……私、何をしてもダメなんです。勉強もダメ、スポ─ツもダメ、オンチだし、絡みづらいって言われるし、挙句の果てに眼鏡ですよ」


    　確かに、水菜は授業中よく寝ているし、体育ではチームの足を引っ張っているらしいし、クラスでもよく空回りしている。


    「あ、でも、弁当はおいしかったよ、委員長、料理上手だな」


    「あれはお母さんが作ったお弁当です。四時に起きたのは、お母さんを起こしただけです。私、料理できないって、海でカレー作ったときに言ったじゃないですか。まあ、山やま伏ぶし君にとってはどうでもいいことですよね」


    「……ごめん」


    「そして、ラブコメもですよ。ダメな私には、ラブコメも務まらないんです」


    「そんなことないって、今日は確かに、あんまよくなかったけど、委員長はラブコメ部に必要だよ。つーか最後はいいネタ思いついてたじゃん、相手チームのネタに被かぶせてドＭを演じようとするなんて、なかなかできることじゃないって。委員長、勇気あるよ」


    「委員長、なんて呼ばなくていいですよ、私は委員長の器ではないですから。腐れ眼鏡めがね女とでも呼んでください。バカ、とかでもいいです」


    　水みず菜なは残っていた餃ぎよう子ざを二ついっぺんに頰ほお張ばると、ジョッキのウーロン茶を飲みほし、


    「餃子とウーロン茶おかわりー」


    　と、どこか投げやりな調子で叫んだ。自じ[image: ]ちよう的てきに笑って見せる水菜だが、割り[image: ]ばしを握った手は悔しさからか、小刻みに震ふるえていた。


    「委員長って、たぶんすげー頑張り屋なんだよ。委員長やったりラブコメに挑戦したり、ほんとのダメ人間だったら、そうやって何かに挑んだりしないんだよ」


    「でも、私じゃ何も成し遂げられないんです」


    「倒れたって、また立ち上がればいいだろ。だいたい、委員長のダメさ加減からすると、今まで何度も倒れてるはずだ、それでも立ち上がってきたから、今があるんじゃないのか？」


    　途中、さりげなく水菜をこきおろしてしまったが続ける。


    「委員長、なんで泣きながら餃子食ってるんだ？　泣いてるのは、今の自分に満足してないからだ。餃子食ってるのは、また立ち上がるためにスタミナをつけてるんだ」


    　俯うつむいていた水菜が、顔をあげる。その表情は、あまりに幼かった。


    　ずれた眼鏡、泣き腫はらした瞳、餃子の油でベタベタの唇くちびる。


    「明日からまた頑張ろうぜ、委員長」


    　諒りよう太たは水菜の眼鏡をかけ直し、唇をティッシュで拭ぬぐい、頭をぽんぽんと叩たたいた。


    「そんなふうに触らないでください！」水菜は鋭く言った。が、怒りだすわけではなく、もじもじとしている。「……触るなら、もっと優しくしてください」


    　いつかの放課後は、落とした眼鏡を渡すだけでもひと苦労だったのに。


    　諒太は苦笑しながら水菜の頭をそっと撫なでた。


    　すると、怒られた子供のように俯いていた水菜は、ぱっと笑顔になった。


    「委員長、映画のときもそうだったけど……立ち直り早いな」


    「ところで山伏君。私、餃子四枚食べたんです」


    「見事なヤケ食いだな」


    「まさかここでも私に恥をかかせるなんてことはないですよね？　私よりたくさん食べてくれますよね？」水みず菜なはビシッと手を伸ばし店員を呼ぶ。「すいませーん。餃ぎよう子ざ八枚、あと大ライス、それからウーロン茶ピッチャーで！」


    「勝手に注文すんな！」


    　諒りよう太たはぱしんと水菜の頭を叩たたいた。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　私は自室のノートパソコンに向かっていた。


    　画面には『ハーレムラブコメ（仮）』の「第五話　ＶＳ丸まる木き戸どヴィーナス」のシーン。　


    　さっきまで学校の第二講堂で観ていたラブコメ対決を反はん芻すうする。


    　三さん条じよう会長扮ふんする丸木戸ヴィーナスのドＳ弁当から諒太のリアルなダメ出しまで、私の書いた小説通りの展開だった。


    　ということは、この後は、丸木戸ヴィーナスに扮した三条会長がドＳ後継者である諒太の家に来るはずだ。小説では「夜」としか書いてない。今は午後七時、まだ来てないかもしれないし、もう来たかもしれない。今から諒太の家に行って確かめてこよう。


    　そういえば諒太は舞台が終わってすぐに水菜を追いかけていったみたいだけど、二人は会えたのかな。小説では舞台終了から丸木戸ヴィーナスが山やま伏ぶし家に来るシーンに飛んでいる。その間の時間、書かれていない時間にも何かしら起きてはいるはずだ。


    　さっきのラブコメ対決にしても、全部が全部私の書いたままというわけじゃない。例えば、ラブコメ部の舞台の響きよう華かパートはカロリーメイトのネタしか書いてないのに、現実では女体盛りのネタが追加されていた。それから、小説では諒太がリアルなダメ出しをしたとしか書いてなくて内容は考えてなかったけど、現実では具体的なダメ出しをしていた。


    　もし水菜に会えたら、諒太は謝るだろう。水菜が落ち込んでいたら慰なぐさめるだろう。それはそれで、ちょっといい感じの雰囲気なのかもしれない。想像すると、なんだかもやもやする。


    　──そんなもやもやは、山伏家に向かうなり吹き飛んだ。


    　玄関の前で、諒太が呆ぼう然ぜんとしていた。


    　頭には、金髪ロングのかつらを被かぶっている。


    「諒太、それ……」


    「うわ、莉り子こ！」私に気づいた諒太はあたふたしている。「いや、これは誤解なんだ、俺に女装癖なんてない！　さっき三条会長が来て、『お前が二代目丸木戸ヴィーナスになれ』とかいきなり言われて、このヅラ被せられたんだ」


    　やっぱり私の小説は現実を上書きしてるんだ。


    　どうして私なんかにそんな不思議なことができるのだろう。


    　私はごく普通の女の子のはず……と思ったけど、私は全然普通じゃなかった。


    　自分の意志と関係なく妙な言動をとってしまう、変な女だった。


    　よくよく考えてみると、変になっちゃうのはいつも諒りよう太たの前だ。


    　私が変になるのは諒太が何か関係してるのかな……。


    「こんな状況で言うのもアレだけど」諒太は金髪のかつらを外して呟つぶやく。「せっかくだし、あがってく？」


    　私は俯うつむいたまま黙ってうなずいた。


    　また諒太と話してて変になっちゃったら嫌いやだなと思ったけど、ラブコメ選手権のこととか、ラブコメ部のこととか、いろいろ聞いて確かめたかったのだ。


    　家にあがって、紅茶とコーラのどちらがいいかと聞かれ、紅茶をお願いする。


    　お湯を沸かす諒太は背中を向けたまま、いやに明るい調子で言う。


    「なんか久しぶりだよな。こうやって二人でいるのって」


    「そういえば、今日、舞台観たよ。あれ、ラブコメ部、でいいんだよね？」


    「ああ、そういや莉り子こ、一番前の席にいたっけ。ありがとな」


    　私の声がひきつっていて、諒太もそれにつられているのか、ひきつった声で答える。


    「俺、実は悩みがあってさ。悩みっつうか、ふとした瞬間に、思うことなんだけど……莉子、ラブコメ選手権って知ってる？」


    「え？」


    「俺は、ラブコメ部で、ラブコメ選手権優勝を目指してる。ってことになってたんだ、いつの間にか。……ラブコメ選手権って昔からあったっけ？」


    　諒太はこめかみを指で押さえながら、どこか不安げに言った。


    「……諒太、」


    　それは私の妄想小説の影響なの！


    　言えなかった。そんなこと正直に言うわけにはいかない。


    　諒太と美少女三人のハーレムを陰かげからこそこそ見ていて、それをモデルに小説を書いている──そんな気持ち悪い女だと知れたら、諒太は私のことを嫌いになるだろう。


    　いや、もう嫌われてるか。だって私が突然一方的に無視してるんだもん。奇行も多いし。


    「ごめん莉子、いきなりこんなこと言われても困るよな。ラブコメ選手権は夏の風物詩で、国民的な関心事だ。俺、おかしいよな」


    　私は立ち上がって諒太を見つめ、


    「ごめん。違う。違うの。諒太は何もおかしくない。おかしいのは私なの！」


    　と言った。ダイニングテーブルの上でセクシーな女め豹ひようのポーズをしながら。


    「……莉子、高校入ってから、ほんとおかしくなったよな」


    　私は顔を強こわ張ばらせながらテーブルから降りた。何も反論できなかった。


    　私たちはお互いに俯うつむいたまま黙っていた。


    　諒りよう太たは今、何を考えているだろう。おそらく、私のことを考えているだろう。幼なじみはとんだ変態女だとドン引きしているはずだ。


    「……ごめん、帰るね。私おかしいんだ」


    　諒太は逃げるように帰ろうとする私の右手首を摑つかんだ。


    「とりあえずさ、紅茶一杯飲んでけよ。落ち着くから」


    　諒太の笑みに対して、ぎこちなくうなずく。


    　お湯が沸きやかんが鳴る。


    　私はキッチンに立つ諒太の背中に抱きついた。


    「え、ちょ、莉り子こ、どうした……急に」


    「ごごごごごめん、違うの！　これは全然、そういう変なつもりとかじゃなくて！」


    　慌てて諒太から身体からだを離さず背中に抱きついた体勢から「どりゃあああああ」とジャーマンスープレックス。


    　私はそのまま固まっていた。


    　別にスリーカウント待ってるわけではなく、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。下着姿で。


    　……って下着姿？　いやぁああ!!

  


  [image: ]



  
    「莉り子こ！　いつの間に服脱いだんだよ！」私のホールドから身を解といた諒りよう太たは目を逸そらしている。「ふ、服着ろって！」


    「ごごごごごめん！　……あれ？　服がない！」


    「なんで服ないんだよ！　俺の部屋から適当に服持ってきて着てくれ！」


    　私は頭の中がぐちゃぐちゃのまま居間を出て階段を駆け上がり、諒太の部屋に飛び込んだ。


    「……なんなの……一体なんなの」


    　弱々しく漏もらした瞬間だった。


    『それはこっちの科白せりふだよ！　なんで莉子ちゃんは諒太とラブコメしてくれないの！』


    　どこからともなく、甲かん高だかい声が聞こえてきた。


    「だ、誰？」


    　するとフラッシュが焚たかれたみたいに目の前が真っ白になる。


    　何度かまばたきをして視界が戻ったとき、私の目の前には、白いローブを着て黒い極太マジックを持った小さな女の子が立っていた。


    　え、もしかして、これ、お化け……っ。


    『ちょっとなんなのーそのリアクション！　お化けとか妖よう怪かい見た人みたいだよー』


    　女の子の声は頭の中に直接響いてくるみたいに聞こえる。


    「お、お化けじゃん！」


    『はぁ？　こんな可愛かわいいお化けがいるわけないでしょ！　アタシはラブコメの魔。よろしくね』


    「ら、ラブコメの魔？」


    　私がハーレムラブコメを執筆するにあたって参考にしている、あの冊子と同じ名前だ。


    　女の子はぶうっとほっぺたを膨ふくらませて、私にマジックの先を向ける。


    『アタシは莉子ちゃんにとり憑ついた、ラブコメを司つかさどる「魔」だよ！　本当は陰かげから応援するつもりだったけど、こうやって直接、お説教しに出てきたんだよ！』


    「……ラブコメを司る……魔？」


    『簡単に言うとー、アタシは、莉子ちゃんのラブコメを応援する、恋のキューピッドみたいな感じ？』


    　会話が成り立っているせいか、次第に恐怖心が和らいでいく。女の子も、おどろおどろしい感じはなくて、確かに可愛い。


    　諒太の前で突然変になったり、小説書いたら現実を上書きしたり、ラブコメの魔を名乗る[image: ]なぞのお化けみたいな女の子を見たり……私の身に何が起きてるの？


    　さっき、この子は私にとり憑いてるって言ったけど……。


    「……もしかして、私が諒太の前で変になっちゃうのって、あなたのせい？」


    『変だなんて失礼だなー。それを言うなら恋でしょ。アタシはラブコメを演出してるんだよ。さっきとか、すっごくラブコメっぽかったのに。我ながら完かん璧ぺきなラブコメだったなー』


    「……あれのどこがラブコメなの」


    『だってー、抱きついて「ラブ」でしょ？　そっからのジャーマンで「コメ」でしょ？　下着姿で「ちょっぴりエッチ」。花丸満点のラブコメじゃん』


    　女の子がニッと笑うと、小さな八重歯が覗のぞいた。


    　このラブコメの魔を名乗る女の子がどんな存在なのかは分からないけど、とりあえず、ラブコメというものをはき違えてることだけは分かった。


    　女の子のいたずらっぽい笑顔を見つめながら頭をかかえていると、


    「り、莉り子こー？　大丈夫か？」


    　一階から、諒りよう太たの声が聞こえる。


    「と、とりあえず私は下に降りるから、あなたはここで待ってて」


    『あ、大丈夫だよ、アタシ、莉子ちゃん以外には見えないから』


    　私はベッドの上に脱ぎ捨てられていた諒太のスウェットを着て居間に戻った。


    「諒太、さっきはごめん、えと、その……」


    　諒太は私の裸ワイシャツ姿を見てぎょっとする。


    「適当に服着ろって言ったけどなんでそのチョイスなんだよ！」


    　なんで！　スウェット着たはずなのに！


    　私は胸元を隠しながら慌てて部屋を出ていくなんて弱虫じゃ恋は叶かなわないから諒太の胸に抱きついた。


    「うああああああああああごめん何やってんだ私ぃいいいいいいいいいいいい」


    　密着してる身体からだを離そうとするけど諒太の背中に回した手が離れない。私は諒太を抱きしめたまま背中から倒れ、ちょうど押し倒された格好になると見せかけて「うぉらっしゃああああああああいっ」と巴ともえ投げ。


    　悲しいかな、技は綺き麗れいに決まった。


    　……これ、間違いなく、ラブコメじゃないよね。

  



  
    



    


    　　第三章　ラブコメ〈魔改上書オーバーライト〉


    



    　白いローブ、色白の肌、二つに結ゆった白銀色の髪は地面につきそうなほど長い──怪しいといえば怪しい容姿だけど、ラブコメの魔は普通に人間っぽい。十歳くらいの女の子に見える。


    「ええと、ラブコメの魔は──」


    『ラブ子でいいよ。アタシと莉り子こちゃんの仲じゃん』


    　ラブコメの魔は弾んだ声で言った。小さな子供特有の、ハキハキしたソプラノだ。


    「あなたと仲いいつもりないけど……まあいいや、ラブコメの魔って呼びづらいし、ラブ子ね。私が書いた小説が本当になってるのは、ラブ子のせいなの？」


    『そうだよ。莉子ちゃんに〈魔改上書オーバーライト〉の力を授けたの！　アタシが〈魔改上書オーバーライト〉使っても、莉子ちゃんの言葉とか動きをちょびっと上書きすることしかできないけど、人間が使うと、ラブコメを綴つづることでそれがそのまま世界を上書きできちゃう！　この能力は人間の心と呼応する形で力が増幅されるんだー』


    　ラブ子はベッドの上に立ち、手にした極太マジックを魔法の杖つえよろしく振ってみせた。


    　つまり、私の小説が現実を上書きするのも、私がちょこちょこ変になっていたのも、ラブ子に憑つかれていたせいというわけか。


    「オーバーライト……だかなんだか知らないけど、そういう[image: ]なぞの能力授けたなら、ちゃんとそう言ってよ」


    『普通、自分で気づくでしょ！　だいたい、アタシがこうやって姿を現すこと自体、れーがいなんだからね？　エネルギー消耗するから、なるべく避けたいのに、莉子ちゃんがバカだから、こうやって出てきたんだよー』


    　ラブ子は私の頭をひっぱたこうとする。が、ラブ子の手は私の頭に触れることなくすり抜けてしまった。突然現れたり消えたりするし、お化けみたいだ。


    「私がバカってどういうことなの」


    『だから、普通は〈魔改上書オーバーライト〉のこと、自分で気づくの。てか、それ以前にバカなのは、自分が主人公じゃないことだよ。アタシに憑かれて、無性にラブコメを書きたくなったら、普通、自分を主人公にするの！　そしたらすぐ〈魔改上書オーバーライト〉の能力に気づくのに』


    　ラブ子の目的は私にラブコメをさせること!?　一体それでなんの得になるというのだろう。ラブ子を見ていても、神様の無償の愛って感じはしない。


    「なんでそんなに熱心にラブコメさせたがるの？　私、別に頼んでないんだけど」


    　ラブ子は観念したように両手をあげた。


    『……白状すると、アタシは莉子ちゃんにとり憑いてるわけじゃん？　莉子ちゃんがどんどんラブコメやって、〈ラブコメの心〉を育はぐくむことで、アタシがどんどんパワーアップするの』


    「〈ラブコメの心〉？」


    『うん、人間がラブコメをやったときに生まれるのが〈ラブコメの心〉。今は莉り子こちゃんをちょっと上書きするくらいしかできないけど、莉子ちゃんが〈ラブコメの心〉を育はぐくめば、アタシは成長して、一人前のラブコメを司つかさどる神様になって、なんでも上書きできるようになるの』


    「そのために、私にラブコメをやれ、と」


    『そう！　莉子ちゃんのラブコメの行く末に、アタシの未来がかかってるの！　アタシ、立派な神様になってみんなを幸せにしてあげたいの！　ね、お願い！』


    　ラブ子は手を合わせて、私を上目づかいに見つめる。


    　話を整理してみる。


    　ラブ子に憑つかれた人は、現実を上書きする能力〈魔改上書オーバーライト〉を得る。


    　ラブ子の目もく論ろ見みでいくと、能力を得た人間は自分の理想のラブコメを綴つづり実現させることで〈ラブコメの心〉を育む。


    　ラブ子は〈ラブコメの心〉が育まれるにつれパワーアップするはずだった。


    　しかしラブ子にとり憑かれた私は自分が登場しないラブコメを綴ったので、ラブ子の目論見は外れてしまった。


    　仕方がないので貴重なエネルギーを消耗しながらも、私を上書きして、（ラブ子曰いわくの）ラブコメに走らせていたのだという。


    　そして、それにも痺しびれを切らし、こうして私の前に姿を現したというわけだ。


    『莉子ちゃんはラブコメを自由に上書きできるし、アタシはパワーアップして神様になれる。二人とも得するじゃん。ね、悪い話じゃないでしょ？』


    　私が諒りよう太たとラブコメをやって〈ラブコメの心〉を育み、それを糧かてにしてラブ子が神様になる──そんなありえない展開を期待して、このちびっ子は私にとり憑いているのだ。


    　口で言っても理解しそうにないけど、しばらく一緒にいれば、私が諒太に恋愛感情を抱いてないとラブ子も理解するはず。そうすれば私を諦あきらめてまた別の人にとり憑くだろう──と考えていると、


    『お、莉子ちゃんさっそくラブコメの作戦練ってるの？　まずはサクッと巨乳になってみよー』


    　ラブ子が軽い調子で言った。


    「巨乳になってみようって……」そんな無茶な、と思ったけど、無茶じゃない。現実を上書きできるのだから。「……私が、巨乳に、か」


    　私が巨乳になったら、諒太からいやらしい目で見られるのだろうか。


    　……なんかやだ。気持ち悪い。


    　それに、いきなり巨乳になったら、やっぱり恥ずかしいし、走ったら揺れて大変そうだし、肩が凝るとかいう話も聞く。


    「だいたい、なんで巨乳なの」


    『だって男の人って巨乳が好きなんでしょ？』


    「……う、まあ、そう……かも……うん……そうだね」


    『まー巨乳じゃなくてもー』ラブ子は私の胸をじろじろと見た。『少なくとも、人並みにはあったほうがいいんじゃない？』


    「うるさいなあ。そういうラブ子だって胸ないじゃん」


    『だってアタシはこんなに小さい子なんだよ？　胸があるほうがおかしいじゃん』


    　確かに、ラブ子は九歳か十歳くらいに見える。こんなちびっ子と胸の大きさで張り合う私ってなんなの……。


    「巨乳にはならない。恥ずかしい。私が巨乳になるくらいなら、諒りよう太たを巨乳にしてやる」


    　なんてことをふざけて言ってみたけど、そういえば『ラブコメの魔』にはそんなエピソードがあった。マッドな美人保健医が開発した秘薬を飲んだ主人公が女の子になってしまうのだ。


    　──閃ひらめいた。


    『ラブコメの魔』では身体測定や水泳の授業などでいい思いをしていたけど、そうはいかない。そんなラブコメな真ま似ねはさせない。明日の授業は全部、諒太の嫌いな数学で固めておこう。諒太はいい思いができない。女の子だから、瑠る流るたちとイチャイチャすることもない。


    　そして、女の子になるからには、男の子に好かれてもらおう。


    『あれ、莉り子こちゃん、なにニヤニヤしてるのー？』


    「今から小説書くから、邪魔しないで」


    　私はノートパソコンを開き、一心不乱にキーを打つ。


    



    　──ある朝、山やま伏ぶし諒太がなにか気がかりな夢から目をさますと、自分が保健室のベッドの上で女の子になっているのを発見した。諒太は長い髪を背に敷いて、あおむけに横たわっていた。頭をすこし持ち上げると、お椀のように膨ふくらんだ双丘が見える。


    



    　という具合に冒頭はフランツ・カフカの『変身』のパロディで遊んでみたけど、それ以降は真ま面じ目めに「全然おいしくない女体化物語」を書いた。


    『ラブコメの魔』では、女の子になることで、ラブコメなイベントが起きていた。だけど、私が筋書きを考えたのだ、そううまくはいかない。


    　明日の朝、諒太は熱っぽくなって保健室に行き、女体化の薬を飲まされる。


    　そして、[image: ]なぞの美少女転校生「[image: ]さば寿ず司し諒りよう子こ」として教室に放り込まれる。


    　体育も身体測定もないから、美少女の着替えをおがむことなんてできない。


    　男子に好かれるから、美少女とイチャイチャしてる暇ひまなんてない。


    　諒太よ、これが女体化ラブコメの現実だ！


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    「俺、女になってる……」


    　諒りよう太たはブラウスの上から自分の胸を触ってみた。ブラジャーのごわごわした感触と、もにゅっとした柔らかい感触──本物を触ったことがないから分からないが、本物っぽかった。そして微かすかな痛みとこそばゆさ。股こ間かんに手を伸ばす。ついてない。保健体育的探究心が首をもたげるが、それどころじゃないだろと首を振る。


    　ベッドから起き上がり、喫煙防止ポスターと歯磨き促進ポスターに挟まれた姿見の前に立つ。


    　鏡には、戸惑った表情すら様になる、長い髪を緩ゆるく巻いたしとやかな美少女が映っていた。


    　その場でくるりと回ってみる。スカートが翻ひるがえって薄ピンクの下着がちらりと見える。ドキッとするも、自分自身のパンチラである、複雑な気分だ。


    　登校するなり突然体調が悪くなり、保健室で風邪薬を貰もらって飲み、一時間寝たら女になっていた。一体何がどうなっているのだろう。


    　スカートの裾すそをつまみながら難しい顔で固まっていると、保健室のドアが開く。


    　響きよう華かだった。けだるそうでありながらもどこか鋭さをもった瞳に見つめられると、焦あせる。


    「お前は[image: ]うわさの美少女転校生、[image: ]さば寿ず司し諒りよう子こか？」響華はさして興味なさげに言う。「うちのクラスに編入らしいな。あたしはこれから寝るから教室行かないけど、まあよろしく」


    　正体をバラすべきか、隠すべきか、諒太が[image: ]かつ藤とうしていると、ベッドの傍かたわらの響華がいきなりスカートを脱いだ。


    「え、ちょ、何やってんだよ！」


    「何って、これから寝るんだ。制服を着たまま寝たら皺しわになるだろう」


    「か、カーテン閉めろって！」


    「女同士だし、別にいいだろうに」響華は呟つぶやきながらブラウスのボタンを外していく。「まったく、どこかの誰かみたいな反応をして」


    　諒太は入学二日目の保健室での出来事を思い出す。奇しくも、響華の下着の色はあのときと同じ黒だった。


    　あのときはブラウスのボタンは三つ外れていた。それでも十分刺激的だった。


    　今は、ブラウス全開でパンツも丸出しなのである。


    　響華はおもむろにブラウスを脱ぐと、背中に手を回した。


    　諒太は慌てて後ろを向く。と、姿見に響華の姿が映っている。ブラジャーが外れる瞬間、諒太は咄とつ嗟さに鏡から視線を逸そらし、


    「へー特に未成年の喫煙は健康リスクが高いのかやっぱニコチンとかタールって怖いなー」


    　気を紛らわせるように喫煙防止ポスターを熟読した。


    　背後では響華がベッドにもぐりこんだのか、シーツの擦すれる音が聞こえる。


    「ブラをしたままだと熟睡できない性質でなあ」けだるそうに響きよう華かが言う。「もしや、あたしのことを全裸で寝る人間だと思っていないか？　あたしはちゃんとパンツは穿はいている。見ろ」


    　別に女同士だ、ちょっと見たっていいじゃないか、いやいかんだろ──諒りよう太たは迷った挙句、


    「お休みなさーい！」


    　そう叫んで保健室から逃げるように飛び出していった。


    



    「ええと、東京から転校してきました、[image: ]さば寿ず司し諒りよう子こです、よろしくお願いします」


    　諒太は教壇の上でクラスメイトに挨あい拶さつした。律儀に[image: ]寿司諒子を名乗ったのは、黒板にでかでかと書いてあったからだ。クラスメイトたちは諒太の偽名を怪しむどころか、


    「[image: ]寿司諒子ちゃん……なんて可愛かわいらしい名前なんだ！」「なんかこう、爽さわやかな響き」


    　むしろ好意的だった。特に、男子が諒太を見て浮き足立っている。ギラギラとした視線にさらされていると、自分が女なのだと再認識する。途端に短いスカートが気になりだす。恥ずかしいというか、気色悪いというか。


    「ええと、[image: ]寿司さんの席は」担任がクラスを見渡す。「ちょうど鈴すず木き原はらの隣が空あいてるな」


    　鈴木原の席は窓側の前から三番目だ。その隣がなぜか空席だった。鈴木原の隣は坂さか田た乃の里り香かだった気がするのだが、彼女は窓側一番後ろで窮屈そうに座っている。


    　諒太が隣に座ると、鈴木原はなけなしの爽やかさをかき集めて、


    「オレ、鈴木原幸こう一いち。よろしくね、諒子ちゃん！」


    　むしろ鬱うつ陶とうしい笑みを浮かべた。


    　担任が教室を出ていくと、クラスメイトたちが諒太の周りを取り囲む。全員男子だった。


    　あれこれ話しかけられるのも鬱陶しいが、何より視線がきつかった。諒太も同じ男である、野郎共の薄汚い視線に込められた劣情を正確に理解できるだけに余計気持ち悪い。


    　どうあしらっていいか分からず一人うろたえていたら、


    「ちょっと男子！　[image: ]寿司さんが嫌いやがってるじゃないですか！」


    　水みず菜なが男子の輪をかき分けて諒太のもとにやってくる。


    「行きましょう、[image: ]寿司さん」


    　水菜に手を引かれ、諒太は教室の外に出た。屋上へと続く階段の踊り場にやってくると、


    「……目を見れば分かりますよ」


    　そう言って、水菜は微ほほ笑えんだ。


    「え……委員長……まさか……」


    　美少女になってしまったとはいえ、目元には諒太の特徴が出ていた。水菜は[image: ]寿司諒子の正体に気づいたというのだろうか。


    「あなたの困った目を見て、すぐ分かりましたよ。男子が苦手なんですよね！」


    　……正体に気づいたわけではないようだ。諒太は安あん[image: ]どと落胆が混ざった気持ちになる。


    「ええと、まあ、苦手っていうか、うん。ああいうふうに言い寄られると気持ち悪い」


    「私も男子が嫌いだったんですよ」水みず菜なは励ますように諒りよう太たの手を握る。「でも、今は違います。うちのクラスには風紀を乱す破は廉れん恥ちな男子がいるんですけど、彼と同じ部活で一緒にいると、いいところも見えてきて、結構優しかったりもして……あ、別に好きとかじゃないですよ？」


    　水菜はくすぐったげに破廉恥な男子について語る。


    「そりゃあ、彼と一緒にいてドキドキすることはありますけど、私が男子に慣れてないだけで別にもっと仲良くなりたいとかそんなこと全然考えてないですから誤解はしないでください！　ってあれ、なんで私、こんな焦あせってるんでしょうか、変ですね、はは」


    　水菜は一方的にまくしたてると「困ったことがあったら何でも言ってくださいね！」と言って教室に戻っていった。


    　諒太も教室に戻り、迫る男子どもを笑顔でかわす。授業中はさすがに言い寄ってくる男子はいなかったが、ねっとりとした視線だけは感じた。おまけに授業はなぜかすべて数学だ。本気で気分が悪くなってくる。保健室に行こうか、と思うも響きよう華かがいて、近づきがたい。


    「あれ、諒りよう子こちゃん調子悪そうだね。大丈夫？」


    　鈴すず木き原はらが鬱うつ陶とうしい爽さわやかスマイルで言った。


    「あ、うん、俺、数学が苦手だから」


    「へぇ、諒子ちゃんって自分のこと『俺』っていうんだ？　見た目のイメージと違うなあ」


    　うっかり自分のことを俺と言ってしまったが、鈴木原は怪しむわけでもなく、むしろギャップ萌もえを嚙かみしめているようだった。


    　次の休み時間、男子たちのアピールから逃れようと諒太は教室を飛び出した。


    　どうしてこんなに男子どもが寄ってくるのだろう。確かに転校生は珍しいし、[image: ]さば寿ず司し諒子は美人だ。が、可愛かわいさ綺き麗れいさなら、瑠る流るや響華、水菜、それに莉り子こあたりでも十分張り合える。


    　不可解で不愉快な男子どもだと思いながら、諒太は廊下を歩く。そのまま安全地帯、女子トイレに避難しようとしたが、それはそれで抵抗があるし、妙な趣味に目覚めてしまうかもしれない。トイレの前で逡しゆん巡じゆんしていると、


    「正体を隠しても無駄だよ。[image: ]寿司諒子！」


    　いきなり後ろから名前を呼ばれた。聞き覚えはあるが誰だか思い出せない──振り返ってみると、声の主は宮みや下した千ち鶴づるだった。隣に莉子もいる。


    　正体。なぜ宮下千鶴が自分の正体を見抜いたのだろうか大して仲がよかったわけでもないのに……諒太は怪け訝げんに思うが、気づく。隣の莉子経由でバレたのではないか。クラスメイトたちが気づかなくても、莉子は気づくかもしれない。最近険悪な状態とはいえ、十年来の幼なじみなのだから。


    「その『俺』って一人称が何よりの証拠。諒子、アンタ……」千鶴はニヤリと唇くちびるを歪ゆがめ、諒太の肩をぽんと叩たたく。「……同業者だね？」


    「……は？」


    「んもーとぼけちゃって。りょーこもＢＬ好きなんでしょ？　俺っ子の八割強は腐女子っていう統計出てるからね」


    　正体ってそういうことかよ──諒りよう太たが脱力した瞬間、


    「我々文芸部は、諒りよう子こと諒子の趣味を歓迎するよ！」


    　いきなり千ち鶴づるにハグされた。腐臭ではなく、柑かん橘きつ系のいい匂いがする。諒太はうろたえたが、それ以上に取り乱していたのは莉り子こだった。


    「何やってんの！」


    　莉子はものすごい剣幕で諒太と千鶴を引き離す。


    　その迫力に諒太も千鶴も一瞬たじろいだが、千鶴はにゅふふと笑い、


    「莉子は嫉しつ妬と深いなあ。浮気してごめん、あたしの嫁は莉子だけさ」


    　莉子に抱きついた。


    　莉子は面倒くさそうに千鶴を押しのけて、ギロッと諒太を睨にらんだかと思うと、何も言わずに去っていった。


    



    　その後も諒太は、男子たちの猛アピール、鈴すず木き原はらの鬱うつ陶とうしい笑顔、数学に苛さいなまれ続けた。


    　そして放課後、無性に空が見たくなり、諒太は校舎の屋上にやってきた。


    　なぜ突然空が見たくなったのだろう。


    　首を捻ひねっていると、鼻息の荒い鈴木原がやってくる。


    「うれしいよ、諒子ちゃん！　いきなりこんな熱烈ラブレターくれるなんて」


    　鈴木原の手にはピンク色の便びん箋せんが握られている。


    「俺そんなの書いてねーぞ！」


    「『私はツンデレだから手紙なんて書いてないと言うでしょう』って手紙に書いてあるよ」鈴木原は便箋を掲げて見せる。「オレ、諒子ちゃんと初めて会ったっていう気がしないんだ。これってやっぱり、運命なのかな」


    　鈴木原の熱っぽい言葉を聞いて、寒気がした。今すぐ逃げようと思うも、金縛りにあったかのように動けない。


    「す、鈴木原、落ち着いて聞いてくれ。俺はこんなナリだけど、山やま伏ぶし諒太なんだ」


    「バカ言っちゃいけないよ」鈴木原は諒太の身体からだを舐なめるように見る。「それとも、男か女か身体を調べてほしいってこと？」


    「違う！　身体は女の子だけど、俺は諒太なんだ！」


    　鈴木原は聞く耳を持たず、諒太の肩を摑つかむ。


    「や、やめてくれ、ほんと、やめて……」


    　鈴木原の突き出した唇くちびるがじりじりと近づいてくる。洒落しやれで済むレベルを超えようとした瞬間、


    「こらあああああああああああああああああああ」


    　瑠る流るが絶叫しながら、鈴すず木き原はらの頭を箒ほうきで殴った。


    　力任せに箒を振り回し続ける瑠流を前に、鈴木原は情けない悲鳴を上げながら逃げ出した。


    　一命を取り留めた諒りよう太たはその場にぺたんと座り込む。


    「大丈夫だった？　りょーこっ」


    「……ありがとう、瑠流」諒太は涙を擦こすりながら瑠流にお礼を言った。「でも、どうしてここが？」


    「学校中を捜し回ったんだぞ！　一目見たときから、決めていたのだ！」瑠流はずびしっと諒太を指さした。「りょーこ、わたしの舎弟になれ！」


    　瑠流は満面の笑みを見せた。


    



    　諒太は銭湯の脱衣場の隅っこで頭を抱かかえ縮こまっていた。


    　鈴木原の魔の手から助けてくれたお礼に何でもつき合うと約束し、連れてこられたのが銭湯だった。


    　背中を流せと言う。


    「さっきりょーこはお礼に何でもつき合うって言ったのだ。だいたい、舎弟は師の背中を流すのが当たり前なのだぞ！」


    　女子の裸だ。もちろん見たい。しかも瑠流の裸である。見たいに決まっている。


    　しかしこういう形で一緒に風呂に入るのは、瑠流を[image: ]だますことになる。裸よりも大切なものがあるのだ。ここは粘らなければならない。


    「いや、風呂は勘弁してくれ」


    「むぅ、りょーこは何がそんなにイヤなのだ？」


    　諒太は手ごろな言い訳を探して目を泳がせる。そして、目にとまったのが、瑠流の胸だった。


    「お、俺、身体からだに自信なくて。瑠流は胸大きいからいいけど、俺は胸ちっちゃいから」


    「ん？　りょーこの胸、そこそこあるように見えるぞ」


    「これ、パッド。極厚パットなんだ。貧乳コンプレックスで……」


    　諒太がそう言って苦笑した瞬間、背後でバン！　という大きな音がした。


    　莉り子こが銭湯のロッカーに拳を叩たたきこんで笑っていた。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　私のやり口は甘かった。鈴木原君が諒太にガッツリキスするところまでしっかり描写するべきだったのだ。そうすれば瑠流に危機を救われて舎弟になるという展開もなかったのに。


    　どうして、寸前で止めたのだろう。私が腐女子じゃないから？　さすがに諒太がかわいそうだと思ったから？　どうなんだろう。


    　それにしても諒りよう太たのラブコメ運の強さだ。


    　せっかくラブコメ展開回避のために、男子に囲まれるように仕向けたり授業を全部数学にしたりしたのに、千ち鶴づるに抱きつかれたり、瑠る流ると銭湯に来たり。私が把握してる以外のところでも、何かいい思いをしてるかもしれない。


    　私がカッとなってロッカーを殴らなかったら、諒太は瑠流と一緒にお風呂に入っていただろうか。絶対入ってただろう。入らない理由がない。


    「こんなところで何やってるの？　まさか瑠流とお風呂に入るつもり？」素っ裸にバスタオル一枚の私は諒太を指さした。「私と一緒に入りなさい！　……ってわあっ！」


    　諒太と目が合う。諒太は気まずげに視線を逸そらした。


    　私の傍かたわらでラブ子が八重歯を見せて笑っている。


    『銭湯なんだから～、服脱がないとダメっしょー』


    　私は慌てて胸元を押さえながらロッカーの陰かげに隠れて、ラブ子に耳打ちする。


    「ちょっとラブ子！　勝手に変なことしないでよ！」


    『なんでー？　ラブコメ的に正解でしょ？　あーでも莉り子こちゃんの貧乳っぷりが目立ってマイナスになっちゃうかー。だから巨乳にしとけって言ったのに』


    「もうマイナスって理由でいいから！　普通の格好に戻してお願い！」

  


  [image: ]



  
    『そうだね、やっぱ莉り子こちゃんは服着てたほうがいいね、くぷぷ』


    　ラブ子はニヤつきながら私を元通りの制服姿に戻した。勇み足で諒りよう太たの前に出て、


    「あ、改めて！　諒太、こんなところで何してるの？　まさか瑠る流ると一緒にお風呂？」


    　キッと睨にらみをきかせた。しかし私の問いに答えたのは瑠流だった。


    「莉子、なにをいってるのだ？　こいつはりょーたじゃなくてりょーこだぞ？」


    　瑠流に事実を言っても信じないだろう。ならば混浴阻止のためには、諒太を元の姿に戻すしかない。私が小説で書いた設定だと、諒太は再び眠って目を覚ますと元の姿に戻る。


    「とにかく！　こんなところにいないで早く帰るよ。そんで寝て！　私と寝て男になって!!」


    「……は？　莉子と寝る!?」


    「そうそう私と寝て……ってわああああああああああああ何言わすの！」


    『いいね、幼なじみの大胆な告白！　私が男にしてあげるって!?　風呂場で修羅場!?』


    　なんかその言い方だとエッチっぽい響きになっちゃってるじゃん！


    「とにかく！　いいから一緒に来て。私と寝て男に……元の姿になるのよ！」


    　私が摑つかみかかると、諒太が身をよじって抵抗する。私と諒太は揉もみ合いになる。胸を。


    「ひぁんっ、やめろっ」


    　諒太が甲かん高だかい悲鳴をあげた。私は諒太の胸を鷲わし摑づかみにしている手を慌てて離した。


    『きゃひひひひっ、胸を揉み合うはずなのに、諒太は莉子ちゃんの胸揉んでないよ！　莉子ちゃんの胸、揉むほどないもんね！　上書きの力を打ち消すほどの胸のなさ！』


    「それはラブ子の上書きの力が諒太にまで働かないだけでしょ！」


    　諒太と瑠流は見えない何かと会話する私を怪け[image: ]げんそうに見つめている。このままじゃ諒太を連れ出せない。早く眠らせないと、二人が一緒にお風呂に入っちゃう……。


    『莉子ちゃん、そんなに諒太を眠らせたいなら、この場でやっちゃえば？　気持ちいい枕さえあれば、諒太も爆睡だよ！』


    　私は諒太に抱きつき大外刈りで床に倒すとすかさず正座、諒太の頭を鷲摑みにして膝ひざの上で押さえつける。


    「ってなんだこれええええええええええええっ！」


    　私は力ずくで諒太を膝枕していた。


    　こんなバカみたいなことをさせておいて、ラブ子は不満げだ。


    『うーん、莉子ちゃん胸ないけど、脚も細すぎるなー。もっとムチムチしてたほうが膝枕気持ちいいよ。肉食え肉！　肉食ってムチムチの太ももを手に入れろー！　まさに押し倒し系肉食ヒロインだよ！』


    　私はこんがり焼けたジューシーな骨付き肉にむしゃぶりついた。


    　私の膝の上、諒太の顔面にぼたぼたと肉汁が垂れている。


    　脱衣所で幼なじみを力ずくで膝枕しつつ、骨付き肉を頰ほお張ばる……どんな状況だこれ！


    　ラブ子の上書きの力から解放され、ようやく諒りよう太たを押さえつける左手が自由になる。


    　諒太はもの凄い勢いで私から離れると、肉汁でベタベタの顔を拭ふいた。


    　そして、こんなときでもマイペースな瑠る流るが、


    「なんかよく分からないけど、りょーこ、顔も汚れちゃったことだし、早くお風呂に入るぞ！」


    　そう言うと、諒太の腕に抱きついた。大きな胸がぎゅむっと押しつけられている。


    「なにさ！　ベタベタしちゃって！」


    　私はカッとして叫んだ。すると諒太は胡う乱ろんげに私を見る。


    「ベタベタはお前のせいだろ……」


    「そっちのベタベタじゃないよ！　この巨乳好きの恥知らず！」


    　私はほとんど逆ギレにしか聞こえない捨て科白ぜりふを吐き、骨付き肉を投げ捨てて銭湯から出た。


    



    　走って家まで帰る。自室に入り、深呼吸してからパソコンを立ち上げる。


    　もうラブコメなんてさせない。ラブコメの終わり。それはヒロインとの別れ。


    　最終章の執筆に取り掛かろう。身体からだが熱を帯びていた。


    



    　放課後の教室。諒太と水みず菜なの二人きりだ。


    　水菜は机に突っ伏して寝ている。


    「委員長、来たぞ。なんだよ伝えたいことって」


    　水菜の反応はない。諒太は肩をすくめ、水菜の耳を引っ張る。


    「いたたたたたたっ」水菜はようやく目を覚ました。「私、ほんとダメですよね。山やま伏ぶし君に別れを告げる大事な日も、居眠りだなんて」


    「別れって……どういうことだよ」


    「分かったんですよ、私が何をしてもダメダメな理由」


    　水菜は席から立ち上がり、いとおしげに教室を見て回る。


    「私、呪のろわれてるんです。超ダメな怨おん霊りようが、私に呪いをかけたみたいで。元々ダメだった私をダメダメに呪って死に追いやって、自分よりダメな怨霊に仕立てることが目的のようなんです」


    　突然の告白に、諒太は何も言えなかった。


    「青森の恐おそれ山ざんに行きます。伝説の霊能力者に、呪いを解といてもらいます。三年間継続のプランで、初年は二百万、翌年以降は百五十万円でお祓はらいをやってくれるので、引っ越します」


    　やや間があって、諒太は歯切れ悪く言う。


    「……委員長、それ、[image: ]だまされてないか？」


    「いいえ。他社と比べても良心的な、バリュープランだそうです」


    「今からでも考え直したほうが……」


    「もう、契約書にサインしてしまいました。キャンセルすると、さらにひどい呪いをかける、と契約内容にあるんです」


    「そうか。なら仕方ないな！」


    　諒りよう太たは笑顔で言った。


    　水みず菜なは笑顔で手を振り、教室から出ていった。


    



    　保健室に向かうと、響きよう華かがベッドの上で膝ひざを抱かかえていた。全裸だった。


    「お、お前何やってんだよ！　服着ろよ！」


    　響華は服を着ることなく、一いつ糸しまとわぬ姿のまま諒太の正面に立つ。


    　諒太は夕日の逆光に目を細めながら、響華の肢し体たいを見た。


    　胸の先端も、股こ間かんも、つるりとした人工的な曲線を描いている。


    「あたしの開発者はクソ真ま面じ目めでかなわん。もっと遊び心があっていいと思わないか？」響華の口調はいつも通り、抑揚に欠け淡々としていた。「それとも、研究ひと筋だったばっかりに、女体を見たことがなかったのかもしれないな」


    「ちょっと待てよ、響華、お前……何者なんだよ」


    「あたしは、女子高生型アンドロイドだ。女子高生の思考や生活をトレースするために、この学校に送り込まれた。しかし、新型の開発に成功したらしくてな、あたしはスクラップだ」


    　突然の告白に、諒太はまたも何も言えなかった。


    「まあ、ぶっちゃけそろそろ学園生活もだるくなってきたしな。いいタイミングだ」


    　響華は人間臭く、心底だるそうに言った。


    「そうか、なら仕方ないな。元気でやれよ。ってお前はスクラップになるんだっけ、はははっ」


    　諒太は笑顔で保健室を後にした。


    



    　真夜中に、諒太の部屋の窓ガラスが割れた。


    　諒太は飛び起き、部屋の明かりをつける。


    　自転車にまたがった瑠る流るが、ガラスの破片にまみれて血を流していた。


    「瑠流！　なにやってんだ！　つうかここ二階だぞ！」


    「うあー、失敗してしまったのだ。屋根の上で止まるつもりだったのに」


    　瑠流の血はあっという間に引いていった。


    「……瑠流、お前は何者なんだ？　普通の人間じゃないだろ？」


    「さすがりょーた、話が早いのだ！」瑠流は言った。「わたしは、金星のお姫様なのだ！」


    「……そっか。道理でおかしなやつだと思ったよ」


    「あ、この自転車は、宇宙船。りょーたを轢ひいてから、ずっと調子悪くて、修理に時間がかかってしまったのだ。ようやく宇宙船が直って、やっと地球からおさらばできるのだ！」


    「そうか。やっといなくなってくれるのか」


    「りょーた、これ食え！」瑠る流るは諒りよう太たに何かを手渡した。「金星で作ってる、和菓子なのだ」


    　確かに、大福のような見た目と感触だった。


    「へぇ、金星にも和菓子ってあるのか」


    「うん。洋菓子もあるぞ！」


    「そう言われると、金星が近く感じるな」


    「そうだなっ。でも、もう一生会えないぞ」


    　瑠流は「これ、ガラス代なっ」と言って大福を四つ窓辺に置いた。


    「てことで、りょーた、ばいばーい」


    　瑠流は窓から飛んでいった。諒太は瑠流の最後の姿を見ようと思ったが、眠いので寝たああああああああああああああｔｈがｊんｍかえｋ・ｌｐ。ｇひｋｄｒｐｇｒｌ￥ｐーｐ＠＠ｌｍにｋ


    



    　っておい！　何やってんだ私！


    　これはただの小説じゃない。現実を上書きする小説だ。


    　悪ノリで水みず菜なに呪のろいをかけて、響きよう華かをスクラップになるアンドロイドにして、瑠流を星に帰る宇宙人にした。


    　つい勢いでやってしまった、なんていう言い訳は通用しない。


    　いや、危ないところだった。上書き保存する前に我に返ってよかった。


    　このまま保存しないで消しちゃおう。ワードを閉じようと、画面右上の×印をクリックする。


    　──『ハーレムラブコメ（仮）』は変更されています。保存しますか？　はい（Ｙ）　いいえ（Ｎ）　キャンセル──


    　私は「はい（Ｙ）」をクリックした。


    「ってこらああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    　ベッドの上で寝転んでいたラブ子に摑つかみかかろうとして、しかし触れることができずそのままベッドに顔から突っ込む。


    「なに上書きしてくれてんの！」


    『えーだってぇ、莉り子こちゃんがラブコメやんないのってあの子たちがいるからでしょ？　だからあの子たちを消す小説書いたんじゃないの？』


    「べ、別に私がラブコメやんないのと瑠流たちとは関係ないから！　こういう話を書いたのは、ちょっと、魔がさしただけっていうかなんていうか……とにかく！　これヤバいじゃん！　もうラブ子のバカあああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    　どうしようどうしようどうしよう。


    　ベッドの上でもんどりうっても、何も解決しない。


    　よくよく考えてみたら、今の一件だけじゃなくて私はいろいろヤバいことをしてる。


    　今までに書いたハーレムラブコメ小説の展開が、頭の中をぐるぐる回っている。


    　ラブコメ選手権とか作っちゃったし、勝手に複合商業施設作って、いくら三さん条じよう会長が実はドＳだっていう[image: ]うわさがあるからって変なキャラ演じさせちゃったし。


    　とにかくひどすぎる！


    『莉り子こちゃん、やっちゃったもんはしょうがないよ、切り替えていこ？　アタシ的にもハーレムラブコメが一番好きだけど、もう莉子ちゃんと諒りよう太たの二人だけのラブコメで我慢するからさ』


    　ラブ子は顔がくっつきそうな距離で私を見て笑っている。


    　どうすればいいんだ。枕抱かかえて悶もだえてる場合じゃない、ベッドの上にいたって何も解決しない。まさか不貞寝するつもりじゃ……不貞寝……眠る……！


    　これしかない！


    　私は布ふ団とんから飛び起きて、パソコンに向かう。さっきの展開の続きを書く。


    



    　諒太は目を覚ました。


    　一体どのくらい眠っていたのだろう。頭が痛い。


    　全部夢──だったのだと気づいた。


    　当然、ラブコメ選手権などなかった。ラブコメ部としての活動は皆、夢だったのだ。


    　山やま伏ぶし諒太、赤あか城ぎ瑠る流る、榛はる名な響きよう華か、妙みよう義ぎ水みず菜なの四人はラブコメ部ではなく、ただの仲良しサークルだ。海辺でカレー鍋を爆発させていないし、ダブルブッキングデートなど成立するはずがなく、生徒会長が丸まる木き戸どヴィーナスなどというドＳレズキャラを持っているわけがないのだ。


    　当たり前だよな、と諒太は苦笑する。


    　朝日に目を細める。今日はいい日になりそうな予感がした。


    「やべ、もうこんな時間だ」


    　諒太は慌てて着替えて、学校へと駆けていった。


    
      〈了〉

    


    



    



    「……よし！」


    　上書き保存のアイコンをクリックして、安あん[image: ]どのため息をついた。


    『って莉子ちゃん何勝手に終わらせてんの！』


    　さっきまでウキウキだったラブ子が絶叫している。


    「私、もう小説書くのやめる」


    　うん、それでいい。


    　不思議な力があったら、もっといろいろ楽しめたかもしれないけど、やっぱりそういうのはよくない。悪ノリで他人の人生を変えるなんて、あってはならないことだ。


    　憑つきものが落ちたように気持ちが軽くなった私の傍かたわらで、ラブ子は悔しげに地じ団だん駄だを踏んでいた。

  



  
    



    


    　　第四章　ラブコメの神が降りてくる


    



    　社会科準備室のドアの前で諒りよう太たは立ち尽くす。


    　授業が終わったらまっすぐ家に帰ろうと思っていたのに、なぜか購買でコーラとプリンを買っていて、気づけば社会科準備室の前にやってきていた。まるで部室に足を運んだかのようだ。


    　しかし、まったく何の心当たりもない、というわけではなかった。


    　何か、部活のようなことをやっていた気がする。


    　夢から覚めたときの感覚に似ていた。確かに自分はこの場所で何かをしていた。しかしそれが何なのかはっきり思い出せない。


    　不可解な思いを抱きながらも帰ろうとしたそのとき、社会科準備室の中から楽しげな声が聞こえた。


    　ドアを開けると、瑠る流る、響きよう華か、水みず菜ながいた。


    「お前ら……何やってんだよ」


    　諒太が問うと、三人とも口ごもる。戸惑っているようだが、どこかくすぐったげにしている。


    　瑠流がいししと照れたように笑い、


    「なんかよく分からないけど、つい、来てしまったのだ！」


    　そう言うと、響華が黙って頷うなずき、水菜は笑みを嚙かみ殺しながら眼鏡めがねのブリッジを押さえた。


    　俺もだ、と言う代わりにプリンを瑠流に渡し、諒太は当然とばかりにパイプ椅子に座った。


    　そうだ、やっぱり何かをしていた。瑠流、響華、水菜と一緒に何かをしていたのだ。三人の顔を見ていると、おぼろげながらも徐々に記憶が蘇よみがえってくる。


    「……俺ら、何かやってたよな、部活みたいなこと」


    　曖あい昧まいなもの言いは間抜けに響いた。が、みんなすがるようにうなずく。


    「えーと、何か、目標を決めて頑張ってた気がするのだ。『愛と笑い』とか、『うれし恥ずかし』とか」瑠流は頭を抱かかえながら唸うなった。「……とにかく、みんなでわいわいしてた気がするぞ！」


    　相変わらず要領を得ないが、どこか腑ふに落ちる。


    「瑠流さんの言う通り、わいわいしてた気はしますね。でも、しっくりこないっていうか、ちょっとおかしいところもあって……」


    　水菜が言った。諒太にもそういう感覚があった。記憶が曖昧な今も不可解だが、それに似た感覚が今までにもあったような気がする。


    「あたしは、芝居をしていたというか、役柄を演じていた気がする」響華が言った。「おかしいところがあったのは、脚本が変だったのかもしれない」


    「俺たちは演劇部だったのか？」


    　半分正解で半分間違い、という感覚だ。


    　それから四人は久しぶりに会った旧友同士のように思い出話に花を咲かせる。


    　──海辺でカレーを爆発させた。


    　──狙ねらってダブルブッキングデートをやった。


    　──ドＳな金髪女と演技対決をやった。


    　突拍子もないめちゃくちゃなものばかりだった。しかし、これらが夢や勘違いであるとはどうしても思えなかった。


    　パズルのように、一つ一つの欠片かけらが組み合わさることで全体像が浮かんでくる。


    　その末に導いた結論は「自分たちはラブコメを演じる部活をやっていたのではないか」というものだ。


    　意味不明な活動内容だが、皆それを否定せず、むしろどこか得心したふうでもあった。


    　が、今度は「なぜ」がつきまとう。なぜラブコメを演じていたのか。目的は何なのか。


    　活動内容は思い出せたものの（それだってだいぶ怪しい）、活動目的がどうしても思い出せない。そもそもおかしいのは、全員の記憶が曖あい昧まいなところだ。


    　放課後だらだらとお喋しやべりしていたその内容が思い出せない、ということならまだしも、現実離れした突飛な出来事を思い出せない、というのはあまりにも不自然だ。


    　バカみたいだったけど、楽しかった日々。夢みたいな日々は、夢でしかなかったのだろうか。


    　──夢。


    　諒りよう太たの中で、もう一つ、記憶の欠片が浮かぶ。


    「……たぶんこれは現実じゃなくて夢の話……いや、たぶんていうか、絶対夢の話なんだけど、お前らとお別れする夢みてさ」


    　諒太が言うと、三人は虚きよをつかれたように固まった。沈黙が諒太に話を続けるよう促うながす。


    「すげえバカみたいな夢なんだよ、委員長がダメな怨おん霊りようにとり憑つかれてたり、響きよう華かがアンドロイドだったり、瑠る流るが金星のお姫様だったり。ギャグだよギャグ。で、なんか急にお別れだとか言って、俺もお前らもすげえ軽いノリでさよならするんだ。全然シリアスじゃないわけ」皆、ちゃちゃをいれたりせず、神妙な顔で諒太の話を聞いていた。「でも、その夢みてる俺は、悲しかったんだよ。夢の中の俺はへらへら笑ってて悲しんでないんだけど、その夢をみてる俺は、なんか、余計に悲しくてさ。……あ、なんか悪いな、変な話して」


    　目を見開いた瑠流が立ち上がって諒太に詰め寄る。


    「なんでわたしの夢を知ってるのだ！　りょーたはエスパーなのか？　心を読んでるんだろ！」


    「……瑠流もこの夢をみたのか？　もしかして響華と委員長も……」


    　諒太が水みず菜なのほうを見ると、目が合った水菜は首をぶんぶん横に振り、


    「ひぃいいい心読まないでください！　私全然そんなこと考えてないです！」


    　勢いあまって眼鏡めがねをすっ飛ばしていた。


    「もしや、夢ではなく、そういう脚本だったのでは？」響華が落ち着きはらって言った。「あたしたちは怨おん霊りようやらアンドロイドやら金星人やらが出てくる脚本のラブコメを演じた。その記憶が曖あい昧まいで、夢と勘違いしている──まあ、それも大概奇妙な話ではあるが」


    　一体どこまでが現実でどこからが夢なのか。自分たちは演技をしていたのか、それとも集団幻覚に陥っていたのか──[image: ]なぞは[image: ]のままだ。


    「なんだかよく分かんないけど、これだけははっきり言えるのだっ」瑠る流るが言う。「笑顔でも涙でも、お別れするのは、やだ！　絶対やなのだ！　だから一緒にいるぞっ」


    「わ、私もです！」水みず菜なが立ち上がって言う。「みんなとお別れする、夢？　なのか演技なのか分からないけど、本当のことみたいに思えて、すごく悲しかったです。そこで改めて、みなさんと過ごした時間の大切さを知れたっていうか……」


    　再び部室に沈黙が訪れる。やがて響きよう華かが、


    「奇遇だな。あたしもだ。あの奇妙な別れの夢だか演技だかを抜きにしても、一緒に過ごした日々を終わらせたくない」


    　深く嚙かみしめるように言った。


    　記憶喪失にも似た不思議な現象に見舞われても、否いな、見舞われたからこそ、一緒にいたいという気持ちが強くなった。それは諒りよう太ただけでなく、他のみんなも感じているようだ。


    　ラブコメを演じるという奇妙な部活、ラブコメ部。


    　活動内容は曖昧で、活動目的に至っては見当もつかない。


    　それでも、楽しかったという思い出が残っていて、これからも一緒にいたいとみんなが願っている。


    「やっていこうぜ、ラブコメ部。楽しいからやる。理由なんてそれで十分だろ」諒太は呟つぶやいた。「それに、分からないなりにも活動を続けてれば、ラブコメを演じてた目的、思い出すかもしれないし」


    「そうだな！　わたしたちはこれからもずっとラブコメ部なのだ！」


    　瑠流が高らかに宣言した、そのとき、


    「君たち、こんなところで何をしているのかね？」


    　社会科準備室のドアを開けて入ってきたのは、生徒会長の三さん条じよう実み由ゆ紀きだった。


    　瑠流は選手宣誓でもするように右手を挙げる。


    「わたしたちはラブコメ部なのだ！　ラブコメを演じる部活だぞっ」


    　三条は大おお袈げ裟さに咳せき払ばらいをし、カッと目を見開く。


    「祥しよう愛あい学園校則第十二条五項！　認可された団体以外の教室及び部室の占有は、これを禁ず！」


    「……え、わたしたち認可されてないのか？　ラブコメ部だぞ？」


    「空き教室を占拠している輩やからがいると思って覗のぞいてみれば……戯たわ言ごとを抜かして。ラブコメ部などという部が我が校に存在するはずないだろう」


    　どうやらラブコメ部は非認可の団体だったようだ。


    「じゃー、ラブコメ部を正式につくるのだ！　愛と笑いにあふれたラブコメを演じる、すっごい楽しい部活だぞっ」


    　瑠る流るが声を弾ませて言うと、三さん条じようはやれやれとわざとらしく肩をすくめてみせる。芝居がかっているが、様になっていた。


    「演じる……か」三条は微笑する。「演劇部なら、もうある。とびきりすばらしいやつがね」


    　すると水みず菜なが一歩前に出て、


    「うちの学校の演劇部は、宝塚のパクリみたいなやつじゃないですか。それに、部長のワンマン体制がひどいという[image: ]うわさも聞きます！」


    　すごくいい声で、明瞭に、既存の演劇部を批判した。


    　三条はことさら大おお袈げ裟さに咳せき払ばらいをして、


    「神様も意地が悪いね。私は生徒会長だが、演劇部の部長でもあるんだよ」


    　ニヤリ、と唇くちびるを歪ゆがめてみせた。


    　水菜はしどろもどろになりながらばつが悪そうに笑うしかない。


    「この私が率いる演劇部に対する批判は、水に流してやる。問題はラブコメを演じる部活、という点だ。なんとくだらない浅薄な活動内容だろう！　失笑ものだよ！」


    　諒りよう太たたちを見下すような目をした三条は嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。


    　三条の歪んだ唇を見た瞬間、諒太の脳裏にある「キャラ」がよぎった。


    「……あれ？　三条会長って俺らとラブコメ対決しませんでしたっけ？　確か、丸まる木き戸どヴィーナスとかいうドＳレズキャラで」


    「何をバカなことを。この私がラブコメなどという……ん？」三条は眉み間けんにしわを寄せて唸うなりだした。「ドＳでレズだとっ!?　毛皮のコートを着て、青いカラコンをつけ、金髪のかつらを被かぶり、何やら物騒な弁当を後輩たちに食べさせるような……この私がそんな変態的な役を演じるはずがないだろう！　無礼者！」


    「いや、今自分で丸木戸ヴィーナスの衣装とか演技のこと言ったじゃないですか」


    　三条は苛いら立だったように頭を抱かかえ髪を振り乱している。


    「こっ、この私が変態であるかどうかなど、諸君には関係ないだろう！　この私が変態ドＳレズ女であることをネタに脅おどすつもりか？　そんな卑劣な手に屈しはしないぞ！　そもそも私はドＳだがレズではない！　いや、レズだがドＳではっ!?　と、とにかく……ラブコメ部を演じる部の発足など絶対に認めん！　何がラブコメだ、ふざけるな！」


    「お前にラブコメの何が分かる」響きよう華かは臆おくすることなく三条に向かう。「お前にあたしたちが過ごした時間の、何が分かる。創部の許可に私情を挟むな、三条実み由ゆ紀き」


    　怒り狂っていた三条は胸に手をあてて呼吸を整える。「すまない私としたことが」と早口で呟つぶやくと、余裕たっぷりの笑みを浮かべた。


    「フッ、いいだろう、百歩譲って君たちの演じるラブコメに価値があるとしよう」三条は腕を組み、四人を値踏みするように見ていく。「しかし、自己満足だけで終わったらいけないね。たとえ自分のためだけに書いているとしても、文芸部はしっかり部誌を発行しているし、茶道部だって内輪だけで完結せず定期的に茶会を開いている。部活動をやるからには結果を求めたい」


    「……結果とは？」


    　諒りよう太たが恐る恐る尋ねると、三さん条じようは壁にかかったカレンダーに近づき、六月をめくって七月を眺める。


    「諸君は、祥しよう愛あい祭を知っているか？」


    　諒太は入学案内のパンフレットを思い出す。ひときわ鮮やかな行事紹介のページ。


    「うちの学校の学園祭ですよね。外部からもお客さんが多く来ると聞いています」


    「新たな結成団体の登竜門となっている。祥愛祭で人気を博したら、具体的には生徒間人気投票で一位になったら、正式な部として認められる」


    「周りからのウケがいい部活のみ存続価値がある、それが三条会長の考えですか」


    　諒太が言うと、三条は「おや」と呟つぶやいた。瑠る流る、響きよう華か、水みず菜な、諒太と一人一人指さして、


    「そもそも諸君は、部活動として認めるに足る人数に達していないようだが」


    　[image: ]あざけりの笑みを浮かべた。


    　部員数が足りてない。諒太はそのことに初めて気づく。呆あつ気けに取られている顔を見れば他の三人も気づいていなかったようだ。


    「祥愛祭までに五人の部員を集め、かつ、舞台公演を成功させれば、ラブコメ部を正式な部として認めようではないか。まあ、無理だとは思うがね、せいぜい気を吐きたまえ」


    　ふはははは、と三条はわざとらしい高笑いをあげながら去っていった。


    　──部の存続をかけて、学園祭公演を成功させる。


    　妙な方向に話が進んでいる。が、諒太は引く気になんてなれなかったし、目を見ればみんなも同じ気持ちだと分かる。


    　三条に[image: ]あおられたせいもあるかもしれない。妙な別れの夢で感傷的になっているせいもあるかもしれない。


    　それでも、今まで一緒にいて楽しかったという確かな気持ちが根底にあるのだ。


    　諒太は思った。こんな中途半端なところで、ラブコメ部を終わらせることなんてできない。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　上書きによる間違った世界がすべて正された後、ラブコメ部はラブコメ選手権などとは関係なくラブコメを演じる部活になったようで、諒太たちは相変わらず元気そうにしていた。


    　よかった。


    　って、よかったのか。よくない気がする。


    　美少女三人を殺しかけた展開が全部夢ってことですんだのはよかったけど、ハーレムが続いているのは全然よくない。


    　というか、むしろ、みんなの目がキラキラしてる気がする。ただうわついてイチャイチャしてるだけじゃなくて、絆きずなっぽい、そういう、よくないものが生まれつつある。


    　……などという浅ましい根性が過あやまちを生むのだ。他人の幸せを呪のろってはいけない。


    　……などといういい子ちゃんの考え方ですむのなら、こんな面倒な展開になっていない。やっぱり、諒りよう太たがハーレムをしているというのはむかつく。四月からずっとむかついてて、アホな小説を書いたりクラスメイトを殺しかけたりしてもなおむかつくというのは、もう、ほんとにむかつきます。って改まって真顔で敬語になるくらい私の中ではっきりしていた。


    



    　放課後、


    「莉り子こ、今日も部活パス？」


    　千ち鶴づるは私を気遣うような態度で言った。


    　私はハーレムラブコメを強制終了させてからというもの、文芸部に顔を出していなかった。


    「うん、しばらく出ないかも」


    「何かあった？　もしかしてハーレム関係？」


    「千鶴に言ってなかったけど、私、ハーレムラブコメ小説書くのやめたから」


    「もしかして、ハーレムに参戦する覚悟決めたから小説のほうに手が回らないって感じ？」


    「違いますけど」


    「文芸部よりラブコメ部ってわけだね！　がんばって！」


    　千鶴はニヤニヤしながら私の頰ほおをつつく。


    　どうしたら誤解が解とけるだろうかと思案していると、


    「あのさ、莉子、今日の放課後時間ある？」


    　諒太に声をかけられた。


    　なぜ、どうして、急に。


    「ごめん、私、文芸部に行かなくちゃだから」


    　苦し紛れに噓うそをつくと、千鶴に背中を押され、


    「あ、そういえば今日の部活はＢＬ上級特講があるんだった。莉子みたいな初心者は来ちゃダメだから」


    　突き放されてしまった。


    



    　微妙な距離をあけて、諒太の後についていく。ラブコメ部の部室である社会科準備室に近づくにつれ、緊張感が高まる。一体なんの話だろう。諒太のほうも、ちょっとぎこちない。


    『おー莉子ちゃん！　〈魔改上書オーバーライト〉はやめても、ラブコメは続けるってわけだね？』


    　ひさしぶりに姿を現したラブ子は私の傍かたわらでスキップしている。


    「私はラブコメなんてしないよ。私にとり憑ついてても無駄だっていい加減気づいて」


    　諒りよう太たに聞こえないように、声をひそめて言った。


    『そうかなー？　今も〈ラブコメの心〉、じわじわっと育はぐくまれてるけど？　胸がドキドキしてるのアタシにはバレてるよー』


    「そ、そんなわけないでしょ！」


    　確かにちょっとドキドキしてるけど、それは諒太と久しぶりに二人きりでどんなこと言われるのか分からなくて緊張してるだけだし。


    　ラブ子はちゅーっと口をとがらせ、上目づかいで私を見つめる。


    『甘くておいしい、これはラブコメですなぁ』


    　適当なことを言って私を[image: ]だましてその気にさせる魂胆なんだろう。


    　ラブ子を無視して諒太の後についていく。


    　社会科準備室に入ると、とりあえず座っててくれ、と諒太にパイプ椅子を勧められる。


    　部室はものであふれ雑然としている。地球儀や年表、土器らしきものの破片は社会科っぽいから分かるにしても、トロフィーや体育祭の横断幕まであると、ただの物置だ。


    　諒太は紙パックのレモンティーを私に差し出した。


    『いいね莉り子こちゃん。人ひと気けのない教室に二人っきり。かなりラブっぽいよ』


    　ラブ子はマジックのキャップを外してニヤニヤしている。


    　どうしよう。また私は諒太の前で奇行を繰り返してしまうのか。　


    　落ち着きを取り戻そうと、レモンティーのストローをくわえようとしたけど口じゃなくて鼻の穴に突き刺す。しかも吸う。


    　思い切りむせた。


    「莉子、大丈夫か？」諒太は心配そうに言った。が、すぐに笑い出す。「昔からそうだけどさ、莉子ってたまに天然なとこあるよな」


    「そ、そうなんだよね、私、鼻にストロー刺さると、反射的に吸っちゃうっていうか、こういうのなんて言うんだっけ、パブロフの犬だっけ？　はは……」


    　……なんでよりによってこんなアホみたいな言い訳が出てきたんだ。


    　諒太は笑みをひきつらせて首を傾かしげている。


    　私は横目でラブ子を睨にらみながら咳せき払ばらいして、


    「で、なんなの、急に」


    　冷静を装って諒太に尋ねた。


    「実は、莉子に頼み事があるんだ」諒太は真剣な顔つきだ。「ラブコメ部に入ってほしい」


    「……ぅえ？」


    　冷めかけていた全身が再び熱くなる。


    　ラブコメを演じる部に入ってくれって、つまり、私と、え、と戸惑っていると、


    「莉り子こに、ラブコメの脚本を書いてほしいんだ！」


    　諒りよう太たが力強く言った。


    　その声を聞いた瞬間、てんやわんやしてた脳細胞の一つ一つがビシッと姿勢を正した。


    　そりゃそうだ。


    　演技とはいえ幼なじみとラブコメなんて、恥ずかしすぎる。というかむずがゆい。むしろ気持ち悪い。諒太がそんなことやりたいわけない。


    「ほら、前にさ、文芸部でラブコメ書いてるって言ってたじゃん」


    　ファミレスで千ち鶴づるにバラされたときのことだ。


    「まあ書いてたけど、諒太たちがやるラブコメとは、たぶん方向性が違うんじゃないかな」


    　ラブコメを綴つづっていたことはいわば黒歴史。同じ過あやまちを繰り返さないために、私は筆を折ったんだ。だから諒太からなんと頼まれようと断ろう、そう決意した矢先、


    『あ！　アタシとしたことがすっかり忘れてたよー。ラブとコメだけじゃ足りないよね、次はちょっぴりエッチの番。莉子ちゃんは胸ないけど[image: ]うわさによると、鎖骨もエッチらしいよ！』


    　ラブ子がニヤリと笑った。


    　確かに鎖骨がちらりと見えるのは色っぽいと聞く。


    　幼なじみ相手に鎖骨アピール…………は、恥ずかしすぎる！　やめて！　


    　私は鎖骨のあたりを手で押さえようとしてブラウスの第二ボタンを外した。


    　諒太がちらりと胸元を見た。


    　慌てて第二ボタンを留めなおそうとしてさらにも一つ外す。


    「あ、暑いね、はは」


    　と無理矢理誤ご魔ま化かしたけど、ほんとに身体からだが熱くて汗が滲にじむ。


    　さらに私の胸元をちらちらと見る諒太の頭を摑つかんで、鎖骨に押しつける。


    　ごすっ、という音がした。


    　勢いあまって諒太の鼻が思い切り鎖骨にぶつかったのだ。諒太の鼻からつーっと血が流れた。


    『やったよ莉子ちゃん！　諒太、鼻血出してすごい興奮してるよ！　大成功じゃーん』


    「ご、ごめん諒太！　こんなことするつもりなくて、その、」


    「いや、いいんだ」諒太はティッシュを鼻に詰めながら言う。「それより、脚本を、頼む」


    　諒太に怪け我がをさせといて帰るわけにもいかない、だけどラブコメの脚本なんて書けない。気まずい時間を過ごしているうちに、瑠る流る、響きよう華か、水みず菜ながやってくる。


    　今、一番顔を合わせたくない人たち。いや、合わせたくないというより、合わせる顔がない。だって私はこの三人を抹殺しかけたんだから。


    「りょーた、偉そうに『莉子との交渉は任せろ！』とか言ったくせに、ダメそうだなっ」


    　瑠流は諒太の肩をばしばし叩たたいた。


    「山やま伏ぶし諒りよう太たはなぜ鼻血を出してるんだ？」響きよう華かはじろじろと諒太の顔を見ている。「流血沙ざ汰たになるくらい交渉が難航しているのか？」


    　瑠る流るたちの手には飲み物やお菓子があった。


    　私の前の長机に缶コーヒー、ミルクティー、オレンジジュース、ポテチ、チョコレート、グミ、アイスクリームなどがどさどさと並べられる。


    「莉り子こ！」瑠流が私のすぐ左脇に座り、手を握ってくる。「脚本を書いてくれたら、おかしをやるぞ！　どうだ、脚本書きたくなっただろう！」


    　さらに右側には水みず菜なが座って挟まれる格好となる。


    「クラス以外の場所で会うのってなんだか新鮮ですね、莉子さん！」


    　曖あい昧まいな笑みもうまく浮かべられないまま私がもじもじしていると、響華が私の後ろに立つ。


    「浅あさ間ま莉子よ逃げても無駄だぞ。どうせお前の家は割れてるんだ」


    「ちょ、ちょっと響華さん！　なんですかその言い方！」水菜はズレてない眼鏡めがねのフレームを押さえる。「莉子さん、別に私たち、脅おどしてるわけじゃないですよ？　あはは」


    　上書きの後ろめたさだけじゃない。私は元々、理解不能のハーレム集団としてこの三人のことを避けていた。しかし、一瞬にしてハーレムの「内側」に紛れてしまった。


    　瑠流の小さな手はすべすべしてて柔らかい。くりっとした瞳に至近距離で見つめられることの破壊力を舐なめてた。


    　水菜のちょっと困ったような笑顔は近くで見るとすごく可愛かわいい。


    　響華がそばにいると長い髪からふわっとシャンプーのいい匂いがする。平坦な声なのに艶つやがあって、なんだかドキドキする。


    　ハーレムを内側から見て、思う。この子たちは、傍はたから見る以上に、美少女だ。


    「ほらほら、莉子、アイスを食べるのだ！」


    　瑠流が私にアイスを差しだした。するとラブ子がわりこんできて『おおっ』と反応する。


    『ラブコメアイテム発見だよ！　アタシのリサーチによると、バニラアイスをペロペロ舐めるってのがちょっぴりエッチポイント高いらしいよ！』


    　私には抵抗する術すべなどなく目の前のバニラアイスをペロペロと舐めた。上目づかいで。


    　皆の視線が突き刺さる。あまりにひどい光景だった。


    　私は机の上のカップアイスに顔をつっこむようにして、犬のようにペロペロやってたのだ。口の周りや鼻の頭がべたべたになった。諒太が黙ってティッシュを放ってよこした。


    『あれー？　なんか全然エッチっぽくないね。汚らしいだけじゃん。莉子ちゃんの色気が足りないのかなー？　あーそういえばカップアイスじゃなくて棒アイスが正解だったかもー』


    「パフェのときもそうだったけど、莉子は食べ方が斬新だな！」


    　瑠流がフォローするように言って笑った。


    「莉子さんって変わってるんですね……あ、でも、なんかそういう人のほうが、すごい脚本書きそうですよね！」


    　水みず菜ながひきつった笑みを浮かべて言った。


    「ごめん、私、帰る」


    　私がそう漏もらすと、少し離れた位置に座っていた諒りよう太たが、


    「いや、そうつれないこと言わないでくれよ、事情くらい聞いてくれって」


    　拝むように手を合わせながら頭を下げた。


    　私は四人から口々にラブコメ部の現状を聞かされる。


    　今までラブコメを演じていたような気がする。


    　笑い合って楽しい時間を過ごしていたように思う。


    　だけどよく覚えていなくてもどかしい。


    　確かなのは、このままじゃ終われないということ。


    　しかし生徒会長の三さん条じよう実み由ゆ紀きから「祥しよう愛あい祭で舞台公演を成功させなければ解散」と命じられてしまった。


    　公演のためのアイデアをみんなで出し合ったけど脚本という形にならない。


    　そもそも今まで誰が脚本を書いていたのか分からず困っている。


    　──つまり、完全に私の勝手な上書き＆夢オチのせいで混乱しているわけだ。


    　でも、私はもうラブコメに関わらないほうがいい。


    　当初は知らなかったにせよ、私が好き勝手にハーレムラブコメ小説を書いてしまったから、ラブコメを演じるラブコメ部という珍妙な代物が生まれてしまったのだ。


    　これ以上罪を重ねるわけにはいかない。


    　……という考えが本当に正しいのかどうか、瑠る流るの寂しげな横顔を見て、疑問に思った。


    　私が生み出したラブコメ部なのだから、その面倒を最後まで見るのが道理なのでは？　それこそが罪滅ぼしになるのでは？


    　といって、軽々しく返事はできない。


    　少し、考える時間をもらおう。


    「……ちょっと考えればラブコメの脚本なんて楽勝だよ！　アタシに任せて！」


    　やられた。


    　背後を振り返ると、ラブ子がいたずらっぽく八重歯を覗のぞかせ笑っている。


    『このうだうだしてる感じラブコメっぽくないんだもん。ズバズバテンポよくいったほうがラブコメっぽいじゃん』


    　私が弁解する間もなく、社会科準備室が歓喜に沸いた。


    　瑠流が満面の笑みをたたえているのはもちろん、いつもむっつりしているあの響きよう華かまで、小さく笑っていた。


    　諒太は私を見て、笑った。いやいや、そんな、お前のこと信じてたぜみたいな誇らしげな顔で見つめられても……。


    　……って、ちょっと待って。


    　肝心なことを思い出す。


    　脚本を書くべきか否いなかというのは、気持ちの問題ではないのだ。


    　私にはラブコメを綴つづることで現実を上書きする〈魔改上書オーバーライト〉の力がある。


    　……脚本は？　脚本でも〈魔改上書オーバーライト〉の力が発動してしまうとしたら？


    　私がラブコメの脚本を書いたら、ラブコメ部のみんなはその通りに動いちゃう。


    　……あれ？


    　それは何か問題があるのだろうか？


    　脚本を書いたら、役者がその通りに動く。


    　それは至極まっとうなことではないのか？　私に能力がなくても、普通そうなるのではないか？　脚本というものの性質上、その通りになっていいのだ。


    　それどころか。


    　脚本通りに動いてしまうのであれば、役者は絶対にトチらない。


    　むしろ、私の能力はラブコメ部のためになる？


    　私はケータイに着信があったふりをして、部室の隅に移動する。


    　後からついてきたラブ子に、〈魔改上書オーバーライト〉の及ぶ範囲を確認する。


    「ねえ、小説じゃなくて脚本でも、〈魔改上書オーバーライト〉の力ってあるの？」


    『脚本でも上書きできるよ？　でも、脚本が上書きできるのはその舞台なりドラマなりだけだから、あんまり強くないよ。舞台が終わったら上書きも終わりだもん。だからアタシ的には小説が一番おススメなんだけどなー』


    「私はもう小説書かないって決めたの」


    『でも脚本は書くの？』


    「だって小説は勝手に上書きしてたけど、脚本だったら、みんなと打ち合わせしながら作れるし、その通りになっても問題ないし」


    　問題ないどころか、ラブコメ部の公演成功の大きな助けになる。


    『小説のが手っとり早くていいのにぃ。んーまあでも、諒りよう太たと同じ部活ってことでラブコメ度はちょっと上がったかな？　よし、ラブコメ小説家からラブコメ脚本家にチェンジだね！』


    　私の悪ノリのせいで、ラブコメ部は生まれてしまった。それを無理矢理夢オチにしたから、居場所がなくなった諒太たちは困ってる。全部私のせいだ。


    　だから私は罪滅ぼしのために、ラブコメ部に脚本家として協力する。


    　そして〈魔改上書オーバーライト〉の力が、ラブコメ部の力になるのだ。


    　決心した私は、みんなの前に立ち、改めて宣言する。


    「私、ラブコメの脚本書くよ！　どんな話にしようか？」


    「一応わたしたちで話し合って、ロミジュリをやるってところまでは決まったのだ！」


    　瑠る流るが胸を張って言った。


    「え」言葉に詰まった。「……ロミオとジュリエットって、悲劇だよね？」


    「でも、演劇といったらロミジュリ！　ジュリエットを演じるのは女子のステータスなのだ！」


    　瑠流の熱弁に合わせるように、響きよう華かと水みず菜ながうなずく。どうやら三人とも自分がジュリエットをやるつもりでいるようだ。


    「そのあたりのアレンジを莉り子こに考えてほしいんだ。もちろん、丸投げはしない。俺たちも一緒に考える」


    　ロミジュリでラブコメ。思っていた以上に大変な執筆作業になりそうだ。


    　しかし、私は罪を償つぐなわなければならない。ラブコメ部が生まれてしまった以上、脚本家として尽力し、みんなの青春に花を添えてあげるべきだ。


    　私が書けば、役者はトチらない。


    　あとは、きちんと「ウケる」脚本を書けるかどうかだけど、私にそんな技術とセンスはあるだろうか。


    　ラブコメ部の存続条件は「公演で好評を博すこと」だ。


    　劇がよかったかどうかは、脚本家でも役者でもなく、お客さんが決めること。私の上書き能力で舞台の上のことは自由自在に操れても、お客さんは──。


    　──もしかして上書きできるのだろうか？


    　私の脚本は、書いた通りになる。


    　ならば、例えばの話、


    



    　出演者一同、大だい喝かつ采さいの観客に手を振る。


    



    　とか脚本に書いたら、実際にお客さんは大喝采を送ってくれるんじゃないの？


    　諒りよう太たを女にできるくらいなんだから、お客さんの反応くらい上書きできないはずがない。


    　よし！　と私は思わずガッツポーズ。こいつ一人で何やってんだ、というみんなの冷ややかな視線も気にならないくらい、気持ちが昂たかぶっている。


    「みんな、任せて！　絶対うまくいくロミジュリラブコメの脚本書くから！」


    　すると瑠流がにぱっと笑って、


    「やった！　ありがとっ、監督！」


    　当然のように私を監督と呼んだ。


    「わ、私がラブコメの監督!?」


    「うん、だって、舞台って監督がいるのだっ。莉子が監督・脚本！」


    　監督。悪くない響きだ。


    　ラブコメ小説で他人の人生をめちゃくちゃにしていた小説家・浅あさ間ま莉り子こは死んだ。


    　新たに生まれたのは、ラブコメ脚本で他人の人生を救いへと導く、監督・脚本浅間莉子だ！


    「私が監督・脚本・ジュリエットだね！」


    　勇ましく宣言した私に、皆の視線が集中する。


    　突然のジュリエット宣言に対して、誰もつっこめないでいる。


    　沈黙を破ったのは諒りよう太ただった。


    「まあ、まったくない話でもないんじゃないか？　監督・脚本・主演をこなす人もいるみたいだし、例えば、三さん条じよう会長とか。……ええと、莉子は、監督脚本の他に、ジュリエットやりたいのか？」


    　諒太に問われて、カッと耳まで熱くなった。


    　ジュリエットやりたいとか思われてるなんて恥ずかしすぎる。だってこの面めん子つなら諒太がロミオじゃん幼なじみ同士でロミオとジュリエットとか気持ち悪いよてかなんで諒太はそういうの平気で言えちゃうの！


    「や、やりたいわけないじゃん！」私は顔をぶんぶん横に振った。「だいたい、監督と脚本とジュリエットの三役なんて絶対無理だよ。私がやるのは二役だけ、ロミオ役とジュリエット役」


    　部室は静まり返った。


    『くぷぷ、莉子ちゃんが一人でロミオとジュリエットやるとか面白い！　これアリじゃない？』


    　ラブ子は極太マジックを振り回しながら笑っている。


    「み、みんな、ボケてるんだからツッコミ入れなきゃダメだよ。ラブコメはテンポが大事なんだから。はは……」


    　私は顔をひきつらせながら裏返る声で言った。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　今日から日曜日まで、校内施設でラブコメ部の強化合宿をすることになった。


    　諒太曰いわく、部が一丸となるためらしい。それなら完成した脚本も必要だろうと思い、予定を前倒しして徹夜で脚本を仕上げた。


    



    『ロミジュリラブコメ』


    ○あらすじ


    　運命的な出会いを果たすはずだった二人。しかしジュリエットが恋愛に興味ナシのお子様だった。「ロミオ、わたしの奴ど隷れいになるのだ！」さらに敵対するキャピュレット家のティボルトはロミオをからかい誘ゆう惑わくする美少女、世話焼きシスターロレンスもロミオのことが気になるようで？　もつれ合う恋の行方は神のみぞ知る──？


    



    ○キャスト


    ロミオ……山やま伏ぶし諒りよう太た


    ジュリエット……赤あか城ぎ瑠る流る


    ティボルト……榛はる名な響きよう華か


    シスターロレンス……妙みよう義ぎ水みず菜な


    



    監督／脚本……浅あさ間ま莉り子こ


    



    　という概要に始まり、その後にはプロットがあり、さらに詳細な脚本と続く。


    　ものを書くペースの基準は知らないけど、三日で三十ページの脚本を仕上げるのは我ながらすごいと思う。内容はというと、原作を簡略化したもので、最後はコメディらしく誰も死なずにすみ、ドタバタした感じで幕という構成になっている。


    　この脚本の最大の肝は、ラストだ。


    　公演の成功を約束する、魔法の脚本。


    



    ○エピローグ１／キャピュレット家・庭園／ロミオ　ジュリエット　ティボルト　ロレンス


    



    　ヒロイン三人、ロミオを巡って競い合ううちに友情が芽生える。


    　ヒロイン三人「私たちの戦いはこれからよ！」


    （暗転）


    　出演者一同、一列に並び大だい喝かつ采さいの観客に手を振る。


    



    ○エピローグ２／校庭・後夜祭会場／ロミオ　ジュリエット　ティボルト　ロレンス


    



    　一同、舞台衣装のままフォークダンスに参加。


    　観客、大歓声。


    　生徒会長三さん条じよう実み由ゆ紀き、ラブコメ部の公演成功を認める。


    



    　最後のフォークダンスのくだりは、瑠流のアイデアだった。衣装を着たまま後夜祭のフォークダンスに参加してアピールを続け、公演成功を印象づけるというものだ。


    　そのアイデアに便乗する形で、しれっと三条会長が公演成功を認めるというト書きを書いた。


    　私が打ち出してきた脚本を、皆が黙々と読んでいる。


    　ラストシーンを読んだ諒太が小さく笑う。


    「この、三さん条じよう会長が公演成功を認めるってくだり、脚本に書くことかよ」


    「それはおまじないみたいなものだよ。そう書いとくと、縁起がいいでしょ？」


    　皆、脚本に概おおむね満足してるみたいだった。が、


    「浅あさ間ま莉り子こ、一つ聞きたい」響きよう華かが言った。「最後、フォークダンスのくだりだが、ここはアドリブでいいのだな？」


    「……どういうこと？」


    「つまり、フォークダンスはペアを組んで踊るが、あたしたち四人がどう組もうといいわけだな？」


    「え、あ、うん。それはどう組んでもいいけど……」


    「よし、りょーた、わたしと踊ろう！」


    　瑠る流るがばしんと諒りよう太たの肩を叩たたいた。


    「ああ、いいけど」


    　諒太が返事をすると、響華と水みず菜ながぴくりと反応する。


    「いや、身長のバランスを考えると、あたしが山やま伏ぶし諒太と組んだほうがいい」


    「いえいえ、山伏君が後夜祭の解放感からハメを外して問題を起こさないよう、私が組んでしっかり面倒を見ます」


    「りょーたはわたしの舎弟なのだ！　わたしが面倒を見る！」


    　この美少女たちがぶつかり合う感じ。キャスト決めのときを思い出させる。


    　配役は、三人ともジュリエットをやる気満々で話し合ってもどうこうなりそうもなかったので、ジュリエットオーディションをやった。三人は本気でジュリエットを狙ねらっていて、正直、圧倒された。


    　ジュリエット役は女の子のステータス、ってことで争ってたけど、今の目の前のぶつかり合いを見ていると、それがフェイクだったのではないかと思える。


    　取り合っていたのは「ジュリエット」じゃなくて、「諒太の相手役」なのでは？


    　今までのラブコメ部の活動は全部夢ってことになってるはずだけど、みんなの中には想いが残っている。ラブコメ部がやってたラブコメは演技だけど、それがきっかけで「本当の好意」が芽生えてしまった!?


    　今、フォークダンスで誰が諒太とペアになるのかでぶつかり合っているところを見ると、演技じゃない、素のラブコメって感じがする。


    　このまま収拾がつかない言い争いになるのかと思ったけど、


    「別に今決めることでもないだろ。その場のノリでいいんじゃねーの」


    　と諒太が言って、この場は収まった。


    　まあ、誰が諒太と踊ろうと私には関係ないし、ラブコメ部の存続にも関係ない。


    　私はこの一週間で、自分の役割を果たし終えた。


    　ラブ子から聞いた脚本版〈魔改上書オーバーライト〉の効果が適当な情報じゃないか、実際にサンプル脚本を作ってテストした。


    　役者の科白せりふは完かん璧ぺきで、観客の反応も上書きできた。


    　みんなの意見を取り入れて、ロミジュリラブコメの脚本を作った。


    　あとはもう、舞台の成功を見届けるだけだ。


    



    　午後は台本に沿った演技の練習だ。


    　私は傍はたから見て気づいた点を指摘することになった。


    　が、特に何も指摘しなかった。だって舞台の内容に関係なく公演成功は約束されてるんだから、直すべき点なんて存在しないのだ。


    『莉り子こちゃん、なんか空気になってるよ、ここらでがつーんとラブコメやらなきゃ』


    　ラブ子が私の隣で退屈そうにマジックのキャップをいじっている。


    　そこでふと気づく。


    「あれ、ラブ子、背中からなんか生えてきてない？」


    　白いローブを突き破って、ラブ子の背中のあたりから羽のようなものが生えていた。


    　羽というには小さくて、ふわっとした感じもない、大きな肩甲骨という印象だ。


    『ああ、これ？　羽だけど？』


    「なんでそんなの生えてきてるの？」


    『んふー、何だかんだ言いつつも、莉子ちゃんの〈ラブコメの心〉吸わせてもらってるからね、アタシもちょっとずつ成長してるんだよ。アタシ的には、もっと激甘なのを吸いたいんだけどなー』


    「おかしいでしょ。だって私全然ラブコメしてないよ」


    『口ではそう言っても、実際〈ラブコメの心〉が育はぐくまれて、アタシが育ってるんだから言い逃れはできないよー』


    　私はラブ子の羽を見て、台本片手にロミオの科白を嚙かんでる諒りよう太たを見て、自分の胸に手をあててみる。


    　……いや、全然ラブコメとかしてないし。諒太相手にラブとかないし。


    　もしかしてラブ子はラブコメのコメのほうだけでも育つのだろうか。そういうことなら、いろいろ上書きされてコメっぽいことは諒太としてるけどラブのほうは全然……。


    　諒太と目が合う。


    　私は諒太に投げキッスをした。


    　って何やらせんのおおおおおおおおっ！


    『お、諒太ってば莉子ちゃんに見み惚とれて固まってるよ？　会心のラブだね！』


    「啞あ然ぜんとしてるだけだよ……絶対気持ち悪い女だと思われてる……」


    『よーしこの調子で次はコメだね！』


    　再び諒りよう太たと目が合う。


    　私は諒太めがけて鱚キスを投げた。


    　べちっ、と諒太の顔面に鱚が直撃した。


    『ぷふふっ、いいね莉り子こちゃん！　ナイスコントロール！』


    　みんなの視線が私に集まる。


    「あっ、これは、ええと……本番の舞台で失敗したら、こういうの客席から何か飛んでくるかもしれないから、その練習っていうか……」


    「だからって魚ぶつけんなよ。つーかどっから持ってきたんだこの魚」


    　諒太は怪け訝げんな顔で私に鱚を手渡した。


    「莉子、みんな練習してるのになんで一人だけふざけてるのだ？」


    　瑠る流るが感情を押し殺したような声で言った。


    「え、と、ごめん。ふざけるつもりはなかったんだけど……」


    「りょーたに魚ぶつけといて、ふざけるつもりがないなんておかしいのだ！　稽けい古この邪魔するな！　バカ！」


    『うわー雰囲気悪いなー全然ラブコメっぽくないよー』


    　思案顔のラブ子は「そうだ！」と叫び、極太マジックを私に突き付けた。


    「ふぇええええ、私ってばドジばっかり、ほんとごめんなさいですぅ～」


    　私は身体からだをくねらせながら言った。


    　……え、なにこれ。


    　みんなの冷たい視線がさらに冷たくなる。


    　私はラブ子をキッと睨にらむ。


    『あれー？　ラブコメ的に考えてドジっ子なら何かやらかしても大抵許してもらえるのに。莉子ちゃん許してもらえてないね……ドジっ子感が足りない？』


    　私は勢いよくすっ転んで大量の鱚をぶちまけた。


    「ふあぁああああ、またやってしまいましたぁ～、ドジですいませんですぅ～ふぁ、あっ！　お魚が身体の中にぃぃぃっ！」


    　ひとり身体をくねらせる私だったが、当然、皆、呆ぼう然ぜんとしている。静まり返った部室に、鱚がのたうつ水っぽい音だけが響く。


    「えっと、あの、ごめんなさい、もうふざけません」


    　私は平謝りして、掃除用具入れからバケツを取り出す。


    　部室に散らばった鱚を全部拾って、どうしていいか分からないから食堂に持っていくことにした。肩を落として歩く私に、ラブ子は不自然なほど明るい声で話しかける。


    『やったね莉子ちゃん！　今日の夕飯は鱚の天ぷらじゃない？』


    「ラブ子のバカ！」


    



    　部室に戻ると、みんなはちゃんと稽けい古こに戻っていた。


    　何もすることがないので、私は大人しくパイプ椅い子すに座る。


    　台本片手に科白せりふの読み合わせをする皆を見て、下手くそだなと思った。


    　喋しやべり方や動きがわざとらしくてぎこちない。


    　高校入学以来私がずっと傍はた目めに見ていた、バカバカしくもキラキラしていたあの魅力がない。


    　諒りよう太たたちが素でやってたハーレムラブコメは、腹が立つくらい、楽しそうな雰囲気が伝わってきたのに。今やってるラブコメのお芝居は、全然面白そうじゃない。


    　でも、心配はいらない。今は下手でも本番はうまくいくのだ。


    　否いや応おうなく、うまくいってしまう。


    　演劇に筋書きがあるのは当たり前だけど、観客の反応にまで筋書きがあって成功が約束されている。


    　そうとも知らず頑張ってるのは、バカみたいだ。


    　そんな私の冷めた視線を読みとったのか、


    「莉り子こ！　ただ見てるだけじゃなくてもっといろいろ言え！　監督だろ！」


    　瑠る流るが語気を荒らげて言った。


    「ごめん、でも、その調子でいいと思うよ。きっと大丈夫だから」


    「莉子は適当に言ってるのだ！　脚本が仕上がったからもう自分は関係ないって思ってるのだ！」


    　もう私の仕事は終わったのだ。脚本は書いた。あとは、私の意志なんて関係ないし、当人たちの意志も努力も関係ない。どう足あ搔がいたって脚本通りにしかならないんだから。


    「だって、私は、演技のこととか分からないし」


    　私が他ひ人と事ごとのように言い捨てると、瑠流は悲しげな顔をして、それきり黙ってしまった。


    　なんだか胸がちくちくした。


    　この気持ちはなんだろう。


    　一生懸命稽古してるみんながまぶしくて、ちょっと羨うらやましかった。


    　一人だけ蚊か帳やの外で、寂しかったのかもしれない。でも、そういう疎外感は今に始まったことじゃない。私はずっと外からハーレムラブコメを見てた。


    　だったらこの胸の痛みの正体はなんだろう、と考えて、やっぱり私がこの子たちの人生を決めていることだと思う。


    　私は好き勝手に小説を書いて、他人の人生を上書きしてしまった。


    　その罪滅ぼしのために、絶対公演が成功する脚本を書いた。


    　これ、罪滅ぼしになってるのかな。


    　形が変わっただけで、誰かの人生を勝手に上書きしてることには変わりなくて、結局今までと一緒の罪を犯しているのかもしれない。


    　いや、でも、諒りよう太たたちは公演成功を望んでいて、私がそれを叶かなえる。普通にいいことな気もするけど……。


    　分からない。


    　だけど、確実に間違ってると言えるのは「どうせ稽けい古こしても意味ない」という今の私の冷めた態度だろう。私は諒太たちの青春に水を差したいわけじゃないのだ。


    「ごめん、私、不ふ真ま面じ目めだったね。演技に関しては素人だけど、ちゃんと気づいたところを指摘するよ」


    　深々と下げた頭を上げると、瑠る流るが歯を見せて笑っていた。


    「頼むぞ、莉り子こ監督！　公演成功のためには、莉子の協力も必要なのだ！」


    　瑠流の笑顔とやる気を見て思った。


    　この笑顔をお客さんに見せることができたら、私の能力なんかなくても公演は成功するんじゃないだろうか。瑠流だけじゃない。響きよう華かの飄ひよう々ひようとしたキャラとか、水みず菜なのテンパりなんかをうまく舞台の上で生かせれば、すごくいいラブコメになるはずだ。


    　私が〈魔改上書オーバーライト〉の能力を使えば、絶対成功する脚本を書くことはできるけど、あのキラキラはどうしても出せない。


    　あのキラキラを捨てるのはすごく勿もつ体たいない気がするし、やっぱり間違ってると思う。


    



    　まずもって私は大浴場というものが苦手だ。タオルで前を隠すべきか、悩んでしまう。


    　あんまりがっちりガードするのも貧乳コンプレックス丸だしで自意識過剰みたいだし、かといって丸腰でいるのも、人様に見せられる身体からだではないのになんでこいつは堂々としているんだ、と思われそうで嫌いやだ。


    　というわけで私は隠すともなく隠す、あるいは、礼儀として形だけ隠すがそこまで頓とん着ちやくしているわけではない、というスタンスを意識して絶妙なタオルポジショニングをキープする。当然疲れる。だから大浴場は好きになれない。


    　そんな、ただでさえ苦手な大浴場で顔を合わせる面めん子つが瑠流、響華、水菜の三人ときては、当然萎い縮しゆくしてしまう。特に瑠流の胸は圧巻だった。あまりに自分と違いすぎて、嫉しつ妬とも劣等感も吹き飛んでしまう。


    　合宿での風呂の時間、三人の振る舞いを見ていると、興味深かった。私が今まで書いていた通りの彼女たちなのである。タオルさばき一つとっても、瑠流と響華は自分の他に誰もいないかのように丸出しで、水菜は命でも懸かかっているかのようにガードを固めていた。勝手な想像でお風呂シーンを書いたとしても、この通りに書けただろう。


    　美少女三人と一緒にお風呂に入っている、考えてみれば不思議な状況だ。


    　瑠る流るは胸があたるくらい私にくっついてくる。あてつけでやってるわけではないと思う。


    　子犬に懐なつかれているみたいにくすぐったい。いししと屈託なく笑う瑠流を見ていると、心が澄んでいく。


    「莉り子こ、さっきはごめんな、そんで、ありがとっ。いろいろ言ってくれて」


    　瑠流が頰ほおずりしてくる。


    「あの、えっと」いい機会だし、私は気になることを尋ねる。「なんだか、不思議な部活だよね、ラブコメ部って。三人とも、ラブコメを演じるのが好きなの？」


    　そう問うと、タイプは違う三人なのに、一様にくすぐったげな表情を浮かべた。


    「んー、わたしはうまく説明できないかもだけど、みんなのことが好きだから、みんなで笑って見てる人も笑顔にしたいから、これからも続けていきたいって感じなのだ。今までのこと、よく覚えてないんだけど、すっごい楽しかったのだ！」


    　瑠流は水をぱちゃぱちゃと叩たたきながら言った。


    「……おまじないに近いと思うんです」水みず菜なは曇くもった眼鏡めがねを外す。「もし三さん条じよう会長の言うままに解散になったら、楽しかった思い出を全部、完かん璧ぺきに忘れちゃう気がするんです。この部を続けていたら、忘れないし、思い出せるかもしれないから、解散は嫌いやなんです」


    「大おお袈げ裟さに聞こえるかもしれないが、あたしは運命のようなものを感じている」響きよう華かはどこか誇らしげだ。「途中加入の浅あさ間ま莉子にはなかなか理解できないかもしれないが……いろいろあったんだ、あたしたちには。ここまできて引くわけにはいかない」


    　みんな、今までラブコメを演じていたというおぼろげな記憶があって、これからも一緒にいたくて、だから部の存続に燃えているのだ。


    「もし」私は湯船に視線を落としながら言う。「神様がいたとして、祥しよう愛あい祭の公演を絶対成功に導いてくれるとしたら、お願いする？」


    「そんなのにお願いしなくても、わたしたちならきっと大丈夫なのだ！」


    　瑠流は胸を張っていった。


    「いや、一応お願いしといたほうがいいんじゃないでしょうか？」水菜は言った。「あ、でも私ってそういうお願い事、結構裏目に出ちゃうんですよね……」


    「まさか浅間莉子がお百度参りでもしてくれるのか？　それとも、オカルト趣味でもあるのか？」響華は私の顔をまじまじと見つめる。「まあ、妙な真ま似ねをせず監督として頑張ってくれ」


    　頑張ってみようかと思った。〈魔改上書オーバーライト〉の能力者としてではなく、私として。


    　監督として。それから、脚本家として。


    　まだまだ練り直すところはあるはずだ。


    　そのことを皆に伝えようと、私は皆のほうに向き直る。ところが──


    　いつの間にかラブ子が姿を現していて、湯船の縁に腰掛けていた。


    　触ることができないんだから水に濡ぬれることもないんだろうけど、ラブ子は裸だった。


    　……よかった。かろうじてラブ子より胸がある。ってそれどころじゃなくて。


    『莉り子こちゃん、諒りよう太たがいないからって気を抜いてちゃダメだよー。貪どん欲よくにラブコメっ』


    　私は瑠る流るの胸を鷲わし摑づみにして叫ぶ。


    「わー、瑠流の胸、また大きくなってるー」


    「ひあっ、いきなり何するのだ！」


    　瑠流は身をよじって私にお湯をかけた。


    『これはだいたいどのラブコメでもやってるんだよ？　諒太は今頃男湯でドキッとしてる』


    　ラブ子はしたり顔で言う。とはいえ銭湯みたく天井付近で男湯と女湯が繫つながっていたら声も届くけど、合宿所のお風呂は男湯と女湯が完全に遮断されてるから諒太に声は届いてないだろう。まったく意味のない叫びだった。


    『あーでもこれじゃー瑠流のアピールにしかなってないね、莉子ちゃんもアピールしなきゃ！』


    　私は自分の胸にぺたんと手をあてて叫ぶ。


    「わー、私の胸、成長する気配がない！」


    　私の声が虚むなしく反響した。


    「え、ええと、莉子さん、これからですって！　きっとこれから大きくなりますよ！」


    「そもそも、大きければいいとは限らない。だからそんな自じ虐ぎやくネタに走るな、浅あさ間ま莉子」


    　水みず菜なと響きよう華かが優しい言葉をかけてくれた。


    　それがかえって辛つらくて、逃げるようにお風呂から出た。


    



    　私はすぐに部屋には戻らず、頭と身体からだを冷やそうと、中庭に出た。


    　ベンチに座り、校舎で四角く切り取られた夜空を見上げる。


    　小学何年生の頃だったか、私は諒太と、何座か忘れたけど流星群を見たことがある。


    　冬で、次の日が土曜日で、私たちはマグカップを片手にベランダから星空を見ていた。


    　あれはどっちの家からだっただろうか。


    　たくさん見えるという前評判は叶かなわず、私たちは三、四条の流れ星しか見ることができなかった。綺き麗れいだった。だけど、それ以上に私の記憶に残っているのは、諒太と同じ布ふ団とんで寝たことだ。ほんとは眠くないのに眠いと言って、ベッドにもぐりこんだのを覚えている。


    　もしあれが諒太の家から見たのだったら、私はきっと、諒太と一緒に寝ることを期待して眠いなんて噓うそをついたんだ。諒太の身体が私より温かくて、抱きつくようにして眠った記憶がある。


    　無邪気なのか、したたかなのか、よく分からないな、昔の私。


    「よう」


    　突然、視界が諒太の顔で覆おおわれた。


    「うぬぁあああああああああああああああっ」


    　ひっくり返ってベンチから落ちそうになるところを、諒りよう太たに抱きとめられた。


    「ごめん、驚かせたか」


    「な、なに……なんの用？」


    「いや、まあ別になんてこともないんだけどな」


    　諒太と二人きりだと何を話していいのか分からない。十年以上も一緒にいたのが噓うそみたいだ。


    「莉り子こ、ほんとにありがとな、脚本書いてくれて。いろいろ無理させたよな」


    　諒太が恐る恐るという感じで切りだしてきた。


    「私は、無理してないよ。ていうか、私がやらないといけないから」


    「莉子、そこまで使命感に燃えてるのか……」


    　私は暗闇に紛まぎれて、


    「……諒太のためだから」


    　と言ったが、噓だ。本当は自責の念からだ。だけど、それだって元をただせば、諒太のせいであって、いや、諒太のせいって言い方は自分勝手だ、私が勝手に諒太のハーレムにむかついたせいで、ラブコメ部は生まれてしまったのだ。


    「今回の合宿でさ、莉子とみんながなじめればって思ってたんだけど」


    「あ、そうだったんだ。瑠る流るにお風呂で懐なつかれちゃった」


    　諒太は顔をほころばせたが、ばつが悪そうに頭をかいて、


    「あと、俺も、莉子とちょっとアレだったから、仲直りっつーか、その、でも二人で話す時間全然なくて……」


    　なるほど。それで今のこの時間か。


    　諒太と二人きり。


    　言いたいことはたくさんあった。


    　でも、何をどう切り出していいか分からない。こんなに、いろんな想いがあふれそうなのに、何も言えない。肝心なことも、くだらないことも、何も。


    　こうやってぐずぐずしてたら、ラブ子に上書きされちゃう。って焦あせったそばからラブ子が私の傍かたわらに現れる。ラブ子は私の周りをぐるぐる回りながら、ニッと笑った。


    『莉子ちゃん、いい雰囲気なんだし、ここで攻めようよ！　胸の想いをさらけ出して！　ついでに胸もさらけ出して！』


    　胸？　と怪け訝げんに思った私は気がつけばノーブラだった。


    「ひぁあっ」


    　咄とつ嗟さに胸元を腕で隠す。お風呂上がりだからＴシャツ一枚しか着てない。こんなときに何してくれるんだラブ子！


    　もし諒太にノーブラだってバレたらどうしよう。


    　ブラが必要ないくらい胸がないと思われる？　それとも変態だと思われる？


    　どっちも最悪だ！


    　両腕で身体からだを抱きしめるようにして胸元を隠していると、


    「莉り子こ、寒いのか？　夜は結構冷えるからな」


    　諒りよう太たが着ていたジャージを私にくれた。


    　寒いどころか身体中が熱くてしょうがなかったけど、私はジャージに袖そでを通してファスナーを首まで上げた。


    　諒太のジャージは大きくて、袖なんて指先まですっぽり隠れてしまう。


    「……ありがと、諒太」


    　ノーブラバレの危機から脱したけど、緊張は収まらなかった。


    『あれー？　思ってた展開と違うけどこれもラブコメ的にアリ？　ちょっと様子見ー』


    　ラブ子は隣のベンチに座ってこっちを見ている。


    「もしさ、祥しよう愛あい祭の公演を成功させてくれる神様がいたら、諒太はお願いする？」


    「なんだよそれ」諒太は呆あきれたように笑う。「そんな都合のいい神様いないだろ」


    「いるとしたらで答えてよ。ほんとにすごい神様だよ。稽けい古こなんて一つもやらなくても、公演が成功するの」


    　数秒間黙りこんだ諒太は、ゆっくりと口を開く。


    「……公演が成功しなきゃ、ラブコメ部に未来はない」
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    「うん」


    「でもさ、未来も大事だけど、みんなで頑張ってる今ってのが一番大切なのかな、って、今日の瑠る流る見て思った」諒りよう太たはくすぐったげに言った。「だから、稽けい古こしてもしなくてもＯＫなんていう神様の力はいらないかな」


    「……そっか。そうなんだね」


    　決めた。


    　上書きの力は使わない。あの脚本は破棄して、上書きの力が及ばない、そしてラブコメ部にふさわしい脚本を作り直そう。


    　ラブコメ部のみんなは役者として三流、私も脚本家として三流、これだと正攻法じゃ勝てない。でも、ラブコメ部のラブコメっぷりは一流だ。現実にはありえないようなラブコメをやっているし、私の上書きによってさらにありえないラブコメもこなしている。今までラブコメをやってきた、その息が合ってるところを本番の舞台にも生かすべきだ。


    　私の脚本に合わせて科白せりふの練習をするよりも、シチュエーションと展開だけ指定して科白は自由に言わせるほうが、ラブコメ部には合っているように思う。


    　シチュエーションと展開のみの指定でト書きも科白も書かなければ、上書きの力は及ばないし、何より、そっちのほうがラブコメ部らしいキラキラした舞台になるはずだ。


    　私が監督・脚本としてすべきことは、ラブコメ部の魅力を最大限発揮できる展開をみんなと一緒に考えていくことだろう。


    　ラブコメ部が舞台の上で輝くための脚本変更について、私は諒太に伝えてみた。


    　黙って私の話を聞いていた諒太は、ふっ、と笑う。


    「確かに、台本の読み合わせしてて、うまくいくのか不安な部分があったんだ。莉り子この言う通り、科白自由ってほうが俺らに合ってるかも」


    「私は、絶対そっちのほうがいいと思う。もちろん、瑠流たちにも相談してみるけど」


    「うん、とりあえず俺は莉子に賛成」諒太はニカッと笑った。「でも、科白が決まってないってのはちょっと心配だよな。瑠流に響きよう華かに委員長だろ？　話が変な方向に転がりそうだし」


    「確かに、みんな我が強いもんね」そんなリスクを承知の上で、挑戦する価値がある。「じゃあ私はデウス・エクス・マキナの役作りでもしとこうかな」


    「……デウス・エクス・マキナ？」


    「ああ、えっと、もう物語がどうにもならないよーってこんがらがった状況になったら、突然神様が出てきて全部解決しちゃうってやつで、昔の悲劇とかでよく使われてたらしいんだけど。まあ、夢オチくらいズルい裏技」


    「へえ。莉子がデウス・エクス・マキナにならずにすめばいいけどな。ま、練習あるのみだ」


    　諒太の瞳は無邪気に輝いていた。


    『結構いい感じの雰囲気で来てるんじゃない？　ここでもうひと押し、ラブ！』


    　私はそっと手を伸ばして隣に座る諒りよう太たの手を握った。


    　諒太と目が合う。手を握っただけで、すごく近くにいる気がする。


    「……莉り子こ？」


    「なななななんでもない！」


    　慌てて手を離す。私の隣でラブ子はニヤニヤしている。


    『よし、いいラブだったね。手の次は何を握ろうかな。ラブが終わったから次はコメだね！』


    　私は諒太の目を見つめながら寿司を握った。


    　手のひらの中で、イカの握りができ上がっていた。


    　諒太はすんすんと鼻をきかせる。


    「……あれ、なんか急に生臭くね？」


    「え、そう？　気のせいじゃない？」


    　私は咄とつ嗟さにイカの握りをポケットにしまった。気持ち悪い……。


    　これ以上ラブ子の邪魔が入らないうちに、私は気になっていることを聞いてみる。


    「なんていうか、諒太はその、演じてるわけじゃない、ラブコメを」


    「ああ」


    「例えば、演じてるうちに、えと、ほんとに、好きになっちゃったりとか」


    　こんなのはよくある話だ。恋愛ドラマで恋人同士の役だった二人が結婚しちゃうとか。一緒にいるだけで愛が育はぐくまれるのに、ラブコメを演じるなんて、これ以上ない状況だ。


    　私の問いに対して、諒太はなかなか返事をしない。なぜか私のほうが急せかされるように、


    「だってすごい可愛かわいいじゃん三人とも。あんなの好きにならないほうがおかしいっていうか、普通なら絶対、あ、そっか、こんなこと聞くまでもないことだよね、ははは」


    　早口でまくしたてた。すると諒太は、


    「別に可愛かったら誰でも好きになるってわけじゃないから」


    　少し強い口調で言った。


    「え、あ、そうだよね、そうだよね、ははは」


    　こういう噓寒い愛想笑いを諒太に対してするのは、すごくイヤな気持ちだ。こんなの、なんだか他人みたいで、ほんとは、私は、こんなふうに笑いたくない。


    　私と諒太は他人じゃない。小さい頃からずっと一緒にいた、幼なじみだ。


    　諒太の横顔を見つめながらあれこれ思い出してると、目が合う。


    　カッと耳が熱くなった。なんだか変だ。今はラブ子に上書きされたわけでもないのに、すごく身体からだが熱い。


    「莉子、高校入ってから、変わったよな。なんか、子供っぽくなった」


    「え？」


    　意外な言葉だった。頭おかしいとかなら分かるのに。


    「ほっぺたがさ、赤いんだよな、りんごみたいに。だからかな」諒りよう太たは私を見つめて笑みを浮かべる。「子供みたいで可愛かわいい」


    「え、う、あ、え、りょ、」


    　ぱくぱくと口を動かすばかりで、言葉が出てこない。


    　なんで、そんな軽く。なんでもないこと、みたいに軽く。


    　耳がちりちりする。顔が熱い。どうしてか目に涙が浮かんで、視界が滲にじむ。


    　どうしよう。なんで、諒太に可愛いって言われて、こんなに心臓バクバクいってるんだろう。


    　変だ。私、変になってる。


    　諒太は私に背を向けて、


    「ごめん、なんか間違えた」


    　とだけ呟つぶやいた。


    「……間違えたってなに」


    「いや、つい言っちまったっつーか、魔がさしたっつーか。ちょっと変だったな、今の俺」


    「ぜ、ぜんぜん変じゃないよ。だって、私、っ、可愛いし」


    　冗談めかして言うつもりだったのに、声がひきつった。


    　隣のベンチに座っていたラブ子が私の顔を覗のぞきこむ。


    『莉り子こちゃん、すっごい顔真っ赤だよ！　いいんじゃないかなりラブコメっぽいんじゃない？　ここで最後のひと押しだ！』


    「頭がぽーっとする。熱あるかも。諒太、確かめてみて」


    　諒太は私のおでこに手をあてる。


    「結構熱いな……」


    「それじゃ分からないよ。おでことおでこをくっつけなくちゃ」


    　私は諒太のおでこに自分のおでこをくっつけると見せかけて思いっきりヘッドバット！


    「どうかな？」


    「目がチカチカする。星が見える」


    「……私も」


    『決まった！　この流れ、まさしくラブコメの王道だね！』


    　ラブ子は飛び跳ねて喜んでいた。


    



    　おでこをさすりながら合宿所の部屋に戻ると、


    「莉子さん、随分遅かったですね。どうしたんですか？」


    　水みず菜なが[image: ]いぶかりの目で出迎えた。


    「え、いや、別に、何も」


    「あれっ」瑠る流るは私の胸元を指さす。「なんでりょーたのジャージを着ているのだ？」


    　ジャージの胸元には「山やま伏ぶし」という名前が入っている。


    「え、あ、これは……」私は取り繕つくろうように笑い、ジャージを脱ぐ。「どっかで入れ替わっちゃったかな」


    　すると、皆の視線が私の胸元に集まる。


    　忘れてた。私はノーブラだったのだ。


    「……浅あさ間ま莉り子こ、貴様、山伏諒りよう太たと何をしていた？」


    　響きよう華かが無表情のまま私を見つめる。


    「いや、別に、何も……あ、脱衣所に下着忘れてきちゃった」


    「うりゃーっ」と瑠る流るが抱きついてくる。「莉子、うらこうさくとはひきょうだぞー！」


    「ほんとですよ！　こんな時間に男子と密会だなんて、不純です！」


    「何があったか全部吐くまで、今夜は寝かせんぞ、浅間莉子」


    　瑠流にのしかかられ、水みず菜なと響華に両脇を固められる。


    「ちょ、苦しい、やめて……吐きますから」


    『いいんじゃない？　女同士の戦い、これもこれで、ラブコメっぽいんじゃない？』


    　ラブ子が姿を現して、満足げにしている。


    　美少女三人に取り囲まれる。一体、何をどう話していいやら。


    「あれ？」瑠流が私の手に鼻を近づける。「莉子の手、なんかイカの臭いがするのだ」


    「おい、浅間莉子」響華は私の肩を揺さぶる。「やはり山伏諒太と卑ひ猥わいなことをしていたのか」


    「卑猥なことなんてしてないよ！　これは、イカを握っただけで」


    　私はポケットからイカの握りを取り出した。


    「なんでお寿司握ってるんですか……莉子さんて、ほんと不思議な人ですよね……」


    　水菜はイカの握りを見て引いているようだ。


    「どうしてこんな時間に寿司を握ったのだ？　そういえばりょーたも、最近莉子のことをちらちら見てるし、二人とも怪しいのだ！」


    　確かに、よく目が合うけど、それは私がラブ子に上書きされて変なことばかりしているから諒太もつい見てしまうのだろう。


    「諒太が私のこと見てるのは、私が恋人だからでしょ」


    　ってラブ子！　話ややこしくしないでよ！


    　変人と恋人じゃ全然意味が違ってくる。恋人なんて言い出したせいで、私を囲む三人の視線が鋭くなる。


    「ち、違う、恋人じゃなくて、愛人だから！　……ってこれも違う！　恋人でも愛人でもなくて、変人！　あ、やっと言えた！　そう、変なの！　私、諒太の前だと自分が自分じゃないみたいに、変になっちゃって」


    　ちゃんと正しく言えたけど、部屋の中は妙な雰囲気のままだ。


    「変になっちゃうって、浅あさ間ま莉り子こ……」響きよう華かが言った。「……それは、恋なのか？」


    　違う。私が変になっちゃうのは恋のせいじゃなくてラブ子のせいだけど、正直に説明するわけにはいかない。


    　どうしよう、誤解を生む言い方をしたせいで、今夜の尋問は長引きそうだ。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    『私はラブコメの魔の夢をみている』


    　というラブ子の声がどこからか聞こえた。


    　気がつくと、私の目の前にラブ子がいる。


    　辺り一面真っ白で、私とラブ子以外に誰もいないし何もない。


    「ここ、どこ？」


    『ここは莉子ちゃんの夢の中だよ。莉子ちゃん、頑張ったね。長かったけど、やっとここまでこれたね』


    　ラブ子は目を細めて、笑みを浮かべていた。


    「え、なんのこと？」


    『莉子ちゃんが〈ラブコメの心〉をしっかり育はぐくんでくれたおかげで、アタシはついに立派な神様になれたんだよ！』


    「え、そうなの？　おめでとう」


    『昨日の夜が決定的だったよ。これでもう、アタシはみみっちく莉子ちゃんを上書きしなくてすむよ。だって、もう世界を自由自在に上書きできるからね！』


    「そういえば言ってたね、立派な神様になりたいって」


    『うん、ありがとね。莉子ちゃんも舞台頑張って！　最後の思い出作りだもんね！』


    　そのとき、ラブ子の唇くちびるが歪ゆがんだように見えた。


    「……最後の思い出づくり？」


    　私が聞きなおすと、ラブ子は誤ご魔ま化かすように、にぱーっと笑う。


    『なに言ってんの莉子ちゃん、違うよ、最高の思い出作りだよ』


    「噓うそ。今、最後って言ったよ。なに、最後って」


    　ラブ子は笑顔のまま舌打ちする。


    　ぞくりとした。


    　ラブ子は私に背を向けて立ち去ろうとするけど、くるりと振り向いて、


    『あっ、そうだ！　アタシがいつまでも莉子ちゃんのそばにいられないって意味だよ！』


    　ニッと八重歯を覗のぞかせて笑った。


    「……それ、本当？　今思いついたみたいな感じだけど」


    『莉り子こちゃんも細かいなー。これ、夢なんだよ？　いろいろ適当なんだから、深く考えても意味ないよ』


    「そっか、なんかいつもと違うと思ったら、これ夢なんだ。忘れてた、一瞬、すごい怖かった」


    　私は自分を無理矢理納得させるみたいに言った。脚がガクガク震ふるえていて、それをラブ子に悟られてはいけない気がして、必死に笑顔を作っていた。


    『ていうか、これも、アタシが上書きしてみさせてる夢なんだよ？　アタシの「私はラブコメの魔の夢をみている」って声で夢が始まったでしょ？　今のアタシは、言葉を紡つむぐだけで、上書きができちゃうの。もう会話するのめんどいから、この夢終わりにするよ？』


    　ラブ子は大きく息を吸い込み、元気よく、


    『私は目をさます』


    　私の頭の中に、声を響かせた。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　目が覚めると、合宿所の朝だった。何かが変わった様子はない。


    　ただ、その日から学園祭までの二週間、ラブ子が私の前に現れることはなかった。

  



  
    



    


    　　第五章　ハーレムエンドにさよなら


    



    　七月二日、日曜日、祥しよう愛あい祭。


    　運命の学園祭は、異様な光景であふれていた。


    　例えば、バーコード頭の校長がホスト風の髪型になっていたり、合唱部が突然デスヴォイスで叫びだしたり、屋台のうどんが嚙かみきれなかったり、悪ノリと怪奇現象の合間を[image: ]ぬうようなことが多発しているようだ。


    　奇怪な現象によって、刹せつ那な的に場を盛り上げる、この手口には覚えがある。


    　ラブ子だ。


    　合宿の夜、夢に出てきたラブ子は世界全体を〈魔改上書オーバーライト〉できるようになったって言ってたけど、この様子だと本当らしい。


    　ラブ子は、ラブコメをはき違えているからふざけた真ま似ねをしているように見えるけど、能力を使う目的はラブコメを盛り上げるためだ。それは、世界を直接上書きできる存在になったであろう今も変わらないはず。しかし、校長の髪型やうどんのコシがラブコメとなんの関係があるのだろう。


    　おそらく、雰囲気づくりだと思う。


    　私たちがラブコメを演じる舞台、その舞台となる学園祭を盛り上げる、というわけだ。


    　だけどラブコメの魔の上書きすらネタとして流すくらいに、皆は学園祭で浮き足立っている。


    　──ウチの校長があんなノリがいいなんて知らなかったよー、合唱部もお堅いイメージあったけど、デスメタルやるなんてはしゃいでんなー、うどんが嚙みきれない？　んなこと気にすんなよ年に一度の学園祭だぞ！


    　そんなお祭り騒ぎの中、私はひたすらビラを配っていた。


    　ビラを改めて見る。


    　主催の「ラブコメ部」や後援の「美術部／服飾部」の文字を見ると、気持ちが引き締まる。


    　美術部と服飾部の協力がなかったら、この企画は頓とん挫ざしていただろう。セットや衣装、その他雑用……。美少女三人にお願いされたら断りきれない、というのもあるが、美術部の窓口になってくれたのは鈴すず木き原はら君だし、服飾部の協力は千ち鶴づるのＢＬ人脈がなければ得られなかった（ふだん、コスプレの衣装を作っているらしい）。


    　いろんな人の力を借りてラブコメやってるんだなと思うと、背筋がぴんと伸びてしまう。


    「ラブコメ部の公演、午後三時半から第二講堂でありまーす、お客さん入らないと廃部でーす、ロミジュリですよー、可愛かわいい女の子いっぱい出ますよー」


    「そこのかわゆいキミも舞台に上がるのかな？」


    　と声をかけてきたのは、千鶴だった。文芸部の先輩たちも一緒だ。


    「え、と……お久しぶりです」


    　私はかくんと頭を垂たれた。


    「莉り子こ、事情は聞いたぜ。まさかあのハーレムラブコメに、こんな真相があったとはな。精一杯、頑張れよ！」


    　中なか林ばやし先輩にばしばしと背中を叩たたかれた。


    「わたし、女キャラはみんな死ねって思ってましたけど、莉子さんの恋路は応援しますよ！」


    　満面の笑みを浮かべる後ご藤とう先輩に手を握られる。


    「文芸部を辞めるのは仕方ない。人には趣味というものがある」谷たに原はら部長は言う。「でもな、書き出した作品はちゃんと書き上げろ。そして、お前のハーレムラブコメ、最後まで駆け抜けろ！」


    　完全な誤解というわけではないけど、大おお袈げ裟さな感じで私の事情が伝わってる気がする。


    「千ち鶴づる……なんて説明したの」


    　千鶴はにゅふふと笑うばかりだ。でも、通わなくなった文芸部の先輩たちとこうしてまた話せてよかった。学園祭が終わったら、とにかく一度部に顔を出そう。


    「あ、そういや瑠る流るたち、向こうにいたよ」


    　千鶴は南校舎のほうを指さした。


    　午前中はみんなで手分けしてビラを配ることになっている。特にヒロインたちは衣装を着てビラを配るので、宣伝効果が期待できる。ドレスを着た瑠流、中世ヨーロッパ貴族風の響きよう華か、修道服を着た水みず菜なからビラを渡されれば、多くの男子は釣られるはずだ。


    「莉子は行かなくていいの？　ハーレムラブコメ場外乱闘編？　なんかみんなでわいわいやってたけど」


    　みんなで手分けして配る、って言ったのに。なんで私以外固まってるの……。


    「……ちょっと行ってくる」


    「にゅふ、頑張ってー。舞台の裏方、後で手伝い行くからね！」


    　千鶴にお尻しりをぱしんと叩かれた。


    　校内の人ひと混ごみをかき分けながらうろつく。


    　南校舎昇降口付近に、ラブコメ部とそれを囲む人だかりを見つける。響華と水菜が何やら口論しているようだ。


    「だから言っているだろう、あたしはたまたま山やま伏ぶし諒りよう太たと一緒になっただけだ」「噓うそです！　私はずっと見てましたもん。響華さんが、山伏君を見つけるなり一直線に向かってくるのを」「ほう、なぜ妙みよう義ぎ水菜は『ずっと見ていた』んだ？」「そ、それは……」


    　それを苦笑しながら見ている諒太と、その隣でニコニコしながらやきそばを食べる瑠流。


    　ビラ配りをサボっているように見えるが、これはこれで宣伝になるかもしれない。


    「おー、莉子ーっ」


    　瑠流が私に気づき、手を振る。


    　私がみんなと合流した直後、


    「ふはははは、やけに騒がしいと思ったらラブコメ部の諸君かね」


    　よく通る声と共に現れたのは、演劇部部長にして生徒会長の三さん条じよう実み由ゆ紀きだ。周りには、取り巻きというべきか、ファンというべきか、たくさんの女子生徒がいる。


    　三条会長は制服でも舞台衣装でもなく、艶あでやかな藍地に花柄の浴衣ゆかたを着ていた。


    「お遊びの部活だと思っていたが、どうやら、公演の形は整ったようだな。ロミジュリでラブコメ、か。面白いといえば面白いが、問題はその出来、及び、観客の入りだな」


    「バッチリだぞ！　わたしたちは、莉り子こ監督による厳しい稽けい古こに耐えたのだ！」


    　瑠る流るが私に抱きつきながら言った。


    「ほう、監督・脚本……浅あさ間ま莉子」三条会長は私を見る。「君がラブコメ部の五人目かね」


    「は、はい」


    　三条会長の堂々とした立ち居振る舞いに気け圧おされる。


    「我々演劇部も、シェイクスピアなのだよ。『お気に召すまま』をやるんだ。大衆の人気でいうと、ロミジュリに軍配が上がるだろうが、生あい憎にく我々は四月の新歓公演でロミジュリをやっているからね」三条会長は手にしたラブコメ部のビラに目を走らせる。「ふふ、公演時間も被かぶっているというわけか。残念だな、我々の舞台を君たちにも見せてあげたかったのに」


    　三条会長はそれから、動きをまじえて情感たっぷりに自分たちの舞台の見どころを語った。話の端々で、取り巻きの女子生徒が黄色い歓声をあげていた。


    「私はこれから、浴衣美人コンテストに出るものでね。和の心をも知りつくした私としては、浴衣と聞いてひと肌脱がぬわけにはいかない。それでは諸君、せいぜい気を吐きたまえ」


    　浴衣の裾すそを翻ひるがえし、三条会長は颯さつ爽そうと去ろうとする。そのとき、


    『なんか浴衣だと迫力出ないねー。〈三条実由紀は自分にふさわしい格好をする〉』


    　どこからかラブ子の声が聞こえたかと思うと、目の前で異変が起きた。


    「あのっ」私は三条会長を呼び止める。「すごく言いにくいんですけど……」


    「なんだね？」


    「……会長、丸まる木き戸どヴィーナスになってます」


    　三条会長は羽織った毛皮のコートを見てぎょっとして、金髪のかつらを投げ捨てる。


    　浴衣美人から丸木戸ヴィーナスに突然切り替わる。間違いなくラブ子の上書きだ。元ネタは私の妄想だけど……。


    「おのれラブコメ部……この私をコケにしたな……覚えていろ！」


    　三条会長は肩をいからせ人ひと混ごみの中に消えていった。


    



    　舞台の緞どん帳ちようから少し顔を出して客席を覗のぞく。


    　満員御礼だった。立ち見も出るくらいの盛況だ。


    「うわーお客さんいっぱいなのだ！　緊張してきたなっ」瑠る流るは緊張を感じさせない朗ほがらかな調子で言った。「りょーたはどーだ？　緊張してきたか？」


    「まあ、ちょっと」


    　タイトなズボンに、きらびやかな上着。ウエーブのかかった茶髪のかつらを被かぶってロミオになっている諒りよう太たは、ちょっと表情が硬い。


    「そういうときは、手のひらに書いた人という字をカボチャだと思って飲みこむといいらしいぞっ」


    「……それ、話が混ざってないか」


    「でも、カボチャを飲みこむなんてできないのだ。あんな固くて大きいもの」


    「生でそのまま食おうとするなよ……ってそもそもカボチャを飲みこむこと自体が間違ってるだろ」


    　そんな瑠流と諒太の会話に響きよう華かが混ざる。


    「山やま伏ぶし諒太、今、赤あか城ぎ瑠流が『固くて大きいもの』を口に含めずにいるところを想像していただろう」


    「……なんか引っかかる言い方だな」


    「いや、別に他意はないが？」


    　響華は諒太の顔を覗のぞきこんで「ふふふ」と真顔で笑っている。


    「うわああああ！」諒太の傍かたわらで何やらこそこそしていた水みず菜なが突然悲鳴を上げる。「山伏君と瑠流さんがややこしい話してたせいで、間違えて手のひらに『カボチャ』って書いちゃったじゃないですか！　しかも油性マジックで！」


    　舞台裏の様子を見て、私は安心する。


    　緊張したところだって、いつも通りのラブコメ部らしい賑にぎやかな雰囲気だ。この調子なら、本番もきっと大丈夫だろう。


    「あーやべえっ、緊張してきたー」


    　と、まっとうな緊張をしているのは、ヴェローナ大公役で友情出演の鈴すず木き原はら君だ。中世貴族風の衣装で白いひげをつけている。


    「軽いノリで手伝うとか言ったけど、いざ衣装着てるとこ見ると、ほんとの演劇っぽいねー」


    　裏方を手伝ってくれるという千ち鶴づるもどこかそわそわしている。


    「──じゃあ、始めるよ」


    　私が言うと、みんなが立ち上がってうなずいた。


    　緞どん帳ちようをめくって、私は観客の前に出る。


    「みなさま、本日はラブコメ部の公演に足をお運びいただきまして、誠にありがとうございます。ラブコメ部を代表致しまして御礼申し上げます。これより『ロミジュリラブコメ』を上演致します。上演に関わる注意を申し上げます。ケータイ電話の電源は、お切りください。写真、動画の撮影はご遠慮ください。また、本作品はウィリアム・シェイクスピアの悲劇『ロミオとジュリエット』を元にしたラブコメディです。ラブコメアレルギーがある方は、観覧をお控えください」


    　客席から小さな笑いが起こる。監督挨あい拶さつというより、前説だ。


    「それでは、舞台をお楽しみください」


    　お辞じ儀ぎをして舞台の下手にはけると同時に、脚本の紙束とペンを手に取る。


    『ロミジュリラブコメ改訂版』の最後のページを開く。


    　エピローグのト書きの「出演者一同、一列に並び大だい喝かつ采さいの観客に手を振る」と「生徒会長三さん条じよう実み由ゆ紀き、ラブコメ部の公演成功を認める」の二文を訂正線で消した。


    　これで、約束された成功はなくなった。


    　好評を博すかどうかは、やってみなくちゃ分からない。


    　それ以外の部分はそのままでいい。だって、全部シチュエーションだけを指定したアドリブ劇なのだ。私が指定した科白せりふは一切ない。


    　当然アドリブの練習を繰り返すうちにある程度の科白は固まっていったけど、今日の本番でみんなの口から出てくる言葉は、〈魔改上書オーバーライト〉の力に左右されることのない、みんな自身の言葉でみんな自身の演技なのだ。自らの意志によって、演技をすることになる。


    　勝算はあると思う。


    　自分で言うのもなんだけど、シナリオ自体はたいしたことない。


    　三人のヒロインの間で揺れるロミオ、それを羨うらやましく思って追放処分を言い渡す大人げないヴェローナ大公、そんな大公を逆に追放してしまうたくましいヒロインたち、めまぐるしいトリプルブッキングデート、からのロミオ争奪戦──といった具合に、本来のロミジュリが持つ悲劇的な要素はほとんどない、完全なるドタバタコメディだ。クライマックスにこそロミオの命の危機とヒロインたちの素直な想いというシリアスなシーンを入れているものの、オチとしては最後まで優柔不断なロミオに愛想をつかしたヒロイン同士の間で友情が芽生えるという軽いタッチだ。


    　でも、あの女の子たちならやってくれるだろう。


    　ヒロインたちの素を生かしたキャラは、一流の役者の演技をも凌しのぐ魅力だ。これはそうそう狙ねらって作り出せるものじゃない。


    　そして、そんなキャラ同士の掛け合いは、息がぴったり合っている。台本に縛られない、ラブコメ部のみんなが本来持っている間で話を進められれば、お客さんにもあのキラキラが伝わるはずだ。


    　もちろん、すべて思い通りにうまくいくとは限らない。


    　瑠る流るが展開をド忘れするかもしれなくて、水みず菜なの声が裏返ったりするかもしれない。


    　でも、それが舞台というものだ。何が起きるか分からない。


    　あとは、みんなを信じて舞台袖そでから演技を見守るだけだ。


    〈十四世紀、イタリアの都市、ヴェローナ。モンタギューとキャピュレット、街を代表する二つの名家は血で血を洗う熾し烈れつな争いを繰り広げていた──〉


    　前もって録音しておいたナレーションが流れ、舞台の幕があがる。


    　第一幕は、ロミオとヒロインたちの一対一のシーンが続く。ここは、諒りよう太たと瑠る流る、響きよう華か、水みず菜なたちとの出会いの話を参考にして考えたものだ。


    　仮面舞踏会に遅れそうなロミオは猛スピードで走っていたジュリエットと激突、足をくじいたジュリエットをお姫様抱っこしていい雰囲気になるかと思いきや、ジュリエットはロミオを奴ど隷れいにしたいと言い出して、ロマンチックからはかけ離れた出会いとなる。


    　残念な出会いに肩を落としていたロミオが次に会うのが、キャピュレット家の美少女剣士ティボルトだ。顔を合わせるたびにロミオのことを女の魅力で挑発するティボルトは、背中の傷に薬を塗ってほしいだの噴水で水浴びをするだのと噓うそをつき、ロミオをからかって遊んだ。


    　そして三人目のヒロイン、ロミオがジュリエットとの仲を相談する相手が、シスターロレンスだ。恋多きロミオの態度がふしだらだと注意するシスターだったが、彼女に威厳などなく、聖書の一節を説こうとしてド忘れしたり、告解室でロミオと二人きりになるのを恥ずかしがったりして、ロミオに呆あきれられる。


    　そんな各ヒロインとのシーンを舞台袖から見ていた私は、現実の出会いの場面を頭の中で思い描く。目の前の掛け合いと同じくらい、キラキラしてたのかな……。


    　お客さんの反応は上々だった。


    　練習の段階ではもう少し笑いを盛り込んだほうがいいのではという懸け念ねんがあったけど、いざ美少女たちがきらびやかな衣装に身を包んで演じてみれば、派手な舞台となるのだ。


    　胸元が開いたドレスを着た瑠流が登場したらお客さんは沸いたし、男性的な衣装を着た響華の凜り々りしさに女子から黄色い歓声が上がり、トレードマークの眼鏡めがねとヘアピンを外した水菜の正統派美少女っぷりには客席がどよめいていた。


    　そんな美少女たちがのびのびと自分らしくキャラを演じていて、さらに相手役の諒太との息もぴったり合っていたのだから、文句なしの滑り出しだろう。


    　しかし、文句をつける客が一人だけいた。


    　ラブ子だ。


    　──ひやり、とした。


    　ラブ子が、客席の最前列に座っている。


    　目が合うと、ラブ子はニッと八重歯を覗のぞかせて笑った。


    　そして客席にいたラブ子はいつの間にか私の隣にいて、呆れ顔を浮かべている。


    『なんか地味だよー。アタシに言わせれば、ラブもコメもちょっぴりエッチも全部足りないから。我慢して観てたけど、アタシがひと肌脱ぐしかないみたいだね！』


    「お願いだから今はやめて。それにこれからもっと盛り上がるから。次は、あの有名なシーンだし」


    　ジュリエットがバルコニーで「あなたはどうしてロミオなの？」と嘆くシーンだ。


    　ここは原作通りロマンチックな場面──と見せかけて、隣の屋敷のバルコニーがめちゃくちゃ近くて、しかもそこに住んでいたのがティボルト、そこに夜回りシスターがやってきてこじれた四角関係に。ここはロミオを奪い合うヒロインたちのアクションシーンもあるから、視覚的にも映えるはずだ。特に聖書の一節をそらんじながら十字架のついたロザリオを振り回すシスター水みず菜なはなかなか破壊力がある。


    　そして鈴すず木き原はら君扮ふんするヴェローナ大公が出てきて、可愛かわいい女の子とイチャイチャしているロミオが羨うらやましいから追放処分にするという流れになる。


    『有名なシーンなら、やっぱアタシが盛り上げてラブコメ増量しなくちゃだね！』


    「ラブ子、余計なことしないでおとなしくしててよ」


    　ラブ子の腕を摑つかもうとするけどすり抜ける。ラブ子はとててと舞台を突っ切り、上手側に陣取った。激しく不安だ。本人に邪魔するつもりがなくて協力してるつもりなのがよけいに性た質ちが悪い。


    　不安を感じるものの、舞台に照明を点ともす。


    　次は、夜の闇に紛まぎれてロミオがジュリエットに会いに行くシーン。


    　上手側、瑠る流るはバルコニーの上で月を見ている。バルコニーは、バレー部から借りた審判台に石造り風ベニヤ板を張りつけたものだ。


    「ああ……ロミオ、ロミオ、お前はどうしてロミオなのだ？」


    　瑠流は可愛らしくもどこか憂いを帯びた声で言った。


    　そこへ、下手側から諒りよう太たが登場し、徐々にバルコニーに近づいていく。


    「ややっ、あそこにいるのはジュリエット！　彼女をじっと見ていたい……もう少し、ここに身をひそめよう」


    　ジュリエットが胸に秘めた想いを語ったところでロミオが出ていくという展開だったが、


    『うーん、おかしいよ！』


    　ラブ子が顔をしかめて言った。


    『なんでジュリエットはバルコニーに出てぶつぶつ喋しやべってるの？　ご都合主義だよ！』


    　今まで散々適当な上書きをしてきたくせに、ラブ子はシチュエーションにケチをつけ出した。


    「夜空を見ながら独り言を言いたいときだってあるでしょ」


    『説得力がないなー。んもぅ、仕方ないね、アタシがテコ入れしてあげよう！　どうしてジュリエットがバルコニーに出てたのかというと、ズバリ、焼肉をしてたから！　部屋の中だと煙と匂いが気になるからね！　〈瑠流は七輪で焼き肉をしている〉』


    　ラブ子が言うと、瑠流の傍かたわらに火のついた七輪が出てきた。網の上で肉が焼けている。


    「勝手に変な展開にしないでよ！」


    　バルコニーの上にいる瑠る流るはぽかんとしている。そりゃそうだろう。目の前に突然七輪焼き肉が出現したのだから。七輪からは白い煙が上がっていて、パチパチと炭がはぜる音が聞こえる。香ばしいいい匂いが舞台に漂っている。


    　この七輪焼き肉を無視して話を進める、というのも白々しい。というか不自然だ。


    　こうなったら──私は何かのためにと指示用に持っていたカンペに「焼き肉アリの展開で！」と書いた。諒りよう太たと瑠流のアドリブに[image: ]かけるしかない。


    「ロミオ、名前を捨てて、ただ『私の奴ど隷れい』になってほしいのだ……イヤなのはそのモンタギューという名前だけ」瑠流は網の上の肉を[image: ]はしでつつきながら言う。「あ、なんかモンタギューって牛みたいな名前なのだ。売れないブランド牛だなっ、お、肉が焼けたのだ」


    「さりげなくファミリーネームを貶けなされた気がするぞ……しかし、僕はモンタギューの名を捨てるんだ！」諒太はバルコニーに近づく。「ジュリエット！　僕はここにいます！　『奴隷』と呼んでくださ……いや、奴隷はやっぱりイヤだ！」


    「だ、誰だっ、食事時に訪ねてくるなんて、いやしんぼ！」


    「名乗りたいけど、名前がない。僕は名前を捨てたのだから」


    「お前はロミオなのか？」瑠流はバルコニーから身を乗り出す。「あ、ちょっと待って、お肉がこげちゃう……」


    　瑠流と諒太のやりとりを見ていると、七輪焼き肉が意外とマッチしてるように思える。ジュリエットが恋愛に興味ナシのお子様という設定だから、色気より食い気ってことで成立してる。


    　……って感心してる場合じゃない！


    　舞台は火器厳禁だった。


    　このままだと火災報知器が作動する。そうしたら公演は強制終了だ。


    　舞台袖そでに置いてある誰かの飲みかけのペットボトルを舞台上に投げ入れる。


    　カンペに「ほーちき作動したらヤバい！」と書いて掲げた。


    　諒太はペットボトルを拾ってバルコニーに登り、七輪に水をかけた。


    　じゅわっという音と共に白煙が昇る。


    　煙が消えるまでの静寂、緊張感が漂う。


    　……どうにか報知器は作動せずにすんだようだ。


    　とはいえ、突然のドタバタ鎮火展開、妙な雰囲気が舞台の上に漂っている。


    「ジュリエット、肉よりも僕を見てくれ。七輪の火なんてこうして水をかけたらおしまいだが、僕の恋の炎は、何があっても消えない。だから、奴隷ではなく、恋人として……」


    　諒太のアドリブ、何気にうまい。このまま話を続けられそうだ。


    　このあとは、向かいのバルコニーからティボルトが登場するくだりだ。


    　下手側の照明が点ともる。ティボルト役の響きよう華かがバルコニーにいる。


    「おや、誰かと思えばロミオではないか。さては向かいのバルコニーからあたしの部屋を覗のぞき見するつもりだったのだろう。いやらしい」


    「ティボルト！　なぜここに……というかバルコニー同士近いな！」


    　ここでティボルトがロミオに勝負を挑み、負けたほうが奴ど隷れいになる、という話になるはずだったが、またしてもラブ子がシチュエーションにケチをつけた。


    『ティボルトもバルコニーに出てる理由が必要でしょ。そうだなーバルコニーだから……洗濯物干してたとかどう？　〈響きよう華かは洗濯物をバルコニーに干す〉』


    　ラブ子が言うと、響華の目の前に洗濯物の入った籠かごと洗濯ひもが出現し、おもむろに干し始める。


    　洗濯物は女物のパンツばかり何十枚もあって、干し終えると万国旗みたいになっていた。


    　なんだこの光景……この[image: ]なぞのシチュエーションをどうやって乗り切れば……。


    「あ、あたしは一か月毎日違うパンツを穿はくものでな、、洗濯しようものなら、この枚数になる」


    　沈黙を破って、響華がアドリブで言った。


    「だ、だとしたらためこみすぎだろ……こまめに洗えよ」


    　諒りよう太たがつっこみを入れる。正論だが、パンツ万国旗という異様な光景を前にしてのまともなつっこみはどこか浮いている。


    「う……実はあたしは、パンツを七枚重ねて穿く派なんだ。脱がせる楽しみが七倍だ」


    　光景も会話も珍妙だ。この雰囲気どうしてくれる、とラブ子を睨にらむと、なぜか満足げに舞台を見つめている。


    『パンツの色どりで、だいぶ華やかになったよ。まさにラブコメって感じ？　そうだ、諒太もこれだけのパンツを目の前にしたら興奮してるよね！　〈諒太は好きな色のパンツに飛びつく〉』


    　やめて!!　……でも諒太はどの色に飛びつくんだろう……って気にしてる場合か！


    「俺が好きなのは……」


    　諒太は上手側のバルコニーを降りると、ものすごいスピードで舞台を横切り、そのまま下手側のバルコニーも通り過ぎて、


    「白ォオオオオオオオオオオオッ」


    　と叫びながら私の下半身にタックルを決めた。


    「り、莉り子こ！　こ、これは違うんだ！　身体からだが勝手に動いて……」


    「わ、分かってる、私分かってるよ」


    　押し倒された私は混乱している諒太をなだめて言う。


    　どうしよう、このままもっとひどいこと……パンツ脱がされたりとか……


    　恐る恐るラブ子を仰ぎ見ると、どこか不満げな顔を浮かべていた。


    『莉子ちゃんの〈ラブコメの心〉はかなりいい感じだから、もういいや。それより、ほかの子たちがもう一歩なんだよね。だんだんおいしそうにはなってるんだけど。ってことで〈諒太は正気に戻る〉』


    　諒りよう太たは私に謝って、舞台に戻っていった。諒太が突然叫んで舞台袖そでにはけていたせいで、観客は若干戸惑っているようでざわついている。


    「……ラブ子はもう神様になったんでしょ？　だったら〈ラブコメの心〉はもう関係ないじゃん。ていうか、私以外の子の〈ラブコメの心〉は最初から関係ないでしょ」


    『そうだね、神様だったらね、くぷぷ』ラブ子は笑う。『あ、こんなのはどう？　神様だから、みーんなのラブコメを応援しなくちゃならないの。だから、こうして頑張ってる』


    「こんなのはどうって……なにそれ、え、ラブ子、何が目的で舞台を上書きしてるの？」


    『そんなことより、舞台はいいの？』


    　そうだ。舞台のほうはというと、洗濯物を無視して打ち合わせ通りの展開、ジュリエットとティボルトが「ロミオを奴ど隷れいにする権利」を[image: ]かけて争っている。洗濯物のくだりと小競ぜり合いのくだりが全然繫つながってないけど、致命的ってほどじゃない。まだどうにかやれそうだ。


    　次は、ロミオ争奪戦にシスターロレンスも参戦するという展開だ。上手袖でスタンバイする水みず菜なは出るタイミングをうかがっている。


    　そろそろだろうか──私が水菜に「出て」と合図を送った瞬間、


    『んー、なんか雰囲気伝わってこないなー。ロミジュリの舞台ってどこの国？　ヴェローナってイタリア？　もっとイタリアンな感じ出したほうがいいんじゃない？　〈水菜はオリーブオイルまみれで登場する〉』


    　ラブ子がへらへら笑いながら言った。


    　オ、オリーブオイルまみれって……恐る恐る舞台に上がった水菜を見ると、紺色の修道服がオリーブオイルで濡ぬれそぼっていた。


    『これでイタリアンなヴェローナの雰囲気が伝わってくるね！』


    　ラブ子は私の隣で満足げにうなずいている。


    「どこが！」


    「イタリアンなだけじゃないよ？　これはラブコメ感も高めてるの。ベタベタなラブコメも人気あるみたいだし」


    「ベタベタの意味違う！　ていうかあれじゃヌルヌルだし！」


    　水菜は舞台の上で啞あ然ぜんとしている。


    　よくよく見ると、ぐっしょり濡れた修道服が身体からだにぴたりと張りついていて、ボディラインがくっきり出ている。水菜、結構胸あるんだな……って羨うらやんでる場合じゃない！


    　私はカンペに「我慢して続けて」と書いて下手袖から掲げてみせる。


    「ロミオ君、こんな夜更けに女の子と何をしているのですか！　悔い改めてください！」


    　諒太に一歩詰め寄ろうとして、水菜は派手に滑って転んだ。諒太が慌てて抱かかえ起こす。


    「シスターこそ何してるんだ……っていうか、その、なんでヌルヌルなんだ……」


    「わ、私はヴェローナの街の風紀が乱れていないか、夜回りしていたのです！　ロミオ君が夜遊びしているんじゃないかと心配で、こんなに汗をかいてしまいましたよ！」


    　水みず菜なはオリーブオイルを汗に見立てるつもりらしい。


    「それ汗だったのか……こっちが心配になる量だ」


    「節操のないロミオ君にはお説教が必要みたいですね、さ、今から教会に行きましょう」


    　水菜が諒りよう太たの腕を取ろうとするが、オリーブオイルで滑ってうまく摑つかめずにいる。


    「油っぽいシスターはあっちいけ！　ロミオはわたしの奴ど隷れいなのだ！」


    「いや、あたしがロミオを叩たたきのめして奴隷にする」


    　ロミオを巡っての三つ巴どもえバトルが始まろうとしている。


    　瑠る流るは諒太の腰から短剣を抜く。


    　響きよう華かは腰の剣を抜いた。


    　水菜は首からぶら下げていた十字架付のロザリオを外し、ぐるぐる振り回す。


    　三人は台本通りの三つ巴バトルを演じる。


    　が、オリーブオイルをたっぷり吸った修道服が重たいのか、水菜の動きが鈍かった。それどころか、水菜が歩き回ったところにオリーブオイルが垂れるので、みんな滑って転んでしまう。


    　このままじゃダメだ！　あのヌルヌルをなんとかしないと！


    　私は黒子の衣装に身を包んで舞台に上がり、雑ぞう巾きんでオリーブオイルを拭ふいたけど、舞台上のヌルヌルは取れなかった。


    　セットの入れ替えや照明の操作を手伝ってくれている千ち鶴づるは啞あ然ぜんとしている。


    「莉り子こ、これどうなってんの？　聞いてた話と違うけど……あんたたちこういうコント集団だったの？」


    「違うよ！　こんなのやるはずないって！」


    　千鶴の言う通り、これでは演劇じゃなくてコントだ。


    　だけど、つるつる滑る出演者に観客は一応はウケている。まだなんとかなる。演劇コンテストだったらもうアウトだろうけど、祥しよう愛あい祭での人気投票ということなら演劇だろうがコントだろうが好評を博せば首は繫つながる。諦あきらめちゃダメだ。


    　オリーブオイルで滑って転ぶ三つ巴の戦いを長引かせてもしょうがない。


    　予定よりちょっと早いけど、次の展開だ。


    「鈴すず木き原はら君、お願い」


    「おう、行ってくるぜ！」


    　鈴木原君は舞台中央まで駆けていき、そのまま滑って転ぶ。が、かまわず科白せりふを言う。


    「我が輩こそ、このヴェローナを治める大公であるぞ！　ロミオ、貴様という男はいろんな女の子とイチャイチャしやがって、　まったくもって羨うらやましい……じゃなくて、不ふ埒らちだ！　お前をヴェローナから追放する！」


    『うーん、ヴェローナ大公に威厳がないんだよね。口で追放って言われてもさー、はいそーですかってならないよ。だから、本気の怒りをぶつけなくちゃ！　〈鈴すず木き原はらは諒りよう太たに怒りの拳を叩たたきこむ〉』


    　ラブ子が言うと、鈴木原君は弾かれたように起き上がり、


    「このド腐れハーレム野郎め！　クッソ羨うらやましいぞ！　俺だってモテたいんじゃボケええええええええ！」


    『おーいいねー迫力あるねー、追放っていうかこの場で殺しちゃいそうな勢いだよー』


    　ラブ子はけらけら笑っている。


    　諒太はどうにか鈴木原君の腕を押さえつけている。


    　鈴木原君がまた暴れ出さないうちになんとかしないと……。


    　黒子の私は舞台に上がって、落ちていた洗濯ひもで鈴木原君の手を縛った。


    　するとラブ子がニッと笑う。


    『お、莉り子こちゃんのそれナイスアイデアだね！　〈鈴木原はマゾ豚野郎になる〉』


    「ああっ、黒子様ッ、このみじめな豚野郎をもっときつく縛ってくださいぶひぃいいい！」


    　ラブ子に上書きされた鈴木原君は大絶叫した。


    　話が悪い方向に進んでる！


    　鈴木原君は叫ぶのをやめない。こうなったら……。


    　私は舞台の端に落ちていたパンツを鈴木原君の口の中に詰め込んだ。


    　ふごふご言ってる鈴木原君を諒太と二人がかりで袖そでに引っ張りこみ、すかさずマイクを手にしてナレーションを入れた。


    〈こうして、ロミオに追放処分が下された。明日までにロミオはヴェローナの街を去らなければならない。なぜ運命はかくも残酷なのか。後半へ続く〉


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    「舞台には魔物がいる」


    　莉子はそう言った。


    　諒太もそんな言葉は聞いたことがある。しかし、そんなひと言で説明できるはずもなかった。


    　突然、七輪焼き肉が出現した。響きよう華かがなぜか大量のパンツを干した。水みず菜ながオリーブオイルまみれになった。


    　それだけではない。諒太自身、自分の意志と関係なく莉子にタックルを決めた。おかしくなった鈴木原に殴られた。


    　これらのすべてが、魔物とやらのせいなのか。にわかには信じられない。


    「私のせいなんだよ……私が、私が、こんなだから」黒子に扮ふんした莉子はうなだれていた。「でも、ここまで、来たら、舞台を成功させる、最後までやり切る──それ以外にないよ」


    「そうだな、やるしかないのだ！」瑠る流るは力強く言った。「なんか、こういうわけのわからないハプニング、今までも結構乗り越えてきた気がするぞ！」


    「はっきり言って第一部はめちゃくちゃだ、しかし、」響きよう華かは緞どん帳ちようを少しめくる。「どんな形であれ、観客は期待して待っているのだ」


    　オリーブオイルまみれの修道服を絞っている水みず菜なはぎゅっと拳を握りしめて言う。


    「ここで諦あきらめるわけにはいかないですよ。私は絶対諦めませんよ！」


    　皆の目が輝いていた。


    　諒りよう太たの胸にも、熱くたぎるものがあった。


    　考えてみれば、ラブコメ部成立の経緯からして怪異に満ちていたのだ。断絶した記憶、強く惹ひかれ合う心、与えられた試練──むしろ、すんなりと本番がうまくいくほうが異常というものだ。


    「今更、恐れるものなんてないな。俺たちは、今まで通りやり切るだけだ」


    「この後も、いろいろおかしいことが起こると思う……だけど、私もフォローするから、みんなも、頑張って」


    　そう言った莉り子こはなにか、覚悟を決めたように毅き然ぜんとしていた。


    



    　十六時十二分、舞台の幕が再び上がる。


    　第二部。ヴェローナ追放が決まったロミオが、ロレンス、ティボルト、ジュリエットの順で別れを告げにいく。


    　諒太は顔を叩たたき、気合いを入れ直した。


    　まずはシスターロレンスとのシーンだ。


    「ロミオ君……本当に行ってしまうのですね」


    　水菜の緊張から裏返る声も、ロレンスの感情の昂たかぶりに見える。


    「ああ。シスターにはいろいろ相談にも乗ってもらって、世話になったよ」


    　ここはロレンスがシスターをやめてロミオと一緒にヴェローナを出るべきか迷うという展開で、信仰心とロミオへの想いの間で揺れるロレンスの一人相撲っぷりが見どころだ。


    「……決めました。この教会は神父様に任せて、私はロミオ君と一緒に旅に出ます」


    「それはいけない、ロレンス。あなたはシスターなんだ、この教会ですべきことがあるだろう」


    「ロミオ君のためなら、シスターなんてやめます」


    　水菜は諒太の手を取る。二人は見つめ合う。


    「ロレンス……」


    「ああっ、やっぱり修道服は脱げません」


    　このあとの水菜の科白せりふは神にそむくことはできませんから、と続くはずだった。が、「だって下に何も着てないですから」


    　水みず菜なは口を押さえたかと思うと、胸元や腰回りをぺたぺたと触って、


    「ってほんとに何も着てないじゃないですか！　え？　どうなってるんですか！」


    　その場にうずくまってしまった。


    　舞台の進行が止まってしまった。顔を真っ赤にしている水菜を見ると、そんなことはありえないはずなのに、本当に修道服の下には何も着ていないかのようだ。


    　諒りよう太たは屈んで水菜に耳打ちする。


    「落ち着け委員長、下に何も着てなくても、修道服を脱ぐわけじゃないんだから平気だ」


    　そんなつまらない展開が許されるはずなかった。


    　水菜は立ち上がると修道服の裾すそをつまみ、ゆっくりと焦じらすようにたくし上げる。


    「ってわああああああああああああ何してるんですか私！」


    　水菜は今にも泣き出しそうな顔をして修道服をたくし上げている。


    　まずい。もしも本当に下に何も着ていないのなら、公衆の面前でもろ出しになってしまう。


    　諒太は水菜の手を摑つかんでたくし上げを止めようとする。が、力ずくで押さえつけようとしても水菜の手はじわりじわりと上がっていく。


    　諒太は咄とつ嗟さに天井を指さしながら舞台袖そでの莉り子こに視線で訴えかける。これはもう照明を落とすしかない。
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    　が、いくら待っても照明は落ちなかった。


    　どうなってるんだと舞台袖そでを見ると、なぜか莉り子こが黒子のズボンと体育着のハーフパンツを脱いでいる。あいつなにやってんだ!?


    　上は黒子、下は白いパンツという訳の分からない格好をしていた莉子だったが、黒子のズボンをもう一度穿はき、脱いだハーフパンツを握りしめて舞台に駆けてくる。


    　そして、間一髪というタイミングで、水みず菜なにハーフパンツを穿かせた。


    「神を裏切ろうとした天罰ってことでこのシーン締めて」


    　莉子は小声で言うと、舞台袖にはけていった。


    「ああっ、一時でも主しゆを裏切ろうとした私に天罰がくだったのですね！　ロミオ君ごめんなさい！　私は神のしもべとして、この教会に残ります！」


    　ここでようやく照明が落ちて、ロレンスとの別れのシーンは終わった。


    　諒りよう太たは混乱しながらも次のシーンの準備をする。暗闇の中で、諒太は鈴すず木き原はらと共に左右二つに分かれたヴェローナの街並みの描き割りを置く。これでティボルトとの別れの場面が整った。


    　ティボルトとの別れは、剣で決闘を演じるというものだ。ここの殺た陣ては練習を重ねた箇所だ。


    「やあ、ティボルト、憎き仇かたきでもある君にも別れの挨あい拶さつくらいしようと思ってね」


    「ロミオ、最後の夜くらい、剣ではなく身体からだを交えよう」


    「く、別れの夜もくだらない[image: ]あざけりで心を惑わすとは、おのれティボルト……」


    「ロミオがこの街を去ってしまったら、アタシは誰をからかって生きていけばいいんだ」


    　無表情のままだと面白くないので、響きよう華かは滝のように涙と鼻水を流した。


    　ラブコメにふさわしい、面白おかしい泣き方である。


    「ろ、ロミオォっ、あ、あだしは、寂しいぞぉ、ひぅっ、うぅっ」


    　諒太は目を見開く。


    　信じられない。あの響華が顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて号泣しているなんて。


    「だ、大丈夫か、お前……」


    　しかし、諒太以上に信じられないという顔で固まっているのが響華自身だった。


    「み、見るな！」響華は両手で顔を覆おおって、諒太に背を向けた。「ま、まずい、あたしがあたしじゃない、こんなのあたしじゃない……」


    「響華」諒太は小声で呼びかける。「このシーンなら泣いてても不自然じゃない、なんとか続けよう」


    「嫌いやだ。こ、こんな顔、山やま伏ぶし諒太に見られたくない」


    　響華は消え入りそうな掠かすれ声で呟つぶやいた。これでは話が進まない。


    　どうすべきか考えあぐねていると、黒子の莉子が現れて響華に何かを渡した。


    　見れば、ロミオとジュリエットが出会う一番最初のシーンで諒太がつけていた仮面だった。


    　仮面で顔を覆った響華は立ち上がる。濡ぬれた瞳が仮面の奥から覗のぞいている。


    　諒りよう太たが「大丈夫なのか？」と小声で問うと、響きよう華かは黙って頷うなずいた。


    「ロミオのことが気になりだしたのは、初めて剣を交えてからだ」響華は腰の剣を抜く。「今こ宵よいも、剣を交えようではないか」


    　再び、打ち合わせ通りの展開になる。


    　諒太も剣を抜く。このシーンの殺た陣ても練習を積んだ箇所だ。


    　二人の剣先がわずかにぶつかって音を立てる。


    　イマイチラブコメっぽくない。ここは一つベタ甘展開ということでヨロシク！


    　響華の頭の上からどろっとハチミツが降ってきた。


    「なぜハチミツが……どうすればいいんだ、あたし……」


    　ハチミツまみれの響華は弱々しく漏もらした。


    　どうすればいいかなんて諒太にも分かるはずがなかった。


    　諒太はすがる思いで舞台袖そでを見た。すると莉り子こが「諒太上かみ手てにはけて」とカンペを出している。


    　カンペ通りに、上手にはけると、照明が落ちて、莉子がナレーションを入れた。


    〈ロミオはティボルトの元から走り去った。ハチミツよりも甘い、ジュリエットとの時間を過ごすためだった〉


    　暗闇の中、莉子が呆ぼう然ぜんと立ち尽くす響華の手を引いて下手袖にはけていく。


    　次は、ジュリエットとの別れのシーン。


    　バルコニーのセットを準備し、諒太と瑠る流るは寄り添うようにしてスタンバイした。


    「なあ、りょーた、怖いのだ。一体何が起きてるのだ？」照明が点ともるのを待つ間、瑠流の表情は強こわ張ばっていた。「どうしよう、わたし、元気なジュリエットできなさそうなのだ……」


    　諒太は瑠流の手を握って笑った。


    「何が起きてるのか分からないけどさ、瑠流、とりあえず笑おうぜ。こんなときこそ、笑顔だ。笑うしかないってのが正直なところだけど、そうじゃない。瑠流が言ってた笑顔の奥おう義ぎだ」


    「そっか、そうだな！　笑ってれば、うれしさ楽しさがやってくるのだ！　きっとなんでもうまくいくのだ！」笑顔を取り戻した瑠流がぎゅっと手を握り返してくる。「りょーたの手、あったかいな」


    　照明がつく。見つめ合う諒太と瑠流の頭に金かなだらいドーン！


    　ちょっとラブが強すぎるから、コメでバランス取っといたよ。


    　あれ、もしかしてコレ画期的じゃない？　甘いラブな感じになったら自動的に金だらいが落ちてきてコメ。お、いいねそれ、オートラブコメシステム！


    「だ、大丈夫か、瑠流」


    「いててて……平気なのだ。諒太と一緒なら、頑張れるぞ！」


    「おう、やってやろうぜ！」


    　諒りよう太たは瑠る流るの頭をぽんぽんと優しく撫なでたそれ甘い金かなだらいドーン！


    　諒太の頭に金だらいが直撃したところで照明が点ともり、ロミオとジュリエットの別れのシーンが始まる。


    「ああ、ロミオっ、朝が訪れたらヴェローナを去ってしまうのか？　そんなのイヤなのだ！」


    　瑠流が諒太に抱きついたら二人の頭に金だらいドーン！


    「いってぇ……ジュリエット！　僕だって君のもとから離れたくない。初めて会って奴ど隷れい呼ばわりされたときは腹が立ったけど、それでも、奴隷扱いでも、僕はジュリエットと一緒にいたかったんだ！」


    　はい科白せりふ甘すぎ金だらいドーン！


    「よ、夜が明けたら僕はヴェローナを発つ」


    「あ、そうだ、夜が明けてもロミオが目を覚まさなければ問題ないのだ！　ロミオを絞め落とそう！」


    　瑠流は諒太の背後に回り、チョークスリーパーをかける。


    「このままヴェローナにいたらジュリエットにまで迷惑がかかる。逆に僕がジュリエットを絞め落とす！」


    　諒太は瑠流の腕を振りほどき背後に回り、チョークスリーパーをかける。


    　おーここはなかなかコメっぽいね。でもそんな演技じゃ全然迫力ないんだよね、やっぱほんとに絞め落とさないと。


    　諒太はマジで瑠流を絞め落とした。


    「な、なにやってんだ俺！」


    　瑠流はバルコニーの上でぐったりと倒れている。いましがた自分が絞め落とした、ということが信じられない。両手の震ふるえが止まらない。


    　さあここからが肝心だよー。ラブコメの定番、絞め落としからの人工呼吸！


    　諒太は瑠流の気道を確保し、頬ほおにそっと手を触れ、優しく唇くちびるを重ねる──


    　──諒太の唇と瑠流の唇の間に、紙束が割り込んだ。


    　莉り子こだった。


    　バルコニーに見立てたバレーボールの審判台を駆け上った黒子の莉子が、諒太と瑠流の唇の間に台本を滑り込ませたのだった。


    「安心して、瑠流の意識は私が戻すから」莉子は呼吸を荒らげながら言った。「それより、諒太、もしかしてがっかりした？　いいとこで邪魔すんなって思った？」


    「いや、俺は、何が起きてるか全然……」


    「こんな形でキスだと、さすがに瑠流がかわいそうでしょ。瑠流自身、諒太とのキスをどう思ってるかは分からないけどさ、意識を失ってるときにってのはさすがにないよ。そうでしょ？」


    「そうだけど……」


    「か、勘違いしないでよ。私は、瑠る流るのためを思ってこの展開を止めただけだから」


    　莉り子こはマイクで持ってナレーションを入れる。


    〈ジュリエットが気を失ってる間に、ロミオはヴェローナの街を去っていった〉


    　もー莉子ちゃんのバカ！　せっかくのラブコメの邪魔しないでよ！　そんなに諒りよう太たと瑠流のキスがいやなわけ？　じゃーもう諒太と莉子ちゃんのキスでいいよ！


    　諒太は莉子を抱き寄せ、強引に唇くちびるを重ねる──


    　──諒太がキスしたのは、莉子の手の甲だった。


    　莉子が自分の口元を手で覆おおったようだ。


    　どうして莉子に抱きついたりキスしようとしたりしているのだろう、と諒太は思う。何者かに操られているような感覚だ。そうとしか考えられない。


    　だから、この胸のドキドキもきっと、自分の意志とは関係ないのだ……。


    



    　　　　　★☆★☆★


    



    　胸のドキドキがなかなか収まらなかった。今もドキドキしてる。


    　右手の甲をそっと撫なでて、さっきのキス未遂を思い返す。私が咄とつ嗟さに唇を手で塞ふさいだから、諒太が私の手の甲にキスしたみたいになった。


    　って悶もん々もんとしてる場合じゃない。


    　次のシーンは、ヴェローナ大公をヴェローナから追放することに成功したヒロインたちが、無事帰還を果たしたロミオを出迎えるくだりだ。ヒロインたちの誘いを断りきれなかったロミオはトリプルブッキングデートをすることになる。


    　後半の見どころはトリプルブッキングデートのドタバタ感と、ヴェローナ大公の逆恨みからヒロインたちを守る、唯一と言ってもいいロミオが男気を見せるシーン、それから、毒の[image: ]え食じきになって倒れたロミオの意識が戻るようヒロインたちが祈るシーンだ。


    　そして、意識を取り戻したロミオにヒロインたちが胸の想いを伝えるシーン。ここはみんなが言いたい科白せりふ、気持ちを込められる科白を言えるようにと何度も練り直したところだから、それぞれ思い入れがあるはず。


    「……ねえラブ子、みんなの気持ち考えてあげてよ」


    　私の隣で舌舐なめずりしながらヒロインたちを見つめているラブ子に言った。


    　だけどラブ子は私の話なんて聞いてない。


    　不安を抱かかえたまま舞台に二つ仕切りを置いて、ロミオが三人とそれぞれ食事をしているシーンに入る。ジュリエットとはケーキ屋、ティボルトとはパン屋、ロレンスとは安くて盛りがいいことに定評がある定食屋。ここは、ロミオが三人のヒロインと順番に顔を出していくうちに会話の内容が混ざってズレが生まれていく、という流れ──のはずだった。が、


    『おおっ、いい具合にドタバタしてきたねー、アタシも手伝っちゃうよ！　〈金かなだらい＆オリーブオイル、フルバースト！〉』


    　ラブ子が叫ぶと、舞台狭しと金だらいとオリーブオイルが降り注いだ。


    　どんがらがらと金だらいがみんなにぶつかる痛々しい音と、びちゃびちゃとオリーブオイルが滴したたる音が第二講堂に響き渡る。


    　歩こうものならオリーブオイルで滑って転び、喋しやべろうものなら天井から金だらいが落ちてきて、演技も何もあったものじゃなかった。


    「ひどいよ……こんなのひどすぎるよ……」


    『莉り子こちゃんなんで泣きそうなの？　ウケてるんだからいーじゃん。引いてる人もいるけど』


    「……私たちの心は、ラブ子のオモチャじゃないよ」


    『んー、確かに、莉子ちゃんたちの心はアタシのオモチャではないね、アタシの食糧』


    「……え？」


    　ラブ子は今、なんと言ったか。私たちの心が食糧？


    『お、こんな合わせ技はどうかな？　ヤバ、アタシってばマジ冴さえてるね。〈諒りよう太たの頭の上にオリーブオイルたっぷりの金だらいが落ちてくる〉』


    　そんなのダメ！


    　慌てて舞台に飛び出した瞬間、がすん、と鈍い音がした。


    　金だらいが頭に直撃した諒太はオリーブオイルまみれのまま倒れた。


    「諒太！」駆け寄って身体からだを揺さぶっても反応がない。「諒太！　しっかりして！」


    『マジウケるーヌルヌルで心配とかー。いとしの幼なじみがオリーブオイルまみれで気絶、これはラブでコメだね！　くぷぷ』


    「ふざけないでよ！」


    『ぷふ、莉子ちゃんマジギレとかラブコメっぽくないよー。大丈夫、「命」を奪うなんてひどいことはしないよーだって笑えないじゃん。〈諒太は眠ってるだけで命に別状なしの超健康〉』


    　ぐったりしていた諒太はいびきをかき始めた。


    　私は下手袖そでにはけてから、改めて舞台を見つめる。


    　諒太は眠りこけ、オリーブオイルで濡ぬれそぼったヒロインたちはぐったりとしていて、舞台上には足の踏み場がないほど金だらいが散らばっている。


    　もう、私が軌道修正できるレベルの話じゃなかった。


    　笑っていたお客さんもさすがに不審がり始め、講堂は異様な雰囲気になる。


    「ねぇ、莉子、どうなってんのこれ！　この舞台、どこに行くの？　もう、意味わかんないよ。終わりにしたほうがいいって！」


    　千ち鶴づるに肩を揺さぶられる。


    　ここまでもつれた状況を正せるのは、神様くらいだ。


    「あ……デウス・エクス・マキナ……」


    　合宿のとき、冗談で言った神様の役を、本当にやらなくちゃいけないなんて。


    　ただの神様じゃない。私は本当に何でも思い通りにできる神様だ。


    　ここまできたら、もう整合性とかカタルシスとか関係ない。これ以上ひどい展開にならないうちに舞台を終わらせる。ヒロインたちの祈りのシーンはなし、想いを伝えるシーンもなし、強引だけど、全部端折はしよって最後の友情エンドにまで持っていく。オリーブオイルと金かなだらいという試練を耐え抜いた三人の間に友情が芽生えたということにしよう。


    　脚本の紙束とペンをとる。


    　キャストのところに、新たな名前を書き加える。


    



    　デウス・エクス・マキナ……浅あさ間ま莉り子こ


    



    　さらに現在進行中のシーンの台本を書く。
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    　ジュリエット、ティボルト、ロレンスは、オリーブオイルまみれでぐったりしている。


    　デウス・エクス・マキナ、下手から


    



    『それ面白いの？　お客さんを満足させられるオチなの？』


    　ラブ子が私の顔を覗のぞきこむ。


    『莉子ちゃん、神様として帳尻合わせるのはいいけど、ラブコメを締めくくるにふさわしい、面白おかしい最後なの？』


    「……」


    『自信がないなら、出しゃばらないでよ』


    「……ラブ子はなんで私たちの舞台を邪魔してるの？」


    『邪魔してないよ！　ラブコメを盛り上げてるんじゃん！』


    　ラブ子はラブコメをはき違えてるだけで、別に邪魔するつもりはない。だから余計に性た質ちが悪いんだ。罪悪感を持たずに、こんなひどいことするなんて。


    『ここまで、ちょっとは間違ってたかもしれないけど、大丈夫、「最後」はバッチリ決める。ちゅーすればいいんだよね』


    「……最後にキスさせてこの舞台締めるつもりなの？」


    『んー、この舞台締めるっていうかこのラブコメ締めるってことだけどね』ラブ子は唇くちびるを歪ゆがめ、八重歯を覗かせた。『つまり、この舞台の最後がこのラブコメの最後ってこと』


    「……なに、このラブコメの最後って。最後ってどういうことなの」


    　ラブ子は一瞬真顔になると、冷たい笑みを浮かべた。


    　ラブ子の持っていたマジックが、身の丈ほどの大鎌に変わる。


    『ひゃはは、ここまで来たら、あとはみんなの〈ラブコメの心〉を刈り取るだけだよ』


    「……え？」


    『アタシはラブコメの魔。人間たちにラブコメをさせて、育はぐくまれた〈ラブコメの心〉を刈り取る存在』


    　ラブ子が何を言ってるのか、理解できなかった。脳を直接ガツンと殴られたみたいな衝撃があって、何も考えられない。


    「え、え、ちょっといきなりなんなの、意味わかんないよ」


    『人間の心、それも一番おいしい部分、愛と笑いにあふれた〈ラブコメの心〉。アタシはそれを貪むさぼる存在なのっ』


    「……なにそれ、そんなの聞いてないよ」


    　ラブ子はラブコメを司つかさどる神を目指す存在だって言ってたのに。


    『人間たちにラブコメをさせる、十分〈ラブコメの心〉が育ったところでアタシが刈り取る。別に命を取るわけじゃないよ？　ただ、心をもらうだけ。莉り子こちゃんたちは、心がない状態でこれから生きることになるけど、見た目は変わらないし、特に問題ないよ。人形みたいに今まで通りのラブコメを永遠に続けるだけ』


    　心を刈り取られたらラブコメを永遠にやり続ける人形になる!?


    　心がなくなる!?　この胸の痛みも、ドキドキも、いとおしさも、なくなっちゃう!?


    「どういうことなの、私のこと[image: ]だましたの？」


    『うん、そうだよっ。アタシに得があるから、莉子ちゃんの恋応援してたんじゃん』


    　ラブ子はこれ以上ないってくらいにうれしそうな顔をしている。


    「ひどいよ……」


    『最後は、すっごいラブコメにしようよ！　ぱあーっと盛り上がって〈ラブコメの心〉がどかーんと大きく育ったところで、アタシが刈り取る。莉子ちゃんたちラブコメ部は、ずーっとラブコメをやり続けるお人形になる。グランドフィナーレってやつだね！』


    「だったら、今すぐ公演は中止にする、ラブ子の思い通りにはさせない！」


    『あ、そしたらしょうがない、今すぐ刈り取るだけだよ。一回り小さいけど仕方ないね。だいたい、なんでペラペラ喋しやべってるか分かる？　今はもう、いわゆる「詰み」の状態なわけ。アタシの勝ちは決まり。だから喋ってんの。莉子ちゃんたちに打つ手なーし』


    　私はその場にくずおれる。


    「莉子！　さっきから何ぶつぶつ言ってんの！　早くデウス・エクス・マキナしてきてよ！」


    　千ち鶴づるに肩を叩たたかれて我に帰る。けど、腰が抜けたみたいに動けない。


    　デウス・エクス・マキナ……ってもう、舞台の収拾を気にしてる場合じゃない。


    　ラブ子に心を刈り取られるかどうかの瀬戸際なのだ。


    　……いや。


    　瀬戸際は過ぎてしまった。だからこそ、ラブ子は自分の手の内をペラペラ喋しやべったんだ。


    　私に残された道は、ないのかな。おとなしく、最後の思い出作りをするしかないの？


    『莉り子こちゃんはそこでおとなしく見ててよ。アタシがデウス・エクス・マキナ役やって、ラブコメの最後綴つづってくるから。アタシなら、できるよ、面白おかしい、かつ、正しいハーレムラブコメのオチを綴ることができる。ラブがあって、コメがあって、ちょっぴりエッチなの』


    　ラブ子はにんまりと笑い、八重歯を覗のぞかせた。


    『あの子たちはみんな、諒りよう太たのこと気になってる。だったら仲良く全員でハッピーエンドにしなくちゃね！　まず、服を脱ぐ。次に、白目をむいて珍妙なダンスを踊りながら愛の告白。最後に、ちゅーする。ラブがあって、コメがあって、ちょっぴりエッチ。これが正しいハーレムラブコメ！』


    「……だから、そんなの全然ラブコメじゃないよ。間違ってるよ」


    『安心して、莉子ちゃんは特別。これまで二人三脚で頑張ってきた戦友だからね！　諒太と二人きりでやらせてあげる。いっぱいちゅーしていいよ、てかアタシがそういうふうに上書きするから。そうすれば、〈ラブコメの心〉もたっぷりゲットできるからね！』


    「……ちがうよ。そういう問題じゃないんだよ」


    　だってこれは私たち自身の話なんだから。


    　私は、自分の心くらい、自分で決めたい。


    　ラブ子に上書きされて、それに気づくことができたし、みんなのことを勝手に上書きしたからこそ、その間違いを知ることができた。


    　だから、ラブ子が言ったラブコメは間違ってるけど、そこが問題なんじゃなくて、やっぱり心の問題なんだ。自分の、気持ちの、問題。


    『んじゃ、莉子ちゃんの代わりに、アタシが特別に愛情出演でデウス・エクス・マキナ役、やってくんねー。〈莉子ちゃんは黙ってそこで正座してて〉』


    　元気なソプラノでそう言ったラブ子は、正座している私の顔を覗きこむと、おでこにキスをして舞台に向かった。


    「やあやあみんな、アタシがウワサのデウス・エクス・マキナちゃんだよー」


    　神が、舞台に降りた瞬間だった。


    「アタシが言葉にしたことは、すべて本当になるんだよ？　このぐちゃぐちゃな状況を、グランドフィナーレまで導いてあげよーぞ。ほらほら〈諒太も起きてー〉」


    　突然現れたラブ子を見て、皆がぽかんとしている。


    　……あれ？


    　私は強烈な違和感を覚える。


    　どうしてラブ子がみんなにも見えてるの？


    　どうしてラブ子は、私のおでこにキスすることができたの？


    　──アタシが特別に愛情出演でデウス・エクス・マキナ役、やってくんねー。


    　ラブ子は、舞台に出演しているから、みんなに見えている？　


    　ラブ子自身が、自分をそういう存在に上書きした？


    　私は息をのみ、脚本をめくった。


    　キャストのところに、


    



    　デウス・エクス・マキナ……ラブ子（愛情出演）


    



    　と記されていた。


    　もしかして。


    　震ふるえる指先でペンを握る。
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    　デウス・エクス・マキナ、下手から登場する。


    　デウス・エクス・マキナ「やあやあみんな、アタシがウワサのデウス・エクス・マキナちゃんだよー」


    　一同、デウス・エクス・マキナを見つめる。


    　デウス・エクス・マキナ「アタシが言葉にしたことは、すべて本当になるんだよ？　このぐちゃぐちゃな状況を、グランドフィナーレまで導いてあげよーぞ。ほらほら〈諒りよう太たも起きてー〉」


    



    　この先だ。


    　ラブ子が私の舞台の登場人物なら、私の〈魔改上書オーバーライト〉が通用する？


    　ラブ子は口を開き言葉にするだけで、世界を上書きできる。


    　上書きを防ぐには、ラブ子を喋しやべらせなければいい。


    　私の〈魔改上書オーバーライト〉がラブ子に通用するかどうか、勝負。


    



    　デウス・エクス・マキナ、舞台の端で正座し、一生無言でうどんを食べ続ける。


    　誰にも邪魔されることなく、皆、ラブコメをする。


    



    　私は祈るような気持ちでペンを走らせ、舞台を振り仰いだ。


    



    　ラブ子が、うどんを食べていた。


    



    　上書きに気づいたのか、うらめしそうな目で私を睨にらんでいる。


    　うどんはいくらすすっても、どんどん増え続ける。


    　ラブ子は喋しやべれない。


    　ラブ子は上書きできない。


    　全身の力が抜けて、手からペンが零こぼれおちる。


    　ラブ子は私の脚本の登場人物だから、自由に動けない。


    　──助かった。


    「ねえ、莉り子こ、あの子誰？　てかなんでうどん食べてるの！」


    　千ち鶴づるが私の肩を揺さぶる。


    「ねえ千鶴……私たちは……助かったんだよ……」


    「はぁ？　何言ってんの、ちょっとしっかりしてよ、監督でしょ！」


    　舞台上では、諒りよう太たたちがラブ子を見てぽかんとしている。


    　心を刈り取られずにすんだ。


    　とはいえ、それとは別にこの舞台にけりをつけなければならない。


    　やはりここは、私がデウス・エクス・マキナとして──


    「ロミオが目を覚ました！　わたしたちの祈りが通じたのだ！」


    　瑠る流るが叫んだ。この科白せりふは、ラストシーンのロミオが目を覚ましたときのものだ。


    　途中がめちゃくちゃだったけど、ラストシーンだけでも演じようというわけか。


    「僕は生死の境をさまよった。天使に連れていかれそうになったとき、ジュリエットやティボルト、シスターの声が聞こえたんだ。みんなのおかげで、僕は死なずにすんだんだ！」


    　諒太もロミオの科白を言った。


    「ロミオ君！　私はシスターですが、ちゃんと名前があるんです！　お願いです、名前を呼んでください、私、やっぱり名前を呼んでほしいんです！」


    　水みず菜なが言った。稽けい古このときに何度も聞いた科白だが、ここまで真に迫っていたことはない。


    「ロレンス、ああすまない、君のことを名前で呼ぶべきだった。ロレンス……」


    　諒太が熱っぽい科白回しで言うと、水菜は首を横に振った。


    「ロレンスとかどうでもいいんです！」水菜は舞台袖そでにやってきたかと思うと、眼鏡めがねをかけて再び舞台に戻る。「ちゃんと目を見て、伝えたいので。私、自分だけ名前で呼ばれなくて、悔しかったです。悲しかったです。こんな状況のときに……いえ、こんな状況だからこそ言えるんです。舞台が終わったら、私のこと名前で呼んでください！　約束ですよ！」


    　これは……明らかに舞台上の話じゃない。シスターロレンスではなく、委員長妙みよう義ぎ水菜として言っている。


    　水みず菜なのアドリブに戸惑っていた諒りよう太ただが、そこで進行が滞とどこおることはなく、すかさず響きよう華かが科白せりふを言う。


    「あたしはうろたえるロミオの顔を見るのが、たまらなく好きなのだ。見ていると、ドキドキする」


    　響華は諒太の頰ほおをそっと撫なでる。


    「ティ、ティボルト……」


    「その顔だ。情けなくうろたえている顔も好きだし、動揺を隠そうと強がってみせる顔も、またいい。もっと、ロミオを振り回したい。このあたしを意識せずにはいられないようにしたい」


    　響華は諒太の手を取って瞳を覗のぞきこむように顔を寄せる。


    「あたしも、おまえのお気に入りの顔ができるようになれればいいのだが」


    　響華の平坦な声がどこか艶なまめかしく響く。そして響華はシャツのボタンを外しだす。


    「なっ、何をしているんだ、ティボルト」


    「ボタンを一番上まで留めているいるのはあたしらしくない。それに、おまえも見たいだろう？」


    「やめるんだティボルト、こんなところで……」


    「なるほど、お楽しみは後でということだな、保健室のベッドでいいか？　それとも、いつかのホテルにでも行こうか」


    　ざっくりと胸元を開けた響華は諒太に身体からだを寄せる。当然、こんな展開は打ち合わせにない。


    　響華のアドリブがどこまでエスカレートするのかと心配になったけど、諒太と響華の間に瑠る流るが無理矢理割り込んだ。


    「ひと目見たときから、ロミオのこといい奴ど隷れいだと思ったのだ。でも、奴隷とちょっとちがくて、もっと大切っていうか、こんな気持ち、よく分からなくて、もう少し一緒にいたら分かるかも。とにかく、一緒にいたいのだ。ずっとずっと一緒にいたいのだ！　わたしから離れるな！」


    　瑠流は諒太に抱きつく。


    「ジュリエット、僕も奴隷などではなく、君と──」


    「これ邪魔なのだ！」瑠流は諒太が被かぶっていたかつらを摑つかみ、投げ捨てた。瑠流はいししと笑う。「わたしはりょーたと一緒に笑っていたいのだ！　噓うそでも演技でもない、ほんとの笑顔でりょーたと一緒にいたいのだ！」


    　ついに瑠流は諒太の名前を出してしまった。


    「ああっ、僕は誰か一人なんて選べない。みんな大切だ」


    　諒太は優柔不断なロミオを演じ抜くようだ。


    　打ち合わせ通りであれば、ここでヒロインたちはロミオに愛想を尽かす展開になるけど、


    「ダメだ！　誰か一人決めろっ」


    　瑠流が言った。


    「いや、僕は、情けない話だが、優柔不断な男なんだ、誰か一人なんて決められない」


    「その設定、もうどうでもいいのだ！　ちゃんと誰か一人選べっ」


    「ほう、面白い。この場で決めてもらおう」


    「望むところです！　さあ、逃げずに選んでください！」


    　瑠る流るだけでなく、響きよう華かと水みず菜なも諒りよう太たに迫る。


    　このままじゃ収拾がつかない。


    　やっぱり、デウス・エクス・マキナとして出ていくしかないのか。


    　私は台本とペンを持って──


    　──そんなもの、投げ捨てた。


    　諒太以外、みんな役を放棄して素になっている。自分の気持ちをぶつけている。心からラブコメをやっている。どうしようもなく、呆あきれるほどキラキラしている。


    　羨うらやましかった。


    　悔しかった。


    　今この瞬間だけじゃなくて、今までずっと。


    　これまで通り、舞台の袖で諒太のことを見てるだけなんて……ありえない。


    　私はラブ子、いや、ラブコメの魔から心を守ったのだ。


    　だったら。


    　せっかく守った心なんだから、ちゃんと伝えなくちゃ。


    　私の気持ちを、諒太に伝えよう。もう、自分の気持ちに噓うそはつかない。


    　自分の心を上書きしない。


    　私は、私の本当の気持ちを、諒太に伝えるんだ。監督なんかやってる場合じゃない。


    　私は私として、ラブコメの舞台に上がるんだ。


    　舞台に出ていくといきなり気圧が変わったように耳がきんとなって、世界がくわっと書き換えられた感じがする。ふわふわとしたつかみどころのない現実がある。


    　これが現実。


    　次の一歩を踏み出す位置が分からず、立ち尽くす。


    　汗ばんだ背中にひた、とＴシャツが張りつく。身体からだが熱くなってうまく動かなくなる。


    　足の震えが止まらなかった。逃げ出したいのに、絶対言わなくちゃって想いが勝ってるから、逃げずにここにいる。そうだ、私は今、ここにいる。


    　黒子の頭ず巾きんを外して、諒太を見つめた。


    「ええと」諒太は探るように呟つぶやく。「また別のデウス・エクス・マキナさん？」


    「……私はデウス・エクス・マキナじゃない。浅あさ間ま莉り子こだ！」


    　私は浅間莉子だ。ラブコメを上書きする神でもなければ舞台監督でもない。


    　舞台に収拾をつけにきたわけじゃない。自分の想いを果たしにきただけだ。


    　ずっと逃げてた。ハーレムラブコメにけちつけて、都合のいい言い訳にして、本当の気持ちを誤ご魔ま化かしてた。ずっと自分を[image: ]だましてた。「諒太はただの幼なじみ」って言葉で、自分の気持ちを全部上書きしてた。諒りよう太たはただの幼なじみなんかじゃないのに。


    　深呼吸を一回してから、黒子の上下を脱ぎ捨てる。


    　下にきらびやかな衣装を着ているわけじゃない。だって私には役がない。


    　浅あさ間ま莉り子こでしかないのだ。


    　諒太も、瑠る流るも、響きよう華かも、水みず菜なも、私を見て啞あ然ぜんとしている。


    　そりゃそうだ。役のない私が私として舞台に上がったのだから。


    　随分遠回りした気がする。でもそういう道を[image: ]たどったからこそ、自分の本当の気持ちが分かって、それを表わす今がある。だから、この瞬間だけじゃなくて、ここまで[image: ]ってきた、間違いもあった全部が、私にとってかけがえのないものだ。それが私自身だ。


    　今まで前に進めなかった。今こそ、諒太に歩み寄るときだ。


    　舞台中央に立つ諒太のところへ、ゆっくりと、だけど力強く一歩踏み出して、


    「──ふぇっ」


    　オリーブオイルで滑って転んだ。


    　忘れてた。床ぬるぬるだった。


    　ガツンと後頭部を舞台に打ちつける。


    　……この程度でへこたれない。


    　今更、私の身に何がふりかかろうと、大丈夫。


    　仰向けで倒れていた私は覚悟を決め直すように、くわっと目を見開く。


    　天井の照明がまぶしい。そんな視界の中に鈍にび色いろの丸い物体がある。


    「あ」


    　照明の隙すき間まに引っかかっていた金かなだらいが落ちてきて──私の顔面に直撃した。


    　顔がじんじんする。ぼんやりと視界がにじんでいるけど、構わず立ち上がる。


    　第二講堂は静寂につつまれていた。


    　舞台上と客席、全員の冷ややかな視線が私に集中する。


    　……こんな逆境なんかに負けない！　私は諒太に想いを伝えるんだ！


    　どうしてか泣きそうになる。でも笑おう。だって諒太を想うこの気持ちは私をあったかくしてくれるものだから、それがちゃんと伝わるように、笑顔で伝えたい。絶対涙は流さない。


    　私は笑った。


    　そのとき、熱いひと雫しずくがぽたりと零こぼれた。


    　鼻血だった。


    　雫が二、三と増えて、なんだこれ、さっき金だらいに鼻っ柱をぶつけたから？　それとも頭に血が上って興奮しすぎ？　とにかくだばだば流れている。


    　構わず乱暴に手で拭ぬぐう。鼻の下から口元が鼻血とオリーブオイルでぬるぬるになる。


    　もう、見てくれなんてどうでもいい。とにかく、気持ちを伝えよう。


    　公演とかラブコメの魔は関係ない。私と諒りよう太た、それだけしか考えてないのに、言いたいことがたくさんありすぎてうまく喋しやべれそうにない。


    　一つだけにしよう。一つだけ、一番伝えたい想いだけを伝えよう。


    　私はもう一度笑顔を作る。そして諒太の前に立つ。が、床がぬるぬる滑ってうまく立てない。手と足をおっかなびっくり動かして、奇妙なダンスを踊っているような動きで立ち続ける。


    　そして言った。


    



    「──諒太、好き」


    



    　私を見つめる諒太は口をぽかんとあけていた。


    　何も言ってくれない。ちょっと口元が引き攣つっているようにも見える。


    　…………あれ？


    　笑顔が固かった？　やっぱりひねりなさすぎて響かなかったのかも。それとも私、うまく声出てなかった？　頭が熱すぎて、うまく喋れてるかどうか自信ない。


    　私のむき出しの気持ちは伝わらなかったの？


    　フラフラと踊るような動きを続けながら、すがるような視線を向けていると、諒太は一度うつむいてからキッと私を見据え、


    「お前パンツ丸出しじゃねーか！」


    　すっぱーん、と頭をひっぱたいた。


    　……………………え？


    　興奮しすぎていて気づかなかった。


    　自分の下半身を見てみると確かにパンツ丸出しだった。


    　羞しゆう恥ち心しんがこみあげる間もなく、意識がつーっと遠のいていく。


    　……そういえば舞台の途中でハーフパンツを脱いだことを思い出す。


    　ラブ子の上書きで修道服以外何も着ていない状態になった水菜に、私のハーフパンツを穿はかせたのだ。すっかり忘れてた。


    　フラッシュを焚たいたみたいに目の前がチカチカする。鼻血は止まらない。


    　視界に靄もやがかかって、足元がおぼつかない。


    　倒れそうになったところで、諒太に抱き止められる。


    　舞台に乱入して鼻血だらだらパンツ丸出しで告白。


    　──ああ、やっぱり私の恋は、変だ。

  



  
    



    


    　　終章


    



    　目が覚めると、保健室のベッドで寝ていた。


    　ベージュのカーテンが夕日に染まっている。


    　校庭のほうから、喧けん騒そうが聞こえてくる。


    　私は……一体……何を……


    　嫌いやになるくらいはっきりと思い出して、恥ずかしくて死にそうになる。


    　諒りよう太たに気持ちを伝えるどころか、告白までしてしまった。


    　しかも、ラブコメ部の公演に割り込んで、監督という立場を無視して、思いっきり舞台上で愛を大絶叫した。


    　あのときはヒートアップして、自分の気持ちを素直に伝えることだけがすべてで、それ以外のことなんて何も考えられなかった。


    　私、明日からどんな顔して生きていけばいいんだろう。


    「はぁ……」


    　重たいため息をつくと、カーテンがシャーッと開いて、


    「お、莉り子こ、起きたか」


    　諒太が顔を覗のぞかせた。


    　私は寝返りをうって枕に顔をうずめた。諒太のこと、見れるわけない。


    「今、瑠る流ると響きよう華かと水みず菜なが衣装着たまま校庭でフォークダンス踊ってるぞ」


    　まだ後夜祭が続いているらしい。私が意識を失っていたのは、一時間ちょっとのようだ。


    「り、諒太は行かなくていいの？」


    「まあ、俺は莉子が心配だったし」


    　私は枕にうずめた顔をちょっとずらし、諒太のほうを盗み見る。


    　諒太はくすぐったげな表情で、頭をかいていた。


    「一応言っとくと、結構ウケてたぞ」


    「……なにが？」


    「莉子の鼻血とパンツ。身体からだ張った迫真の演技だ、って」


    「あ、ああ、そうなんだ……はは……」


    「まあ、お前の友だちの締めのナレーションに救われた部分もあるだろうな。『ヴェローナの街に血が流れ、モンタギュー家とキャピュレット家の胸を打った。両家の争いを終わらせたのは、ロミオとジュリエットの血ではなく、監督の鼻血であった……』ってところでみんな笑ってたし」


    　千ち鶴づる……ありがとう。


    「それにしても、あのアドリブにはびっくりしたよ、マジで。まさか莉り子こに告白されるとは思ってなかったわ」


    　そう言われて、あの瞬間を思い出す。身体からだがじんじん熱い。また鼻血出そう。


    「莉子、ほんと迫真の演技だったもんなー」


    　諒りよう太たは感慨深げに言った。


    　…………え？　迫真の、演技？


    「あの、諒太、あのね、あれは、その、」


    「確かに、あのぐだぐだの状況を打破する手としては、アリだったな。デウス・エクス・マキナより、芸があったんじゃないか？」


    「え、あ、そうだね、あの展開は、かなり斬新だったと思うよ？」


    　なんということだ。


    　一世一代の告白が、演技だと思われてる。


    　演技じゃないと言うべきか、演技だったことにしておいたほうがいいのか迷っていると、


    「……莉子に告白されて、一瞬、ドキッとしたけどな」


    　諒太がそっぽを向きながら呟つぶやいた。


    　私は身体を起こして、諒太と向き合う。


    　諒太の頰ほおが赤くなっているように見えた。


    　──あの告白、演技じゃないよ。


    　そう言いたかったけど、


    「あ、ここからフォークダンス見えるね」


    　勇気が出なくて窓の外へと視線を逸そらした。


    　ベッドから降りて、窓辺に立つ。


    「あ、諒太、見て！　瑠る流ると三さん条じよう会長がペアになって踊ってるよ」


    　どうしてあの二人が踊っているのかは分からないけど、和やかな雰囲気だし、ラブコメ部は存続を許されたのかもしれない。


    　だけど、それってつまり、諒太がラブコメを続けてしまうということだ。


    　胸がちくっとした。


    「莉子」


    　すぐ背後から諒太に呼ばれた。


    　私が振り向く間もなく、後ろから抱きしめられた。


    「え、え…………え？」


    　諒太の腕にぎゅっと力が入る。


    　私はふわりと宙に浮かんでしまう心地で、というか実際宙に浮いていて、世界がひっくり返って、床に叩たたきつけられている。


    　あ、これ、知ってる。


    　抱きしめからの、ジャーマンスープレックス。


    　ラブコメをはき違えてる奴が考えるラブコメ展開だ。


    「莉り子こちゃん、お疲れ様！　ナイスラブコメだったよー」


    　目の前にラブ子が現れて、私はへこむ間もなく諒りよう太たのホールドを解といて身構える。


    「な、なんでラブ子がここに！　ラブ子は一生うどんを食べてるはず……」


    　あ。


    　私は脚本でラブ子を上書きした。


    　私が監督する舞台の出演者だったラブ子は、うどんを食べ続けた。


    　しかし、舞台はもう終わってしまったのだ。ラブ子は自由の身。


    「……私たちの心を刈り取るつもりなの？」


    　私とラブ子が対たい峙じする傍かたわらで、


    「莉子！　ごめん！　なんか急に身体からだが動いて……」


    　ラブ子に上書きされた諒太はうろたえていた。


    「莉子、大丈夫なのか？　ってかこの子誰だ？」


    　私は諒太を庇かばうように前に出て、ラブ子を睨にらみつける。


    「……アタシ、人間の心を舐なめてた」ラブ子は言った。「アタシがうどんを食べてる隙すきに、莉子ちゃんは諒太に告白した。あの一瞬で、あんなに〈ラブコメの心〉が大きくなるなんて」


    　確かに、あの一瞬は、私にとって何よりも大きなものだった。


    「アタシが上書きしてたら、絶対あそこまですごいことにならなかったよ。でも、そんなことより……」ラブ子はプッと吹き出した。「莉子ちゃん、面白すぎ！　特に『コメ』がすごかったよー。あんな幸せそうに鼻血出してる人、初めて見たし！」


    「確かにそれは俺も思った」諒太も笑いだす。「なんか、すげーやりきった顔してた」


    　ラブ子はニヤッと笑って諒太を指さす。


    「諒太も何気に面白かったよ、莉子ちゃんを保健室に運んだ後、すっごくいとおしい！　って感じでガビガビになった鼻血拭ふいてあげてて、なんかもーおかしくておかしくて」


    　諒太の頰ほおが赤らむ。


    　私は思わず鼻を触った。そして頭を抱かかえてうずくまる。


    　……諒太に鼻血ガビガビなところを見られた、というか、後始末してもらったなんて、恥ずかしすぎる！


    「アタシが考えるラブコメより断然面白かった。もっと莉子ちゃんの心からのラブコメ、見てたいよ」


    「……それってつまり、私たちの心を刈り取らないってこと？」


    「そんな勿もつ体たいないことできない！」


    　私の鼻血が、みんなの心を救った？


    　……それは、素直に喜んでいいのだろうか。


    「ま、とりあえず景気づけに、二人でちゅーしなよ」


    「ふぇっ」「なっ」


    　私も諒りよう太たも息を詰まらせる。


    　ちゅーって、そんな、いきなり。


    「ほらほらー、早くしないとアタシが斬新なちゅー考えちゃうぞー」


    　ラブ子が諒太のお尻しりを蹴け飛とばす。


    　諒太がつんのめって、私にぶつかる。


    「莉り子こ……あのさ、俺……」


    　と、そのとき、


    「祥しよう愛あい祭ＭＶＰのトロフィーもらったのだ！」


    　瑠る流るが叫びながら、保健室のドアを開けた。


    　私と諒太は、身を寄せ合ったまま硬直する。


    　一瞬の静寂の後、


    「こらー莉子！　何やってるのだ卑ひ怯きよう者もの！」


    　瑠流がトロフィーを振り回して攻撃してくる。


    「浅あさ間ま莉子、山やま伏ぶし諒太と二人きりになるために仮病を使ったのか、この鼻血自在女め」


    　響きよう華かが吐き捨てるように言った。


    「莉子さん！　だいたいあなた公演の最後、とんでもない締め方してくれましたね！　まさか最初からアレを狙ねらってたんですか？　私たちをダシに使ったんですか？　許せないです！」


    　水みず菜なに迫られ、私はベッドに倒れた。


    　ラブコメ部は、存続を許されてしまった。


    　ハーレムラブコメは、これからも続く。


    「ハーレムラブコメなんて、絶対やだから！」


    　私は叫んで、諒太の手をとり保健室を飛び出す。


    　ラブコメから逃げているのに、ラブコメに向かって突っ走っている気がした。


    　でもいい。ハーレムだろうがラブコメだろうが関係ない。


    　大切なのは私の心で、それがすべてだ。


    



    
      〈了〉

    


    


  



  
    



    


    　　あとがき


    



    　はじめまして。木き村むら百草もぐさと申します。


    　この度は『恋に変する魔改上書オーバーライト』をお買い上げいただき誠にありがとうございます。まだ買ってねーよ立ち読みだよ、という方、背後に視線を感じませんか？　いえ別に脅おどかすわけではないのですが、ぜひ、買って下さい、ぜひ。


    　さて、第７回小学館ライトノベル大賞、優秀賞を頂戴いたしまして、晴れてもの書きのはしくれとなったわけですが、その昔、私は本が読めないおバカちゃんでした。


    　読んでいると、眠くなるんですね。読書感想文の課題図書など、うとうとして同じところを何回も読んでしまい全然進まない、結局読み終わらない、みたいな。だいたい、テレビとか映画とかあるんだから字だけの娯楽なんて無くていいじゃん、と思ってました。愚かです。


    　愚かな私は高校を卒業し大学に進みます。そんな、二〇〇六年春、とあるアニメに出会いました。面白かったので原作を読もうと思い調べてみると、ライトノベルなるもので、どうやら絵のついた小説らしい、いやいや、絵がついてようとほとんどは字なんだろ？　読めるわけねーってのと半ば匙さじを投げながらも購入し読んでみると、あれ、読める……読めるじゃん！　え、なに、この、ラノベ？　とかいうの面白いよ！


    　──それが私とラノベとの出会いでした。


    　以後、なんやかんやあり、現在、私は本を読み本を書くおバカちゃんになりました。


    　人生分からないものですね。


    　以下、謝辞です。


    　担当の星野様。何度も改稿に付き合っていただきありがとうございました。というか、現在進行形で付き合っていただき、なんか、ほんと、すいません。頑張ります。


    　すぶり様。素敵なイラストをありがとうございます。自分の書いたキャラクターがこんなに可愛かわいいなんて信じられません。ひとえにすぶり様のおかげです。


    　ゲスト審査員の賀が東とう招しよう二じ先生をはじめ選考に携たずさわっていただいた皆様。拙作を読んでいただき、そして推していただき、ありがとうございました。


    　大学時代お世話になった金かね原はら瑞みず人ひと先生。読むほうのきっかけが「とあるアニメ」ならば、書くほうのきっかけは先生の授業とゼミでした。今後も精進します。


    　友人、家族。心配や迷惑をかけましたが、どうにかやっております。そのうち、また。


    　そして、この本を手に取っていただいた、読者の皆様、そこの立ち読みしている貴方様も含めて、感謝です。ありがとうございました。


    



    　壁の薄いアパートで隣人の叫び声を聞きながら


    
      木村百草
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    Mogusa Kimura
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